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1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並び
に極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者から強 く要望 さ
れた。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,
極地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組されてきた。 しか し,我 が国の南極観測事業の より一層の
進展のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関として,
国立極地研究所が創設 された。
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設。研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置






























大学共同利用機関として設置 され(国 立学校設置法の一部を改正する法律,昭 和48年 法律第103号),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測を行うことを目的 とする。
2)主 要事業

































雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活動 進 化研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
※阻 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部門
※寒冷生物学第二研究部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
明 石 資 料 部 門
























合 計 1 1 ll(6①13(6) 20 26 14 36 122(12①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 7(6) 7(6) 12 26(12)
資 料 系 1 4 5 2 12
北極圏環境研究セ ンター 2① 2 2 1 7①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 36 50
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(注)上 段の数は,当 該年度 における定員の増減数で,△ 印は振替減又は定員の削減の数であ り,()内 は客員
の教官の定員で外数である。 ○は外国人客員教授で外数である。
5)経 費
国立学校特別会計(項)研 究所(項)施 設整備費(項)国 立学校
(単位:千 円)
年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,ll6 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162









49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 ll,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,!l!,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 1,212,536 1,242,042
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皿.研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究 グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究 グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。
各研究グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏 まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し
実行 している。
平成6年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。
「研究」においては,各 研究グループごとに,教 官ごとの研究課題を 「一般研究」に,所 外の研究者 との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,




「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極阻石 シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)の 概要
について,ま た,共 同研究の一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題目等をまとめた。
1.研 究
1)超 高層物理学研究グループ
(1)一 般 研 究
放射線帯高 エネル ギー粒子の計算機 シミュレー ション 教授 江尻全機
磁気圏物理学で放射線帯高エ ネルギー粒子の振 舞い に関す る研 究 は,磁 気嵐 に伴 うプラズマ シー トか ら環 電流領域
へ のエ ネルギー注入の過程(リ ングカレン ト形成)や 高緯度 オー ロラ粒子 の起 源,低 緯 度 オー ロラの原因等 と密接 に
関連 し,重 要 な研 究課題であ る。1970年 代の衛星観測の結 果 によ り理論 の進展 が見 られたが,近 年 時間分 解能の高い
新 たな観測結果が出て きて,新 しい理論的検討が必 要 となって きた。理論 シ ミュレー ションの技術 も進 歩 し,新 た な
計算手法の開発 を行い,ス ーパー コンピュー ター によ り高エ ネルギー粒子 分布 の時間発展 を求め ることが出来た。今
回 は特 に高エ ネルギー イオンの損失 過程 として電荷 交換過程 をシ ミュレー ションに取 り入れ,そ の効果 を明 らかにす
ることが出来た。 オー ロラ観測衛星EXOS-D　 (あ けぼの)搭 載 のオー ロラ可視 テ レビカメ ラに よ り得 られた磁気 嵐 に
よるオー ロラ動 態の時間発 展,及 び低緯 度 オー ロラ粒子 の成因についての検討 も行 い,そ れ らが磁気 圏高 エ ネルギー
粒子 の ダイナ ミックス と直接 因果関係 を持 つ ことが推論 された。
共役点 にお けるオーロラ ブレイ クア ップ開始時間差 の研究 教授 佐藤夏雄
昭和 基地 とア イスラン ドのHusafellで 同時に観 測 されたオーロラTVカ メラデー タを用 いて,オ ーロラブレイクアッ
プ開始 時間差 の研究 を行 った。使用 したデー タは1988年9月12日 の22-23時 頃に出現 したオー ロラである。特徴 は,
オー ロラブ レイクア ップ開始前 は孤立 したオー ロラが両観測点 に出現 してお り,か つ形状 や動 きが大変良 く似ていた。
オー ロラブ レイクア ップは まず昭和基地 の極側 か ら開始 され,激 しいオーロ ラの動 きが現 われた。 しか し,ア イス ラ
ン ド側 では この ような激 しい動 きは観測 されなかった。 昭和基地 のオー ロラブ レイ クア ップ開始 の約60秒 後 に,ア イ
ス ラン ドのオー ロラも激 しい動 きを現 わ した。 明 らかに この結果 は,オ ーロ ラブ レイ クア ップ開始時刻 の南北非対称
を示 している現 象であ り,磁 気 圏一電 離圏相互作用 の機構 を考 える上 で重要 な事実 を提示 している。
短波 レー ダーシステムの研究 助教授 山岸 久雄,助 手 行松 彰,教 授 佐藤夏雄
北 海道母子里 の小型 レー ダー システムは平 成6年1月,増 設 システム(ロ グペ リア ンテナ8基,送 信 出力1600W,
8ビ ーム走査)に 対す る無線 局免 許が取得 された。 レー ダー制御,デ ー タ収集用 パ ソコンのプ ログラムが通信総 合研
一7一
究所 の野崎憲朗氏 によ り作 成 され,8月 か らスポ ラデ ィックE層 やF層 か らのエ コーの受信 が 開始 され た。 観 測結 果
としては,5時 間 にわた って継続す るE層 エ コー,ド リフ ト性のF層 エ コー などが観測 された。
本 システムの感 度で は,1500km以 上遠方のエ コー を受信す ることは困難 なため,北 海道～サハ リン上空の中緯度電
離 圏が観 測対 象 となる。 この領域で は,最 近,京 都大学のMUレ ー ダー によ り,磁 力線 に沿 う電子密度の不規 則構 造
(沿磁力線 イ レギュラ リテ ィー)か らのエ コーが時間 とともに低高度へ移動 するパ ター ンが観測 され,大 気重 力波 に
よる電離層 の波状構 造か らのエ コーと して理解 され てい る。 この現象 を母子里で も同時 に観測す ることがで きれば,
重 力波 の伝搬 についての新 たな情報が得 られ,ま た母子里 レーダーの ような小 規模 システムでは,こ の現象 に的を絞 っ
た常 時連続観 測が可能で ある。そ こで,母 子里 レーダーは当面,中 緯度電離圏の沿磁力線 イレギュラリテ ィー に重点
を置いて観 測計 画 を立 てることに した。
磁 力線 イレギ ュラリティーに見 られ る1㎞ 程度の細かい空間構造 をパ ルス レー ダー方式で観測 す る には数 μsの 狭
いパ ルス(占 有 帯域lMHz以 上)を 送信す る必要が あ り,周 辺 に及 ぼす電磁干渉が危惧 され る。 そ こで,現 在,通
総研 が沖縄 の海洋 レー ダーで採用 してい るFMCW力 式 を導入す るこ とを検討 した。 この方式 の場 合,送 信周 波数 を
25MHzと して,周 波数掃引幅100kHz,掃 引周期20msに よ り,距 離分解 能1.5km,最 大 ドップラー速 度150m/sが 得
られ る。平成7年 度 にFMCWオ プシ ョンをシステムに導入す るこ とを目指 し,無 線局 申請,送 受信 系 の システ ム変
更の準備 を進めてい る。
イメー ジング リオメータ観測 助教授 山岸久雄,教 授 佐藤夏雄
われ われ は降下粒子 の空 間分布 を電離層電波吸収領域 の形態 として測定す るイメージングリオメ一夕を開発 し,オ ー
ロラ帯の地磁 気共役観測点,ア イスラ ン ド及 び昭和基地,ま たデンマ ーク気象研 究所 と共同で極冠域の デンマ ークス
ハー ブン(グ リーンラ ン ド東岸)で 観測 を行 っている。
一年 にわたる昭和基地,ア イスラ ン ドの南北 半球共役観測で次 のようなこ とが わか った。
(1)吸 収量 には顕著 な季節変化が あ り,冬 半球 で増大す る。
(2)吸 収現象 には夜 中のオーロラ吸収(数10分,急 激 な変化)と 朝側 の ドリフ ト粒子 による吸収(数 時 間,ゆ るや
か な変化)と が あ り,顕 著 な季節変化 を示す のは後者 である。
(3)昭 和基地,ア イスラ ン ドで同時 にアーク状 の吸収構造が はっ きり見 えるイベ ン トにつ いて,ア ーク位置 を手掛
か りに共役点位置 を推定 した。推定 された昭和基地 の地磁気共役点 は季節 とともに移動す る傾向が見 られ,12月
前後 はチ ョルネス(ア イスラ ン ド)付 近 に位置 し,6月 前後 は200㎞ 程度,低 緯度側 にず れる。
(4)こ の共役点 の移動 の様子 は磁気 圏モデルを用 いた地磁気共役点 の季節 的移動 の計算結果 とよ く一致 した。
ほぼ同一地磁気子午線上 に位置 するオーロラ帯(チ ョルネス)と 極冠域(デ ンマークスハ ーブ ン)の イメージ ング
リオメータ同時観測 に よ り,サ ブス トーム時 のオーロラ吸収域 の極方 向の発展 の様相 を解析 した。
(1)両 地点 は1200km離 れてお り,両 地点 で一連 の吸収現象 が同時 に観測 されるのはKpが4以 上 の大 きな擾乱 時 に
限 られるこ とがわかった。
(2)リ オメー タ観測視野 を吸収域 が移動 する速度 は,オ ーロ ラ帯 では数㎞ に達 するのに対 し,極 冠域 ではlkm以 下
が多 い。
(3)画 地点 間での吸収 出現 の時間差 か ら求めた平均 的移動速度 は0.7～2.4kmで あ り,オ ーロラ帯 での移動速度 より
小 さ く,極 冠域 での移動速度 よ りやや大 きい といえる。 この ことは,オ ーロラ吸収域 の極方 向発展 はオーロラ帯
での移動速度 で一気 に極冠域 へ発展 するのではな く,途 中で減速 した り,休 止 する(多 段 階発展)と 考 えられる。
本年,新 たにイメージ ングリオメ一 夕を南極 中山基 地,ス バールバル島 ロングイヤ ビエ ンとい う極冠域 での地磁気
共役点 に設置す る ことを計 画 し,シ ステム設計,製 造 を開始 した。
EXOS-・Dオ ーロラ可視光撮像装置 デー タ解析 助手 門倉 昭
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭載 の オー ロラ可視光撮像装置　(ATV-VIS)　 のデー タ処理 を進 めている。今 まで観測
したほぼ全 デー タについて,正 確 な撮像 時刻 を求め,確 定軌道デー タ,姿 勢データを含 めた撮像1青報 インデックスデー
タを作成 し,座 標付 け された画像 を作 成 した。1991年5月 か ら9月 の南 半球,ユ992年1月 か ら2月 の北半球,1992年
12月 か ら1993年1月 の北半球 デー タが取得 されている。南半球 におけるデー タは,地 磁気 活動 が活発 な期 間に取得 さ
れたために,様 々な形態 のオー ロラ活動 がみ られ,そ れ らの形 態の時間変化が,最 高8秒 とい う時間分解 能で とらえ
られている。北半球 におけるデー タは,地 磁気 活動 が比較的静かな時に取得 されてお り,こ の期 間の特徴 的なオー ロ
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ラ活動として,磁 気地方時23時,磁 気緯度70度 付近に島状に孤立 した輝度の高い領域が存在する,
例得られている。
とい うデー タが5
PPBに よる成層圏電場観測 デー タの解析 助手 門倉 昭
PPB4,5号 機 に搭載 された成層圏電場観測器 によ り取得 されたデー タについて,同 時に搭載 され てい た他 の観 測
器のデー タと合わせて解析 を行 っている。　PPB4号 機 がサブオーロラ帯 に位置 していた時,約2時 間の間に,高 緯度
向 きの電場 強度 が約2.5倍 に,北 向 き磁場変動が約3倍 に増大 し,ま た元 の レベ ルに戻 る,と い うイベ ン トが観測 さ
れた。 この時のIMFデ ー タ,地 上観測点 の磁場 デー タを調べ た ところ,こ の現象 は,気 球位置 に局在化 され たもので
はな く,　IMFの 変化 に対 する電離 圏対流 のグローバ ルな変化 の1部 を とらえた もので あることが わか った。　PPBで は
水平電場2成 分,水 平磁場変動2成 分 の観測 を行 っているため,高 さ方向 に積分 され た電離層での ホー ル,ベ ダー ソ
ン電気伝導度 を推定す るこ とが出来,こ のイベ ン ト中の電気伝導度 の変化か ら,　PPBの 上空 に降 り込む粒子 のエ ネル
ギースペク トルの変化 を考察す るこ とが 出来 る。
北欧 ロケッ ト実験 による電場観測 助手 門倉 昭,教 授 江尻 全機
1994年12月1日 にノルウェーのア ン ドーヤ にて行 われ た,S-520-21号 機 ロケ ッ ト実験 の直流電場観測器 を開発 ・
搭載 し,デ ータを取得 した。 目的 は,比 較的静か なデ ィスクリー トオー ロラ周辺 の ダイナ ミックス及び発光過程 を探
るこ と,に あった。打 ち上 げはオーロラブレー クアップ後 に行 われ,そ の後 ロケ ッ トは,フ ラッ トス ピンを行 いつつ
飛翔す るという異常事態 になったが,北 東か ら南 西 に向か ってゆ っく りと移動 するアー クを横切 り,そ の前後 で興味
深 い変化 を示すデ ータを取得す ることが出来た。姿勢 デー タを用 いて,実 際 の 自然 界における電場ベ ク トルを求 め,




科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭載の放射線帯モニター装置(RDM)の データ処理を軌道 に載せて,東 工大地球
惑星科学科,東 北大サイクロトロンRIセ ンターと共同で,こ れまでに取得され或は現在 も取得 され,宇 宙科学研究
所に蓄積 され続けてきているデータの組織的なデータベースの構築及びその解析を始めた。行松は,特 に興味深い,
1991年3月24日 に起 こった,新 しい放射線帯が形成され1年 以上の長期間にわたって存在し続けて徐々に崩壊 していっ
た過程を記録 したデータの処理解析を引 き続 き行い,こ の際立ったイベントの間に,ア ルファ粒子の新しい放射線帯
が形成 されていたこと,ま たこれが,他 の電子や陽子の放射線帯とは非常 に異な り,消 滅が短期間に進んだことを明




波の形成に関する計算機実験 を電磁粒子 コー ドを用いて行った。一連の計算機実験によって,太 陽風の電子およびプ
ロトンの温度が異なる場合,衛 星自身が帯電することによるポテンシャルの変化が引金 となって衝撃波が発生するこ
とを示 した。また,衛 星からの光電子や2次 電子放出によって,こ のイオン音波衝撃波が発生 しなくなる可能性があ
ることを計算機実験によって明らかにした。
ポーラーキ ャップ域 のオーロラダイナ ミックスの研究 教授(客 員)巻 田和男
ここ数年,グ リー ンラ ン ドのゴ ッ ドハブ ンを中心 にウペ ルナビーク,ソ ン ドレス トロームフィヨル ドにおいて,オ ー
ロラTV観 測 を実施 して きた。 これ らのデー タと共 に,名 古屋大学太陽地球環境研 究所の グルー プが,ス ピ ッツベ ル
ゲ ンのニーオルソ ンで観測 したオーロラ ・デー タも活用 し,ポ ー ラー キャップ域 と昼側 オー ロラの全体像 を把握 す る
研究 を進 めている。 これまで の解析結果 によると,昼 側 ・高緯度域 に見 られ るオー ロラには,少 な くとも四つの タイ
プが あるこ とが明 らか になってきた,そ れ らは,11}　 LLBL　 Arc:こ れ まで 多 くの 人々に よ り報告 され て きたSun-
Aligned　 Arcに 対応 している。朝方 及び夕方側 の70-75度 付近 に卓越す る。(2)　 Dayside　 Corona:狭 い領域 に レイ構
造の オーロラが活動的 に出現す る。出現域 は75度 前 後で午前側 で卓 越する。③　LLBL　 Band:午 後側 に卓 越 す る明
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るいバ ン ド状 オー ロラ。周期 的(100-200sec)な 出現が見 られ る。　(4)Mantlt　 Arc　:昼 側 の高緯度域 に見 られ る,糸
状 オー ロラ。　LLBL　 Arcと 異 な り大変弱 く,か つ出現時間が短い(数 分程度)。 現在 これ らの オー ロラの粒 子源 を確
定す るため に,人 工衛 星の粒子 デー タとの比較検討 をお こなっている。更 に,惑 星 間磁場(IMF)変 動 との関係 につ
いて も研 究 を進めつつあ る。
あけぼの衛星一 昭和基地 オー ロラ同時観測 によるプラズマ波動 ・オーロラ粒子 ・プラズマ ・大気相互作用の研究
助教授(客 員)小 野高幸
「あ けぼの」衛 星 に搭 載 された プラズマ波動観測装置(PWS)　 と昭和基地地上 オー ロラ観測 の 同時観 測 に よ り,
オー ロラ電離層 プラズマ中 におけ る静電 的 プラズマ波動発生領域 とオー ロラ粒子 降下 の対応 につ いての研究が進 め ら
れ た。1990年 昭和 基地越 冬観 測 においては活発 なオー ロラ活動 中のオーロ ラ電子 エネルギースペ ク トルのパ ラメー タ
を測定す るなど新 しい手 法 によるオー ロラ観測 が行 われたが,こ の結果 を基 に,電 離層内プラズマ波動観測結果 とオー
ロラ形態 との比較が行 われた。1990年4月2日 の観測例 に よれば,強 度 の比較 的弱 いStable　 arcの 発生 してい る電離
層位 置 において,強 度の強い極域広帯 域 ノイズ　(Polar　 BEN)　 が発 生 して い るこ とが 示 され た。 また,し ば しば
Polar　 BEN現 象 に近接 して50-200msecと 極 めて短寿命 の静電 的プ ラズマ波動 バース ト現象　(Short　Lived　 Burst)　 が
発生 してい ることが発見 された。低 エ ネルギー電子 ビー ムに よ り発生 されて い る と考 え られ るこの　(Short　 Lived
Burst)現 象 はこれ まで に報告 された例 が無 く,オ ー ロラ粒子,オ ー ロラ発光 な どとの関連 を早急 に解 明す る必 要が
生 じてい る。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
湯 元 清 文 名古屋大学(太 陽地球環境研)・助教授 多点地上観測及び人工衛星観測に基づ くオーロラに関連 した磁気圏一電離圏結合過程の研究
平 島 洋 立教大学(理)・ 助教授
オーロラX線 の空間分布および時間変化による磁
気圏電離圏結合の研究
丸 橋 克 英 通信総合研究所 ・室長 大磁気嵐に伴 うサブス トーム諸現象の分類に関する統計的研究
今 江 理 人 通信総合研究所(関 東支所)・ 室長 南極VLBI実 験
桜 井 亨 東海大学(工)・ 教授 極域および極冠域ULF波 動の研究
杉 浦 正 久 東海大学(開 発技術研)・ 教授
DE-1磁 場 デー タとDMSP粒 子,オ ーロラ画像デー
タとの比 較及び衛 星デー タと昭和基地観測 デー タ
の総 合的解析
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 磁気圏VLF,　 ULF放 射の発生機構の研究
市 川 行 和 宇宙科学研究所 ・教授 オーロラ生成物理過程に関する研究
上 出 洋 介 名古屋大学(太 陽地球環境研)・教授 オーロラと磁気圏尾構造
高 橋 主 衛 名古屋大学(太 陽地球環境研)・助教授 多地点観測に基づ くPi2地 磁気脈動の伝搬機構の
研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
菊 池 崇 通信総合研究所(関 東支所平磯宇宙環
境セ)・センター長
南北 イメージ ング リオ メー タ網 によるCNAの 時
間空 間特性 の研究
麻 生 武 彦 京都大学(工)・ 助教授 多点オーロラ立体観測に関する研究
前 田 佐和子 京都造形芸術大学 ・教授
DMSP衛 星オーロラ画像データの画像処理に基づ
く極域擾乱の研究
島 倉 信 千葉大学(工)・ 教授 磁気圏VLF波 動の信号処理及び到来方位偏波の
実時間測定
柴 崎 和 夫 國學院大学(文)・ 助教授 オーロラ発光 メカニズムと地磁気擾乱 との関係
渡 邊 尭 茨城大学(理)・ 教授 太陽活動 と極域大気変動 との関係
西 野 正 徳 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 講師 北極域 イメージングリオメータ観測網による極域
電離層吸収現象の特性解明
野 村 彰 夫 信州大学(工)・ 教授 極域中間圏金属原子層観測の為の共鳴 ドップラー
ライダーの開発
坂 翁 介 九州大学(理)・ 助教授 オーロラブ レイクア ップ と赤道Pi2脈 動 の研 究
小 川 忠 彦 通信総合研究所 ・部長 レーダによる極域電離圏プラズマの研究
金 田 榮 祐 東京大学(大 学院理学系研究科)・助手 極域擾乱総合解析のための"あ けぼの"衛 星紫外
オーロラデータの画像処理
南 繁 行 大阪市立大学(工)・ 講師 極域における大気波動の研究
長 井 嗣 信 東京工業大学(理)・ 助教授 極域の磁場オーロラ変動に伴 う地球近傍の高エネ
ルギー粒子のダイナ ミクスの研究









研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
山 岸 久 雄 ・助教授 高緯度共役点観測による太陽風エネルギー流入 4～6 平 澤 威 男
過程の南北半球対称性 ・非対称性の研究 江 尻 全 機
小 野 高 幸
宮 岡 宏




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研 究年度 研究所教官の分担者
山 岸 久 雄 ・助教授 イメー ジ ング リオメー ター を用い たオー ロラの
南北半球共役性の研究
5～7 宮 岡 宏
門 倉 昭
行 松 彰
(4)研 究成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Auroral　 Dynamics　 observed　 by　 the　 VisibleA.　 Kadokura, STEP　 GBRSC　 NEWS,　 4,1994
Aurora　 Imager　 aboard　 AkebonO　 in　 theM.　 Ejiri, No.1,15-17
SOLTIP　 Interval　 of　June　 l-17,　 1991T.　 Oguti　 and
Akebono　 ATV　 team
「あけぼの」 オー ロ ラ可視 撮 像装 置(ATV一 門倉 昭,江 尻全機 科学衛星 ・宇宙観測 シンポジ 1994
VIS)に よるオー ロラ観測 小 口 高,あ けぼの ウム,宇 宙科学研究所,93-96
ATVグ ルー プ
「あけぼの」　RDMに よる放射線帯粒子の観行松 彰,江 尻全機 科学衛星 ・宇宙観測 シンポジ 1994
測 高木俊治,紺 野敦子 ウム,宇 宙科 学研 究所,97-100
中村尚司,長 井嗣信
河野 毅,槙 野文命




Plasma　 wave　 observations　 with　 GEOTAILH.　 Matsumoto, J.　 Geomag.　 Geoelectr.,　 46,199









Estimation　 of　 geomagnetic　 conlugateK.　 Kato, J.　 Geomag.　 Geoelectry.,　 46,199





The Low Energy Particle (LEP) Experi-T. Mukai, J. Geomag,  Geoelectr.  , 46,1994








Preliminary Results of Auroral DynamicsM.  Ejiri, J. Geomag. Geoelectr., 46,1994
observed by the ATV-VIS imager aboardA. Kadokura and  851-860
EXOS-D (AKEBONO) T. Oguti
A Polar Patrol Balloon Ovservation ofT. Yamagami, J. Geomag.  Geoelectr.  , 46, 1994
Cosmic-Ray Protons and Auroral X-RaysM. Namiki, 903-908
















Electrostatic solitary waves (ESW) in theH. Matsumoto, Geophys. Res.  Lett.  ,  21, 1994
magnetotail  : BEN wave forms observedH. Kojima, No. 25 2515 2518
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Syowa　 Station　 HF　 Radar:Japanese　 Con一H.　 Yamagishi, STEP　 GBRSC　 NEWS,　 4,1994





















「多目的衛星データ受信 システム利用」 「衛 平沢尚彦,山 内 恭 南 極 資 料,38,No.3,322-328 1994
星と地上観測比較による極域気水圏解析」 に 江尻全機
関する研究小集会報告
共役点オーロラ画像処理システムの開発 港屋浩一,小 野高幸 南 極 資 料,38,ll3-147 1994
佐藤夏雄,巻 田和男
芳野赴夫





Convection　 generation　 of　 giant　 undula一T. Yamamoto, J.　 Geophys.　 Res.,　 99, 1994





題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Super　 Pressure　 Balloon　 とRACOONのPPB門倉 昭 大気球シンポジウム 1994.12
の応用(数 値計算結果) 平成6年 度,50-53
PPB6号 機による宇宙線の観測H 国本修司,村 上 聡 大気球 シンポジウム 1994.12










題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Observation　 of　Auroral　 X-Rays　 by　 UsingY. Hirashima, 19th　 International　 Sympo一1994.5
the　 Detector　 on　 the　 Polar　 Patrol　 BalloonH. Suzuki, slurn　 on　 Space　 Technology










Observation　 of　 Auroral　 X-Rays　 by　 theH.　 Suzuki, 19th　 International　 Sympo一1994.5
Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 over　 Antarc一Y.　 Hirasirna, slum　 on　 space　 Technology












Erg R A t RA L RA-)A
Auroral dynamics in the polar cap regionK. Makita, 8th International Symposium 1994. 6




Low latitude aurora' on October H. Miyaoka, and 8th International Symposium 1994. 6
20-21 , 1989 : An interpretation withM. Ejiri on Solar Terrestrial Physics
magnetosphehc particle simulation
Auroral observation with the ATV-VISA. Kadokura, 8th International Symposium 1994. 6
aboard Akebono M. Ejiri, on Solar Terrestrial Physics
T. Oguti and
Akebono ATV team
Structural variation of radiation beltA. S. Yukimatu, 8th International Symposium 1994. 6
associated with solar flare event and SCM. Ejiri, on Solar Terrestrial Physics
event observed by radiation monitorS. Takagi,
(RDM) aboard Akebono (EXOS-D) T. Terasawa,
T. Kohno and
M. Makino
Applications of CT and NN to solar-T. Aso, 8th International Symposium1994. 6
terrestrial phenomena M. Ejiri, on Solar Terrestrial Physics
T. Ogawa and
A. Steen
Syowa Station HF radar-Japanese contri-H. Yamagishi, 8th International Symposium1994. 6
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Polar　 patrol　 balloon　 experiments　 of　STEPM.　 Ejiri, 8th　 Internationa!　 Symposium1994.6



























「あけぼの」 オーロ ラ可 視撮 像装 置　(ATV一門倉 昭,江 尻全機 科学衛星 ・宇宙観測 シンポジ 1994.6
VIS)に よるオーロラ観測 小 口 高,あ けぼの ウム
ATVグ ループ
「あけぼの」　RDMに よる放射線帯粒子の観行松 彰,江 尻全機 科学衛星 ・宇宙観測 シ ンポジ 1994.6
測 高木俊治,紺 野敦子 ウム
中村尚司,長 井嗣信
河野 毅,槙 野文命
Structural　 Variations　 of　 Radiation　 BeltsA.　 S,　 Yukimatu, Taos　 X　 Workshop　 on　 the1994.8
Observed　 by　 Radiation　 Monitor　 (RDM)S.　 Takagi, Earth's　 Trapped　 Particle　 En一







題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Conjugacy　 and　 non-conjugasy　of　 pulsatingN.　 Sato, 13回SCAR　 STAR　 Working1994.8
auroras　 and　 related　 magnetic　 pulsationsH.　 Minatoya, Group　 Workshop
Th.　 Saemudsson
Polar　 patrol　 balloons　 (PPB)　 launchedN.　 Sato, 13回SCAR　 STAR　 Working1994.8




Rocket　 experiment　 coordinated　 withM.　 Eliri, JAPAN　 EISCAT　 Symposium1994.9
EISCAT　 observations T.　 Mukai　 and on　 th　Polar　 Ionosphere
A.　 Morioka
Characteristics　 of　 polar　 cap　 auroraK.　 Makita, The　 21st　 Annual　 European1994.10
H.　 Yamagishi, Meeting　 on　 Atmospheric
M.　 Ejiri, Studies　 by　 optical　 Methods
M.　 Ayukawa　 and
T.　 Sakanoi
地球磁場減少に伴う環境変動一 ブラジル磁気 巻田和男 第5回STEシ ンポ ジウム 1994.10
異常帯'における総合観測計画一
Low-Latitude　Aurora　 on　 October　 20-21,H.　 Miyaoka　 andWorkshop　 on　 Magnetic1994.10
1989:An　 Interpretation　 withM.　 Ejiri Storms
magnetospheric　 Particle　 Simulation
あけぼの衛 星一地 上 同時観 測 に よる オー ロラ 小野高幸,大 家 寛 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
粒子下降に伴 う静電的プラズマ波動の励起 圏学会
任意境界電磁粒子 コー ドの開発 と応用 岡田雅樹,大 村善治 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
松本 紘,江 尻全機 圏学会
PPB　 (Polar　 Patrol　 Balloon)　 X線 観 測 と 昭下林 央,平 島 洋 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10





オーロラサブス トーム時 における地磁気 変動 橋本久美子,佐 藤夏雄 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
の共役性 圏学会
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
昼側オーロラの特性 巻田和男,鮎 川 勝 第96回 地球電磁気 ・地球 惑星 1994.10
山岸久雄,江 尻全機 圏学会
西野正徳
Magnetosphehc　 Particle　 Simulation　 in　 a宮岡 宏,江 尻全機 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
Large　 Magnetic　 Storm　 :　Production　 of　 a 圏学会
`　L
ow　 Latitude'　 Aurora
オー ロ ラサ ブ ス トー ム時 のCNA領 域 の運動藤田裕一,山 岸久雄 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
の共役性 行松 彰,佐 藤夏雄 圏学会
芳野赴夫
カスプ/ク レフト域における電離層吸収 とオー 西野正徳,田 中義人 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
ロラの対応 林 幹治,巻 田和男 圏学会
Computer　 Simulation　 of　 Ring　 Current江尻全機,高 村直也 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
Proton　 Nose　 Formation 遠山文雄,宮 岡 宏 圏学会
「あけぼの」　RDMで 観測 された磁気嵐に伴行松 彰,高 木俊治 第96回 地球電磁気 ・地球惑 星1994.10
う放射線帯粒子の構造変化(そ の2) 寺沢敏夫,長 井嗣信 圏学会
河野 毅,槙 野文命
江尻全機
周期 的パルセーテ ィングオー ロラに伴 う非 共 佐藤夏雄 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
役性地磁気脈動 圏学会
A　 Comparison　 Between　 Aurora　 Modula一渡辺 修,坂 翁介 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
tion　 and　 Equatorial　 Pi2　 Geomagnetic北村泰一,門 倉 昭 圏学会
Pulsation
S-L9彗 星の木星磁気圏通過及び衝突にかか大家 寛,森 岡 昭 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
わる木星デカメータ電波の極端増大 飯島雅英,小 野高幸 圏学会
村尾 一
S-L9彗 星の木星衝突 に関 わる木 星デ カ メ 村ー 尾 一,大 家 寛 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10
タ電波の干渉計観測 森岡 昭,小 野高幸 圏学会
飯島雅英
S-L9彗 星の磁気圏通過にともなう木星電波村上利幸,大 家 寛 第96回 地球電磁気 ・地球惑星 1994.10




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
オーロラの南北共役性 ・非共役性 佐藤夏雄 第18回 極域における電離圏 1994.ll
磁気圏総合観測シンポジウム
極冠域 オー ロラ 巻田和男 第18回 極域における電離圏 1994.11
磁気圏総合観測シンポジウム
Auroral　 Emissions　 and　 Wave　 Particle小野高幸 第18回 極域における電離圏 1994.11
Interactions　 Associated　 with　 Precipitation 磁気圏総合観測シンポジウム
of　Auroral　 Particles
オー ロラ研 究:観 測 とシ ミュ レーシ ョン 江尻全機 第18回 極域における電離圏 1994.ll
磁気圏総合観測シンポジウム
昭和基地におけるHFレ ーダー観測 山岸久雄,行 松 彰 第18回 極域における電離圏 1994.ll




オー ロラ トモ グラフ ィー と国際協 同多点立 体 麻生武彦,浦 島 智 第18回 極域における電離圏 1994.11






周期的パ ルセ イテ ィングオーロラの共役性 港屋浩一,佐 藤夏雄 第18回 極域における電離圏 1994.ll
平澤威男,芳 野赴夫 磁気圏総合観測シンポジウム
オー ロラサ ブス トーム時 における地磁気 変動 橋本久美子,佐 藤夏雄 第18回 極域における電離圏 1994.ll
の共役性 磁気圏総合観測シンポジウム
VLF波 動のエネルギー分布および偏波観測 島倉 信,佐 藤夏雄 第18回 極域における電離圏 1994.11
磁気圏総合観測シンポジウム
SSCに 伴 うPcl磁 気振動の偏波 と発生機構小松弘和,芳 原容英 第18回 極域における電離圏 1994.ll
早川正士,島 倉 信 磁気圏総合観測シンポジウム
佐藤夏雄




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
A　 Comparison　 Between　 Aurora　 Modula一渡辺 修,坂 翁介 第18回 極域 における電離圏 1994.!!
tion　 and　 Equatorial　 Pi2　 Geomagnetic北村泰一,門 倉 昭 磁気圏総合観測シンポジウム
Pulsation
BRIFLEソ ース域 のダイナ ミッ クスペ ク トラ菊池雅行,大 家 寛 第18回極域 における電離圏 1994.ll
ム観測結果 磁気圏総合観測シンポジウム
感性表現 によるDMSP衛 星 オー ロラ画像 デ 為ー永博樹,黒 住祥祐 第18回極域における電離圏 1994.ll
タベ ースシステムの開発 前田佐和子,小 野高幸 磁気圏総合観測 シンポジウム
宮岡 宏,行 松 彰
宇宙飛翔体 と宇宙プラズマの相互作用に関す 岡田雅樹,大 村善治 第18回 極域における電離圏 1994.ll
る計算機実験 松本 紘,江 尻全機 磁気圏総合観測シンポジウム
PPB　 X線 観 測 と昭和 基 地 ・ア イス ラ ン ド地平島 洋,下 林 央 第18回 極域における電離圏 1994.ll





IMF変 化に対する電離圏の応答－PPB4号 機海老原裕輔,門 倉 昭 第18回極域における電離圏 1994.11





北海道母子里における小型短波レーダ観測 山岸久雄,行 松 彰 第18回極域における電離圏 1994.11
佐藤夏雄,西 野正徳 磁気圏総合観測シンポジウム
田中義人,野 崎憲朗
256ビ ー ム イ メ ー ジ ン グ リ オ メ 一 夕 の 開 発 村山泰啓,貝 沼昭司 第18回極域における電離圏 1994.ll
森 弘隆,五 十嵐喜良 磁気圏総合観測シンポジウム
山岸久雄,西 野正徳
航 空機 に よる昭和 基地 イメージ ングリオ メー 利根川豊,藤 田裕一 第18回 極域における電離圏 1994.11
タのアンテナ特性試験 山岸久雄 磁気圏総合観測シンポジウム
ポー ラカスプ/ク レフ トにおける電離層 吸収 西野正徳,田 中義人 第18回 極域における電離圏 1994.11
現象の位置 と空間スケール 山岸久雄 磁気圏総合観測シンポジウム
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
サブストーム時のCNA領 域の運動の共役性 藤田裕一,山 岸久雄 第18回 極域における電離圏 1994.ll
佐藤夏雄,芳 野赴夫 磁気圏総合観測シンポジウム
Pc5地 磁 気脈 動 とVLFエ ミッシ ョ ン強 度脈加藤賢一,山 岸久雄 第18回極域における電離圏 1994.11
動 佐藤夏雄,利 根川豊 磁気圏総合観測シンポジウム
「あけぼの」　RDMで 観測された放射線帯の行松 彰,高 木俊治 第18回 極域における電離圏 1994.ll
構造変化(そ の2) 河野 毅,長 井嗣信 磁気圏総合観測シンポジウム
寺沢敏夫,槙 野文命
江尻全機
Magnetospheric　 particle　 simulation　 of　 a宮岡宏,江 尻全機 第18回 極域における電離圏 1994.ll
low-latitude　 aurora 磁気圏総合観測シンポジウム
磁気嵐の形態 丸橋克英,大 高一弘 第18回 極域における電離圏 1994.ll
宮岡 宏 磁気圏総合観測シンポジウム
Super　 Pressure　 Balloon　 とRACOONのPPB門倉 昭 気球シンポジウム 1994.12
への応用(数 値計算結果) 平成6年 度,50-53
PPB6号 機による宇宙線の観測H 国本修司,村 上 聡 大気球シンポジウム 1994.12






山極 巌,平 島 洋
森本幸司,村 上浩之
鈴木裕武
S520-21北 欧 ロケ ッ トに よるプ ラズマ計 測小野高幸,山 本真行 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
並びにプラズマ波動観測 森岡 昭,大 家 寛 会
Initial　 results　 of　 J-ARC　 l　 (S-520-21江尻全機,向 井利典 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
rocket)　 experiment　 at　 Andφya,　 Norway森岡 昭,小 野高幸 会
J-ARClチ ー ム
S-520-21ロ ケ ッ ト　 (J-ARC　 l)搭 載 電 場 観門倉 昭,江 尻全機 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
30MHz電 波送信による極域電朗擾乱の探査西野正徳,田 中義人 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
N.　 Gorokhov, 会
山岸久雄,太 田久智




S520-21号 ロケ ッ ト搭 載PWHに よるHF帯 プ山本真行,小 野高幸 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
ラズマ波動の観測 森岡 昭,大 家 寛 会
「あけぼの」　RDMで 観測 された磁気嵐に伴行松 彰,長 井嗣信 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
う放射線帯粒子の構造変化(そ の3) 紺野敦子,高 木俊治 会
寺沢敏夫,江 尻全機
河野 毅,槙 野文命
「あけぼの」　RDMに 夜放射線帯粒子の観測片村千治,長 井嗣信 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
行松 彰,紺 野敦子 会
河野 毅,槙 野文命
Pc3地 磁気脈動 に伴 うCNA脈 動のイメージ佐藤夏雄,前 原 剛 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
ングとその共役性 加藤賢一,山 岸久雄 会
任意境界電磁粒子 コー ドによる宇宙飛翔体の 岡田雅樹,大 村善治 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
プラズマ電磁環境の研究 松本 紘,江 尻全機 会
極冠域オーロラの分類 とその入射粒子特性 巻田和男,鮎 川 勝 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
山岸久雄,江 尻全機 会
坂野井健
PWS/ALTに よる火星表層の電波観測 につ岡田達明,水 谷 仁 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
いて 大家 寛,森 岡 昭 会
小野高幸
大気波動の観測による熱圏 ・大気圏結合の研 南 繁行,鈴 木 裕 地球惑星科学関連学会合同大 1995.3
究 西野正徳,田 中義人 会
湯元清文,山 岸久雄
江尻全機,佐 藤夏雄













氷域面積の年々変動には海域間のシーソー現象が見られることを指摘 し,バ レンッ海やオホーツク海が鋭敏 な示標海
域であることを示 した。また,北 極圏各地の氷河質量収支の年々変動を調べて,エ ルニーニ ョ現象の周期 と同期する
変動が見られることを明らかにし,ス ピッツベルゲン島の氷河が顕著な示標性を示すことを明らかにした。
氷床コアによる過去三十万年間の気候 ・環境変動の復元に関する観測
教授 渡邉興亜,教 授 藤井理行,助 教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,助 手 古川晶雄
教授(客 員)上 田 豊,助 教授(客 員)召 田成美,助 教授(客 員)横 山宏太郎
東南極東クイーンモー ドラン ド地域の ドーム頂上に位置するドームふ じ観測拠点において,「氷床 ドーム深層掘削
観測計画」による越冬基地開設の準備を行った。過去三十万年間の気候 ・環境変動を明らかにする雪氷コアを採取す
るためである。
また,雪 氷 コア中の層構造 や物質分布の形成機構 を解明するための基礎的な情報を収集するため,夏 期の地上気象,
雪尺による堆積量,表 面積雪サンプル等の各種気象 ・雪氷観測 を実施 した。あわせて昭和基地一 ドームふ じ観測拠点
間の降積雪観測,GPSに よる流動観測雪尺観測なども実施 した。
グ リー ンラン ドとスバ ールバル雪氷 コアの酸,δi80の 変動 と北大西洋振動(NAO)　 　 　 　 教授 藤井理行
北極圏氷河学術調査隊 として,1987年 以降北極圏で雪氷 コア掘削 を実施 して きてい る。今年度 は,1987年 の スバー
ルバ ルのHoghettaと1989年 のグ リー ンラ ン ドのSite-Jで 得 られ たコアの対比か ら,過 去数百年の気候変動 について研
究 を進め た。 コアの年代 は,　Site-Jコ アで は δユ80の季節変化 をカウン トす るとともに,両 コアで は,顕 著 な火山 シ グ
ナル,ト リチ ウムな どの示準 層 や2ユ゜Pbに よ る堆 積 速 度 な どに基 づ い て決 定 した。 そ の 誤 差 は,　 Site-Jコ ア と
Hoghettaコ アで それぞれ,1783年 のラキ噴火以降 ±2年,±5年,そ れ以前 は±5年,±10年 と見積 もられ る。 な
お,　Hoghettaコ アには50m(1730AD)付 近 に堆積 の不連続が あ り,こ れ以深 はヒプシサー マル期(6,000年 前 を中
心 とした3,000年 間ほ どの温暖期)の 氷 である。
グ リー ンラ ン ドとスバ ールバ ル コアの酸 の変動 にはシーソー現象が見 られ た。す なわち,グ リー ンラン ド(西 部)
への酸性物質の輸送が増大/減 少す る と,ス バ ールバ ルで は逆 に減少/増 大す る。 この逆相関 は,気 温の指標であ る
δ'80に も明瞭 に認 め られた。 これは,グ リー ンラ ン ド/ラ ブラ ドル と北西 ヨーロ ッパ 間の冬期 の気 温 の シー ソー現
象 として古 くか ら知 られる北大西洋振動(NAO)で ある。 グ リー ンラ ン ドが低温化 し,ス バ ー ルバ ルが温 暖化 した
1820年 か ら1920年 までの期 間は,ア イスラ ン ド低気圧が発達 し,そ れ以前 とそ れ以降の50年 は逆 にアイスラ ンド低気
圧の発達が悪か った と考 え られる。
北極域 の地上放射収支の特徴 に関 する研究 教授 山内 恭
北極圏 にお ける1つ の拠点 として様 々な観測が行 われているスバ ールバ ル ・ニーオルス ンが,地 上放射収支の点で
いか なる環境 にあるかを調べ た。 ニーオルス ンでは,既 に長年 にわたってノルウェー極地研究 所(NP)に よ り放 射
収支観測が続 け られてお り　(Hisdal　 et　al,　1992),　 そのデー タにもとついて解析 を行 な った。
短波長放射:全 天 日射 は,日 平均値350W/㎡ の極大の 日が5月 か ら7月 に見 られ るほか,非 対称 で前 半 年が高 め
の値 になっている。大気外 日射量 との比 で見 た透過率 も,前 半年 は晴天 で70%に まで なるのに対 し,後 半年 は,60%
以下 となる。雲 による減衰 も大 きく,さ らに後半年 で拡大す る。 アルベ ー ドは,5月 まで,80%付 近 を推移 してい る
のが,6月 に入 り急減 し,15%代 に下が る。積雪 の消 えた低 いアルベ ー ドが3か 月続 く。9月 後半,降 雪 と共 に散発
的 にアルベ ー ドは上昇 し,10月 後半,高 い値 に落 ち着 く。 アルベ ー ド変化が夏至 の時期 に関 して対称で はな く,6月
末 に低 い値 に下が るため,全 天 日射 の季節変化 を非対称 に している。雲 に よる減衰が拡大す るの も,ア ルベ ー ド低下
と対応 している。
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長波長放射:下 向 き長波長放射 は夏 と冬 との様相 の変化が著 しい。晴天の場合,10月 か ら4月 初旬 まで は200W/
㎡以下 の低 い値 を示す のに対 し,4月 半 ばよ り急上昇 し,6～8月 は300W/㎡ 近 くの高 い値 を示す 。 一方,曇 天 日
の極大値 は季節変化 が小 さ く,通 年300～35W/㎡ となっている。 その結果,冬 期 は晴 れ と曇 り日で150W/㎡ 下の大
きな差 があるのに対 し,夏 期 は50W/㎡ 以下 の小 さな差 になって しまう。晴天 日の大気放射 の著 しい増大 は,気 温0
℃以下 の時期 に生 じてお り,大 気 中の水蒸気の多 さを物語 ってい る。
正味放射:10月 か ら3月 の冬期 は,短 波長が ほとん ど効 かず長波の正 味放射 に近 く,負 の値 をとる。4月 と9月 が
遷移 月で正味放射 は約0,5月 か ら8月,短 波長が効 いて大 きい正 の値 をとる。正味放射量 の 日々の変化 を見 る と,
10月 か ら4月 の間 は,下 向 き長波長放射 の変化 に対応 して晴天 日の方 が曇天 日より正味放射 は負 で絶対値 は大 とい う
変化 を示すの に対 し,夏 期 の6～8月 は短波長放射 の変化 に従 うようになる。 これは,5月 以降,下 向 き長波長放射
の晴れ/曇 りの違 いが小 さ くなる こと,ア ルベー ドの低下 と共 に全天 日射 の変化が矩波長正味放射 の変化 に大 きく効
くようになることに よっている。
以上,年 間 を通 じてのアルベー ドお よび放射各 フラ ックスの変化 の特徴 を見 た。最 も大 きい晴天/曇 天の影響の現
われ方 が冬 と夏 とで全 く違 うこと,積 雪が消 えるこ とが大 きく効い てい るこ と,そ して,夏 の大気中の水蒸気が極め
て多 い ことが,特 徴的 である。積雪 の変化 はか な り局所的であ るが,他 は共 に海洋性 北極の特徴で,南 極 とは大いに
異 なる点 である。
氷床環境と表面積雪居中の化学成分に関する研究 助教授 神山孝吉
南極氷床上の飛雪および積雪中の過酸化水素濃度には,季 節的 ・地理的変動が見 られた。飛雪では夏期に高緯度地
域で高濃度となる。積雪中では深さに対 して周期性が観測され,周 期性に地理的な特徴がある。
これらの事実から大気を通 して氷床に輸送 され固定 される物質の挙動 ・氷床内部での物質の移動には,氷 床環境が
大きな影響 を与えていることが判明した。 したがって積雪中の物質濃度からは,逆 に氷床環境が推定されることとな
る。それぞれの物質特性に応 じた移動特性の理解を必要 とする。
北極,上 積氷 によって洒養 される氷河の堆積環境 助教授 神山孝吉,助 手 本山秀明,教 授 渡邉興 拒
スバールバ ル諸 島ス ピッツベ ルゲ ン島ブ レッガー氷河 の酒養域 にて1994年9月 に10m表 層 コア掘削 を行 い,1995年
3月 に同 じ地点 で冬期 に積 もった積雪 のピ ッ ト観測 を行 った。 さらに,堆 積環境 の初期情報 を得 るため,大 気 中の ガ
ス,エ アロゾル採取 と降雪 ・降雨のサ ンプリングをブレッガー氷 河近傍 のニーオルス ン観測拠点 にて行 った。 この氷
河 は,冬 期 の積雪が夏期 にほとんど融け去 り,一 部が再凍結 してで きる上積氷(superimposedice)で 形成 されて い
る。 この融解 ・再凍結過程 によって,降 雪の持 つ初期 の気候 ・環境 シグナルが,ど の ように変化 して保存 されてい く
か を観測 ・研 究 した。
極域 の雲 と降水 の研究 助手 和 田 誠
北極域 の気候 ・環境 を調査 するために,北 極圏Svalbard諸 島Ny-Alesund(78°55/N,ll°56'E)に お い て,
日本 を始 め,ノ ル ウェー,ド イツ等が大気,降 雪,積 雪 な どの観測 を実施 してい る。昨年 も報告 した ように,我 々の
グループは特 に雲 と降水 の性質 につ いて垂直 レーダー,マ イクロ波放射計等 を用いて,連 続観測 を実施 してい る。 こ
こまでの垂直 レー ダーのデー タの整理がで きたのでその結果 について報告す る。 この レー ダーは1992年8月 に設置 さ
れた。 ほ とん ど無人で観測 を行 っているため,ト ラブルによる欠測,一 部欠測があるが,こ こでは1994年3月 までの
デー タにつ いて報告す る。
350mと700m高 度の レー ダーエ コー強度か ら月 ごとの降水 時間の割 合 を求めた。降水 量 で はない が1ヵ 月 に どの く
らいの割合で降水があ るかの 目安 となる。 これか ら月 ごとの降水の割 合はほぼ30%程 度 である ことが判 った。 しか し
93年6月,94年1月 が極端 に少 ない。 これが季節の影響 なのか,こ の年 の この月が異常 であったのか,に ついては も
う少 し長い観測が必要であ る。
次 にどの ような降水量であ ったか を調べた。5高 度について,各 高度 に月ご とに どの くらいの頻度 でエ コーが あっ
たか を調べた。93年6月7月 以外はほぼ40%程 度のエ コーがあったこ とが判 った。 また92年9月,93年5月,94年3
月は4か ら5kmに 達 するエ コーが相対 的に多い。南極 昭和基地 の観測 では冬 のエ コーは夏 のエ コーに比べ相対的 に背
が低い と言 われているが(小 西他),　Svalbardで はそ うである とは必 ず しも言えない ようである。
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極端な高濃度は見 られず,ま た季節変化の位相 と振幅において,同 じ北極域の観測点で得られたデータとよく一致 し
ていることから,ニ ーオルスン基地が大気微量成分観測にとって極めて適 した場所であることが明らかになった。そ
して,二 酸化炭素濃度およびメタン濃度の年平均値および季節変化の振幅が得 られ,こ れらを昭和基地における連続
観測の結果と定量的に比較することによって,そ れぞれの気体の放出源や吸収源についての知見が得られた。
グリーンランド海における二酸化炭素の分布 と変動 助手 青木周司,助 手 森本真司
グローバルな海洋深層水の形成域であ り,大 気中における二酸化炭素の海洋深層循環への入り口として重要なグリー
ンランド海に着目し,ノ ルウェー極地研究所 と共同で,表 層海洋中の二酸化炭素濃度(pCO,),溶 存全炭酸濃度(Σ
CO,),ΣCO、 の炭素同位休比(δCl3)の 観測を1992年 か ら毎年実施 してきた。得 られた結果 を以下に整理 した。
1)8月 のグリーンランド海におけるpCO,は,同 時期にスバールバルのニーオルスン基地で得 られた大気中の二酸
化炭素濃度と比較すると極めて低 く,そ の程度が他の海域 をはるかに凌ぐことから,当 該海域が潜在的な二酸化炭素
の吸収源 として大きな能力を持つことが明らかになった。2)グ リーンランド海におけるΣCO,は 表層を除いてほぼ
一様に分布 していることから,表 層より下の鉛直混合が他の海域に比べて卓越 していると考えられる。3)表 層海洋
中のΣCO,と δC!3は 強い負の相関を示 し,生 物活動を介 した無機 ・有機間の炭素の授受が生 じていると推察 され,
これは8月 の異常に低いpCO、 が生物活動に起因することを示唆 している。
東南極,　S16～DOME-Fト ラバ ースル ー ト沿いの雪氷観測(そ の1)助 手 本山秀明
JARE33か ら始 まった南極氷床 ドーム深層堀削観測計画 によ り,Sl6か ら内陸600kmに ある中継拠点 あるいは,さ ら
に400㎞ 内陸の ドー ムFま での物 資輸 送 と トラバース沿いの雪氷 ・気 象観測 が行 われて い る。 その うち34次 隊で行 っ
たGPS干 渉測位 に よる氷床流動観測 と,雪 尺 による氷床表面酒養量の季節変化 について主 に研 究 した。
昭和基地GPS基 準点 と内陸基本観測点 においてGPSの 同時観測 を行 うこ とで,内 陸基本観測点の位 置座標が精度良
く求 まる。1992,1993,1994年 の各1月 に観測 を行 い,1年 毎 の流動量 を求 めた。 この結果,2年 間の流動量 には有
意 な差 はなかった。
ルー ト雪尺 は,ル ー ト標識 を兼 ねて各 トラバースルー トの2㎞ 毎 に設置 してある。 またSl6か ら ドームF間 の10地
点 に,36本 雪尺網 あ るいは50本 雪尺列 を設置 してある。雪尺 の雪面 か らの高 さの読み取 りを各内陸旅行で最低1同 行 っ
てお り,前 回測定値 との差か ら氷床 表面 酒養量 を求めた。雪尺網 ・雪尺列 のSl6一 ドー ムF間 の酒養 の特 徴 は,秋 か
ら冬の間 に堆積 し,春 か ら夏 にかけて消耗 してい る。雪尺網 の結 果か ら,地 域 別の特徴 は以下 の ようにわかった。沿
岸のSl6か らH260ま では,標 準偏差 に比べ て酒養量が大 きい連続酒養帯 である。Sl22とZ4は,平 均通義量 に比べて標
準偏差が大 き く,酒 養量の変動が活発 な雪面であ り,分 散 酒春帯 であ る。みずほ基地,MDl80,MD364は光沢 方面
の発達 している地域 に雪尺列が設置 されてい るので,と きどき ドリフ トが つ くくらいで表 面 の変動 は少 な い。　MD
560,DF80は,標 準偏差 が小 さく,一 様 に堆積 している静穏通義帯 であった。
厳寒期に形成されたポ リニアにおける大気一海洋間相互作用の研究 助手 牛尾収輝
冬季極域海洋において,薄 い海氷上に形成される霜　(frost　flowers)　の成長過程 を解明するために,低 温実験室
で霜の発生 ・成長を再現 した。霜の発生初期は大気中の水蒸気供給が重要であるが,そ の後の成長段階では海氷内部
からのブライン(高 塩分水)の 供給が大 きく寄与する。このブライン移動による上方への塩フラックスを見積 もった
結果,下 方への排出塩量 と比較 して無視できない大 きさであるという予備的な実験結果を得た。この霜は海氷表面の
物理特性 を大 きく変動 させる要因であり,大 気一海洋間の熱 ・物質交換過程の理解や将来のリモー トセンシング情報
の解釈のための基礎データとなる。
また,既 存の南極域海洋観測データを詳細に解析 した結果,昭 和基地北方沖の 「大利根水路」では,活 発な対流混
合に伴 って,貧 酸素の深層水が表層の対流混合層内にエントレインメントされている可能性が示 された。 さらに,人
工衛星NOAA/AVHRRデ ータおよびERS-1/SARデ ータの活用 を中心 とした,ポ リニア研究の進め方や極域海洋
共同研究の将来計画について検討 した。以上の研究は,文 部省在外研究員として,米 国ワシントン大学海洋学部およ
びアラスカ大学海洋研究所滞在中に行なった。
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南極氷床における表面形態の分布特性についての研究 助手 古川晶雄,教 授 渡邉興亜
南極氷床表面に存在するサスッルギ,デ ューン,光 沢雪面 といった表面形態 については,こ れまでに様々な記載が
されているが,そ れぞれの頻度と規模 について定量的な記載 を行 った例は少ない。そこで1992年 に第33次 南極地域観
測隊に参加 した際,ド ームFか ら沿岸にいたるルー ト沿いにおいて,サ スッルギ,デ ュー ン,光 沢雪面の頻度分布
(2㎞ 毎に横切った数)を 測定 した。測定結果 とルー ト沿いの表面地形,基 盤地形,堆 積量 との比較 を行 い,南 極氷
床上における堆積環境 についての考察 を行った。
高度2000m付 近から3500mま での地域では,堆 積量は場所により大 きく異なり,長 期にわたって堆積が中断 してい
る地域がみられる。そのような地域は基盤地形の起伏によってもたらされると考えられている氷床表面の起伏の風下
側に対応する。 この地域は斜面下降風が強い地域で地吹雪による積雪の再分配が起 こっており,こ の再分配には基盤
地形の起状によってもたらされる氷床表面の起伏地形が大 きな役割をはたしていると考えられる。高度2000m以 下の
沿岸域では海域からの低気圧の擾乱によってもたらされる降雪により活発な堆積が起こる。氷厚は薄 くなるため表面
の起伏は大 きいが堆積量が多いため堆積中断域は現われない。一方,高 度3500m以 上の内陸高原域では堆積量は小 さ
いが場所による差は小 さい。斜面下降風が弱 く,積 雪の削剥が起こりにくい。また氷厚が大 きくなるため,基 盤地形
の起伏は表面に現われにくい。
このように南極氷床表面の堆積環境は表面地形 と密接な関係があ り,そ の表面地形は基盤地形 と関係がある。氷床




助手 平沢尚彦,教 授 山内 恭
南極大陸域の 「雪氷面 ・大気」系の放射収支を季節変動の時間スケールでみれば,日 射のない冬期には外向長波放
射(OLR:地 球表面か ら鉛直方向に宇宙に向 く赤外域の放射)に よるゆっくりとした冷却が起 こっている。
本研究では,南 極全域で平均 したOLRが,10-30日 程度の時間スケールで,大 きな振幅(20%程 度)で 季節内変動
していることを明らかにした。このOLRの 変動が南極域の 「雪氷面 ・大気」系のどのような変化 を反映 しているの
か(大 気や雪氷面の温度の変動の反映(雲 の効果はないとして),或 いは気温の接地逆転の強い鉛直プロファイルと
雲の形成高度との相互作用等)を 明らかにすることが次の課題である。
一方,こ のOLRの 変動は,南 半球の高緯度ジェットや極冠高気圧の位置,強 弱の変動 と対応 してお り,少 な くと
も半球規模の大気循環システムと連動 して変動 していることも示唆 されている。この時間スケールの季節内変動は,
また,熱 帯の対流活動,北 半球の亜熱帯前線帯などにも見いだされ,全 地球規模の大気循環 システムの季節内変動 と
の連動の可能性もある。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 極域の気候変動に関する総合研究
イ.一 般 共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
前 晋 爾 北海道大学(工)・ 教授
マイクロ波と高周波誘電率測定による氷床コア解
析法の開発研究
上 田 豊 名古屋大学(大 気水圏研)・ 教授 雪氷コアによる過去の地球環境復元に関する基礎
的研究
成 田 英 器 北海道大学(低 温研)・ 講師 極地雪氷の構造変化と力学 ・電気的特性 に関する
研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
二 木 安 之 信州大学(医)・ 助教授
極域氷床 コアのpH,　陰陽イオンバ ランス と凝 固
濃縮化学物質のキャラクタリゼーションによる環
境変動の解析及び評価に関する研究
山 下 晃 大阪教育大学(教 育)・ 教授 極地大気中における氷結晶の形成及びその役割に
関する研究
藤 野 和 夫 北海道大学(低 温研)・ 教授 衛星/地 上観測データの対比による雪氷のマイクロ波 リモー トセンシングの基礎的研究
神 沢 博 国立環境研究所 ・研究管理官 極域大気中の物質循環における力学過程の役割
伏 見 碩 二 琵琶湖研究所 ・総括研究員 積雪を構成する雪の内部構造解析による変態過程の特性 ・気象条件の履歴の評価
畑 中 雅 彦 室蘭工業大学(工)・ 助教授 極域における気象 レーダデータの解析に関する研
究
古 賀 聖 治 資源環境技術総合研究所 ・研究員 南極大気中の二硫化硫黄,メ タンスルホン酸,非
海塩性硫酸塩の挙動に関する研究
中 澤 高 清 東北大学(理)・ 教授 南極における回収気球実験手法の開発
若 土 正 暁 北海道大学(低 温研)・ 教授 衛星及び現場観測データを用いた極域の海氷 ・海
洋変動に関する研究
増 子 治 信 通信総合研究所 ・室長 ミリ波 ・サブミリ波帯分光放射計による南極上層大
気環境の観測及び電波天文観測に関する基礎研究
菊 地 時 夫 高知大学(理)・ 助教授
NOAA及 びMOS-1衛 星データを利用 した南極
域大気圏の解析に関する研究
遠 藤 辰 雄 北海道大学(低 温研)・ 助教授 極域の降水機構に関する研究
水 津 武 通信総合研究所 ・主任研究官 極域における雪氷の電波 リモー トセンシング
成 瀬 廉 二 北海道大学(低 温研)・ 助教授 氷床の動力学的研究に関する観測技術の開発
福 岡 孝 昭 学習院大学(理)・ 助手 みずほ氷床コア中の宇宙 ・火山起源物質の研究
忠 鉢 繁 気象研究所 ・主任研究官 極域におけるオゾン減少の南北両半球の比較
神 山 孝 吉 国立極地研究所 ・助教授 東 クイー ン ・モー ド・ラ ン ドにおける大気質 と雪
氷 の化学 的研究
山 田 知 充 北海道大学(低 温研)・ 講師 地球温暖化による極域雪氷圏変動の基礎的研究
近 藤 豊 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 教授 南極オゾン層化学への不均一反応の効果
西 尾 文 彦 北海道教育大学(釧 路校)・ 教授 衛星SARデ ー タを用 い た海 氷,氷 河 ・氷床 の研
究




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
小 野 延 雄 ・教 授 北極域大気一海氷一海洋 システムの変動特性の 5～7 山 内 恭
研究 伊 藤 一
和 田 誠
青 木 周 司
工 藤 栄
牛 尾 収 輝
藤 井 理 行 ・教 授 北極雪氷圏変動を示す氷コア気候一環境 シグナ 5～7 渡 邉 興 亜
(旧代表者:渡 邉興亜 ・教授) ルの研究 神 山 孝 吉
イ.一 般研 究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
山 内 恭 ・教 授 極域 におけるオゾンの輸送機構の研究 4～6 和 田 誠
青 木 周 司
渡 邉 興 亜 ・教 授 南北両極域氷床への各種気候 ・環境示標物質の
堆積 フラックスの復元
5～7 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
本 山 秀 明
ウ.一 般研究(C)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研 究年度 備 考




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 備 考







題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
雪氷水文現象 小野延雄 基礎雪氷学講座(古 今書院) 1994.5
第6巻,1-15
北極海の海洋 ・大気研究 小野延雄 測候時報(気 象庁)62,33-561995
Water　 structure　 in　 Kongsfjorden,　Spitsbergen Ushio,　 S.,　 Kudoh,Proc.　 NIPR　 Symp.　 on1994.ll
in　l991-1993　 (Abstruct) S.,　 Ito,　 and　 Ono,　 N.Polar　 Meteorol.,　 Glaciol.,
8,190
Using　 a　mobile　 radio　 echo　 sounder　 to　 meas一H.　 Maeno, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar1994.ll
ure　 bedrock　 topography　 in　East　 Queen　 MaudK.　 Kamiyam , Meteorol.,　 Glacio1,　 8,






南極内陸氷床上へ降下 ・堆積する物質について 神山孝吉,渡 邉興亜 南 極 資 料,38,No.3, 1994.ll
232-242
Determination　or　 polycyclic　 aromatic　 hydro一K.　 Kamiyama, Proc　 NIPR　 Symp.　 Polar1994.ll
carbons　 in　 thc　 ice　 core　 samples　 from　 Green一1.　 Suzuki, Meteorol.,　 Glaciol.,　 8,
land. Y.　 Fujii　 and 129-139
○.　Watanabe
Melt-induced　 relocalion　 of　 ions　 at　 glaciersK.　 Goto-Azuma, IAHS　 Publication　 No.　 2231994




Ice　 core　 record　 or　 polycyclic　 aromatic　 hydro一K.　 Kawamura, Natur　 Wissenschaften,　81 1994
carbon　 over　 the　 past　 400　 years 1.　Suzuki, 502-505
Y.　 Fujii　 and
O.　 Watanabe
Melt　 features　 in　ice　 cores　 from　 Site　 J,　 sOuth一T.　 Kameda, Anna!s　 of　 Glaciology,　 21,1995
ern　 Greenland　 :　some　 implications　 for　 summerH.　 Narita, 51-58





An ice-core chemistry record from Snofjella-K. Goto-Azuma, Annals or Glaciology, 21,1995




Y.  Fujii and
J. 0. Hagen
Climatic and environmental conditions of theY. Fujii Procecdings of Joint 1994
past 6,000 years rccorded in an ice core from Japanese-Norweigian
Hoghetta, northern Spitzbergen Workshop on Arctic
Research, 17-26
Determination or polycyclic aromatic hydro-K. Kawamura, Proc, NIPR Symp. Polar 1994.11
carbons in the ice core samples fromI. Suzuki, Meteorol., Glaciol.,  8  ,
Greenland Y, Fujii and 129-139
0. Watanabe
Studies on microparticles contained inA. Higashi and Annals of Glaciology, 20,1994
medium-depth ice cores retrieved from eastY.  Fujii 73-79
Dronning Mand Land, Antarctica
Surface mass balance in east Dronning MaudS. Takahashi, Annals of Glaciology, 20,1994
 Land  ,  Antarctica  , observed by JapaneseY. Ageta, 242-248
Antarctic Research Expeditions Y. Fujii and
0. Watanabe
NM r: ZtTM7.0)WMA0DfkM ftItc7E,  JL  , 44, 39-44 1994
Crustal density structure of the MizuhoKanao, M., Proc. NIPR Symp. Antarct. 1994
Plateau, East Antarctica from gravity sur-Kamiyama, K. and Geosci., 7 , 23-36
vey in 1992 Ito, K
MWV-1.**1.RT-*M-4-Lt-c- MNR-V-k, 38, 232-242 1994
Glacioclimatological Study of Perennial Ice inOhata,  T., Arctic and Alpine Research, 1994.8
the Fuji Ice Cave, Japan. Part 1  ., SeasonalT. Furukawa and Vol. 26, No.  3  , 227-237
and Mechanism or Maintenance K. Higuchi
-31-
• •
Glacioclimatological Study of Perennial Ice inOhata, T., Arctic and Alpine Research,1994.8
the Fuji Ice Cave, Japan. Part  2. Inter-T. Furukawa and Vol. 26, No.  3  , 238-244
annual Variation and Relation to ClimateK. Osada
Ground based  NO2 and  03 measurements byKondo, Y., Proc. Quadrenial Ozone 1994
visible spectrometer at Syowa Base (69°  5) ,Mathews, W. A., Symp. 1992,
Antarctica Johnston,  P.  V., Charlottesville, Virginia,
Hayashi, M., June  4  -13, 1992, NASA






Interpretation of variations of  CO  2Murayama, S., Proc.  Int. Symp. Global 1994
concentration over Syowa Station, AntarcticaNakazawa, T., Cycles of Atmospheric
using 3 -dimentional trajectory analysis Yamazaki,  K., Greenhouse Gases, March
Aoki, S., 7 -10, 1994, Sendai,






Kawaguchi,  S, and
Tanaka, M.
Classification of MOS- 1 VTIR images in theSchneider,  W.,  Int. J. Remote Sensing, 1994
Antarctic, a case study Yamanouchi, T., 15, 3675-3691
Watanabe, 0.,
Nishio,  F., and
Masuko, H
Radiative effects of clouds, ice sheet and seaYamanouchi, T. and Snow and Ice Covers : 1994
ice in the Antarctic Charlock, T. P. Interactions with the
Atmosphere and
Echosystems, eds. H. G.
Jones, T. D. Davies,
A. Ohmura and
E. M. Morris,  IAHS
Publication 223, 29-34
 -  32  -
Hg
Zi • • W P(*JA
Seasonal variation of precipitating cloudsKonishi,  H., 72, 709-717 1994
near Syowa  Station  ,  Antarctica  , delievedM. Wada and
from liquid water content data T. Endoh
Relationship between atmospheric  CO2 andAoki, S. and Proc, NIPR Symp. 1994
 CH, concentrations at Syowa  Station  ,Nakazawa, T. Polar Meteorol., Glaciol.,
Antarctica  8  , 14-18
Ocean-atmosphere interaction through sea iceS. Ushio, WCRP Final Reports, 1994
processes in the Antarctic T. Takizawa, Ch. 6 (Antarctic Climate
T. Kawamura and Research), 55-61
K. I. Ohshima
Step-likes structure in temperature and salin-K. I. Ohshima, Journal of Oceanography, 1994
ity profiles, observed near icebergs trappedT. Kawamura, 50, 365-372
by fast ice, Antactica T. Takizawa, and
S. Ushio
Temperature structure and characteristics ap-T. Takizawa, Annals of Glaciogy, 20, 1994
pearing on SSM/I images of the CosmonautK. I. Ohsima, 298-306
Sea, Antarctica S. Ushio,
T. Kawamura and
H. Enomoto
 z  )1,  —  •  s7  )1/  h 2PIN -, MX1fE A*MARA., 6  (2)  , 57-591994
AM13220)i44,7a
 -  33  -
イ.口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極域における雲の放射収支に対する役割 山内 恭 日本気象学会 1994.5
スピッツベルゲンにおける積雪の化学主成分濃度 五十嵐誠,神 山孝吉, 日本気象学会 1994.5
の変動 藤井理行,渡 邉興亜
南極Hl5コ アから推定 された過去250年 間の大気町田敏暢,中 澤高清, 日本気象学会 1994.5
中CO,,　 CH、 お よびN,O濃 度 の変動 田中正之,藤 井理行,
青木周司,渡 邉興亜




海氷 ビデオ映像を用いた広域画像解析 村本健一郎,滝 川 誠, 第17回 極域気水圏 1994.7
松浦弘毅,遠 藤辰雄, シンポジウム
小野延雄
グリーンランド海における二酸化炭素濃度観測 青木周司,伊 藤 一, 第17回 極域気水圏 1994.7




東 クイー ンモー ドラン ドにおけ る大気一 雪間の化 金森 悟,金 森暢子, 第17回極域気水圏 1994.7
学成分の分配 渡邉興亜,本 山秀明 シンポジ ウム
グリー ンラ ン ドとスバ ルバ ール雪 氷 コア の酸, 藤井理行,神 山孝吉, 第17回極域気水圏 1994.7
δ180の 変動 と北大西洋振 動(NAO) 亀田貴雄,渡 邉興亜 シンポ ジウム
海氷域における大気のエネルギー収支 岡田 格,山 内 恭 第17回 極域気水圏 1994.7
シンポ ジウム
氷山の大 きさ分布一氷床の質量収支と関連 して 西尾文彦,渡 邉興亜, 第17回 極域気水圏 1994.7
古川晶雄,長 幸平 シンポ ジウム
南極無人気象観測用電源システム試験観測 高橋修平,榎 本浩之, 第17回 極域気水圏 1994.7
本山秀明 シ ンポジウム
ドームルー トにおける無 人気象観測 の展 開 榎本浩之,藁 科秀男, 第17回 極域気水圏 1994.7
本山秀明 シ ンポジウム
一34一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ス ピッッベルゲ ンブ レッガー氷 河流域 児玉裕二,竹 内由香里, 第17回極域気水圏 1994.7
バエルバ川の水位,水 温,電 気電導度 中林宏典,渡 邉興亜 シ ンポジウム
1994年2,3月 の北極 ニーオルス ンの降雪観測和 田 誠,　M.　 Kriews,第17回極域気水圏 1994.7
青木周司,山 内 恭 シ ンポジウム
北極 圏スバールバル ・ニーオルス ンの放射収支環 山内 恭, 第17回極域気水圏 1994.7
境 J.B.　 ¢rboek シ ンポジウム
南極における成層圏大気のクライオサンプリング 青木周司,山 内 恭, 第17回 極域気水圏 1994.7
実験計画 森本真司,本 田秀之, シ ンポジウム
矢島信之,中 澤高清
南極における成層圏大気のクライオサンプリング 本田秀之,矢 島信之, 第17回 極域気水圏 1994.7
実験の問題点と対策 山内 恭,青 木周司, シ ンポジウム
森本真司,中 澤高清
ス ピッツベルゲ ン ・ス ノー フィエ ラ氷原 の雪氷 コ 東久美子,幸 島司郎, 第17回 極域気水圏 1994.7
アにおける過去60年 間のイオン濃度変動 亀田貴雄,高 橋修平, シ ンポジウム
渡邉興亜,
Jon　 Ove　 Hagen
昭和基地での大気微量成分の観測 永尾一平,古 賀聖治, 第17回 極域気水圏 1994.7
田中 浩,青 木周司 シ ンポジウム
南極昭和基地における成層圏二酸化窒素とオゾン 小池 真,近 藤 豊, 第17回極域気水圏 1994.7
観測 中島英彰,津 久井健太, シ ンポジウム
青 木周 司,山 内 恭,
永尾一平
西太平洋域における大気中のCO,の 炭素同位体比森 本真 司,中 澤 高清, 第17回極域気水圏 1994.7
δ'3Cの 変 動 青木周司,田 中正之 シンポジ ウム
南極Hl5コ アを用 いた過去250年 間の大気 中CO,,町田敏暢,中 澤高清, 第17回 極域気水圏 1994.7
CH、 及びN,O濃 度 の再現 田中正之,藤 井理行, シンポ ジウム
青木周司,渡 邉興頗
グリー ンラ ン ドSite-J氷 床 コアの化 学組 成 と気候五十嵐誠,藤 井理行, 第17回 極域気水圏 1994.7
変動 との関係 鈴木啓助,神 山孝吉, シ ンポジウム
渡邉興亜
一35一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
マ イクロ波 レー ダー(SAR)に よる南 極氷床 の西尾文彦,渡 邉興亜, 第17回 極域気水圏 1994.7
研究(ll) 古川晶雄,高 橋 晃, シ ンポジウム
長 幸平
海氷 ビデオ映像を用いた広域画像解析 村本健一郎,滝 川 誠, 第17回 極域気水圏 1994.7
松浦弘毅 遠藤辰雄, シ ンポジウム
小野延雄
東南極,　Sl6～DOME-Fト ラバ ースルー ト沿 い の本山秀明,榎 本浩之, 第17回 極域気水圏 1994.7
雪氷観測 宮原盛厚,庄 子 仁, シ ンポジウム
白岩孝行,渡 辺和夫,
生巣国久,池 田尚鷹
レーザーマ イクロプローブ質量分析法(LAMMS) 菊地 正,原 圭一郎, 第17回 極域気水圏 1994.7
による南極大気エアロゾル粒子の特性化 林 政彦,藤 井理行 シンポジウム
降雪のVTR画 像か ら求めた昭和基地における雪吉 田 豊,畑 中雅彦, 第17回 極域気水圏 1994.7
の粒径分布について(2) 高橋 尚子,竹 谷 弘, シンポ ジウム
和田 誠
南極域のOLR分 布 と極 ジェットの変動の関連性平沢尚彦,山 内 恭 第17回極域気水圏 1994.7
につい て シンポ ジウム
東南極Gl5コ アの年代決定 成田英器,和 泉 薫, 第17回極域気水圏 1994.7
藤井理行,庄 子 仁 シンポ ジウム
スピッツベルゲ ン ・オスゴル ド氷河 におけ る氷 コ 五十嵐誠,神 山孝吉, 第17回極域気水圏 1994.7
アの化学解析 藤井理行,渡 邉興亜 シンポ ジウム
天然放射性核種Pb-210に よる氷 コア解析 鈴 木利孝,太 田一岳, 第17回極域気水圏 1994.7
槙 朗,神 山孝吉, シンポ ジウム
藤井埋行,渡 邉興亜
グリーンランド氷床 コア中の脂肪酸の深度分布 河村公隆,鈴 木郁子, 第17回 極域気水圏 1994.7
藤井埋行,渡 邉興亜 シンポジウム
みずほ氷床 コア中の宇宙 ・火山起源物質 福岡孝昭,宮 野義則, 第17回 極域気水圏 1994.7
遠藤邦彦,河 野美香, シ ンポジウム
田沢雄二,藤 井理行
一36一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
南極みずほ30m浅 層コアに含まれる火山性シグナ河野美香,福 岡孝昭, 第17回 極域気水圏 1994.7
ルの検出 宮野義則,藤 井理行, シンポ ジウム
日下部実
表面形態分布か らみた南極氷床上の堆積環境につ 古川晶雄,神 山孝吉, 第17回極域気水圏 1994.7
い て 前野英生,本 山秀明 シンポジ ウム
東南極 ドー ムFで のll2mコ ア掘 削 とケ ー シ ング本山秀明,宮 原盛厚, 第17回極域気水圏 1994.7
について(JARE34) 榎本浩之,渡 邉興亜 シ ンポジウム





簡便な測定手段を利用した雪氷試料化学特性の評価 神山孝吉 第17回極域気水圏 1994.7
シンポジ ウム
Atmospheric　 Chemistry　 Study　 in　the　AntarcticT. Yamanouchi, Workshop　 on　 Antarctic1994.8
by　the　Japanese　 Antarctic　 Research　 ExpeditionY.　 Iwasaka　 andAtmospheric　 Chemistry,
(JARE) S.　 Kaneto SCAR　 PACA　 WG,　 Rome.
Longterm　 variation　 of　 atmospheric　 CO2,　and S.　 Aoki, Workshop　 on　 Antarctic1994.8
CH4　 concentrations　 at　 Syowa　 Station,S.　 Mor moto, Atmospheric　 Chemistry,
Antarctica T.　 Yamanouchi, SCAR　 PACA　 WG,　 Rome.
T.　 Nakazawa　 and
M.　 Tanaka
Variation　 of　 lower　 tropospheric　 ozone　 atS. Aoki　 and Joint　 Meeting　 on　 Global1994.9
Syowa　 Station,　 Antarctica T.　 Yamanouchi Atmospheric　 Chemisy,
Fuji-Yoshida,　 Japan
氷床内部層反射エコーと氷床流動の関係 前野英生,藤 田秀二, 雪氷学会 1994.9
本 山秀 明,古 川晶雄,
神山孝吉
表面形態分布からみた南極氷床上の堆積環境につ 古川晶雄,神 山孝吉, 雪氷学会 1994.9
いて 前野英生,本 山秀明 シンポ ジウム
一37一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月





氷山のサイズ分布則 と氷床の質量収支 西尾文彦,渡 邉興亜, 雪氷学会 1994.9
古川昌雄,長 幸平
極域氷床における雪の圧密氷化過程(H) 亀田貴雄,庄 子 仁, 雪氷学会 1994.9
一非通気性係数の測定一 東 信彦,渡 邉興亜
南極大陸沿岸部からドーム頂部にいたる無人気象 榎本浩之,藁 科秀男, 雪氷学会 1994.9
観測の展開 本山秀明
リュツォ ・ホルム湾 の海氷成長(皿) 河村俊行,大 島慶一郎,雪氷学会 1994.9
一多雪域での海氷成長機構一 滝沢隆俊,牛 尾収輝
極地無人気象観測用電源システム試験 高橋修平,榎 本浩之, 雪氷学会 1994.9
亀 田貴雄,百 武欣二,
本山秀明




北極スピッツベルゲンの放射収支 山内 恭, 日本気象学会 1994.10
J.B.　 ¢boek
昭和基地上空における対流圏オゾン濃度と大気輸 村山昌平,山 崎孝治, 日本気象学会 1994.10
送過程の季節変化 青木周司,中 澤高清
南半球海氷域における大気のエネルギー収支 岡田 格,山 内 恭 日本気象学会 1994.10
南極域のOLR分 布 と極ジェッ トの変動の関連性平沢尚彦,山 内 恭 日本気象学会 1994.10
について
北極圏Svalbardの 雲 ・降水 の月変動 和 田 誠,青 木周司, 日本気象学会 1994.10
山内 恭,小 西啓之
一38一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月





西太平洋域 における大気中のCO,の 炭素同位体比中澤高清,森 本真司, 日本気象学会 1994.10
δ13Cの 変 動 青木周司,田 中正之
Ice　 production　 and　 water　 structures　 in　 theUshio,　 S., AGU　 l994　 Fall　 Meeting1994.12




3)地 学研 究 グルー プ
A.地 学
新たに 「研究系地殻活動進化研究部門」が設置され,地 学研究グループは研究系で2部 門,資 料系で2部 門に所属
するll名 の教官及び2客 員部門の4名 の客員教官で構成されるようになった。
(1)一 般 研 究
(1.1)固 体地球物 理学
昭和基地周辺域及び南極における固体地球物理学研究
教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄,助 手 野木義史,助 手 金尾正紀,教 授(客 員)瀬 川爾朗
(1)重 力測定
平成5年 度に南極で得 られたデータの整理を行った。「しらせ」の海上重力計NIPRORI-　 2に より得 られたデー
タを用いて,測 線上の重力異常 を求めた。昭和基地で得 られた超伝導重力計のデータ解析を開始 した。総合研究大





前年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　 DATA　 REPORT　 No.192と してまとめた。得 られた地震デー
タを解析 し,次 のような研究が進行 した。
① リュツォ ・ホルム湾地域における地殻 ・最上部マ ントル構造の地震学的研究
②昭和基地の地震検知率 と超高性能地震計の低温特性に関する研究
(4)人 工地震
南極での人工地震に使用するペネ トレーターの開発研究を継続 し,位 置決定方法について検討 した。このペネト
レーター開発の一環として,火 山ペネ トレーターの開発 を,九 州大学島原地震火山観測所の清水洋助教授が代表者
となり,科 研費を申請 し,宇 宙研究所とともに協力 している。
(5)地 磁気




古地磁気学的研究 助手 船木 實
昭和基地で越冬 し,古 地磁気学用,岩 石年代学用岩石試料 を採集 した。越冬中3回 調査旅行を行い,ラ ングホブデ,
スカルブスネス,ス カーレン,ス カレビークハルセン,ル ンドボークスコラネ,ル ンドボークスヘッタ地域で試料採
集を行った。一部の試料は昭和基地地学棟で自然残留磁気の測定,交 流消磁,熱 消磁,熱 磁 化特性を測定 した。
(1.3)地 質学
東南極楯状地の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究
教授 白石和行,助 教授 本吉洋一,教 授(客 員)有 馬 眞




高圧条件下で起こるであろう地殻溶融について,記 載岩石学的手法 とともに,ザ クロ石にみられる組成累帯構造,
とくにリン(P)や 重希土類元素(HREE)の 濃度分布から,そ のメカニズムについての考察がなされた。
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(2)セ ールロンダーネ山地の岩石学的 ・地球化学的研究
これまでの同位体年代に加え,新 たにSm-Nd法 により花圃岩類の同位体組成が報告 され,花 圃岩の起源物質に
ついても考察がなされた。 また,大 理石や珪灰質岩中の炭酸塩鉱物についての酸素同位体組成 も報告され,変 成作
用における流体の挙動について問題を提起 した。変成作用については,中 央部か ら見いだされたサフィリンを含む
岩石の鉱物共生や反応組織をもとに,昇 温期の変成過程の考察がなされた。
(3)エ ンダービーランドの岩石学的 ・地球化学的研究
ナピア岩体の トナー島の変成岩頚の全岩化学組成について,塩 基性岩は組成が島弧ソレアイトに,ま た超塩基性
岩は組成が コマチアイ トにそれぞれ類似 していることが報告された。また,新 たに測定されたSm-Nd,　 Rb-Sr年 代
が報告 され,ナ ピア岩体のテク トニクスについて予察的な考察がなされた。また,レ イナー岩体のい くつかの試料
について,　SHRIMP年 代が測定された。
(1.4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究 助教授 森脇喜一,助 手 三浦英樹
(1)内 陸山地の氷河 ・周氷河地形研究
1)七 一ルロンダーネ山地のモレーンの風化度による相対的年代区分をまとめた。
2)七 一ルロンダーネ山地で現在働いている周氷河作用,塩 類風化 と卓越風による侵食作用について研究をすすめ
ている。
(2)南 極沿岸域の新生代氷河史に関する研究
リュツォ ・ホルム湾沿岸の隆起海浜には,3～4万 年前の年代 を示す海棲化石が現地成として存在することが確
認 された。これは最終氷期極相期以前の海成層が氷食を受けることなく保存されていることを意味 し,東 南極氷床
は最終氷期極相期に大拡大 したとする従来の考えに再検討を要することを示すものである。
(3)中 緯度高山地域および日本の氷期の氷河 ・周氷河地形の研究
南極地域の周氷河地形,現 象,作 用との比較の目的で,ス イスアルプスの周氷河作用 ・地形の調査 を始めた。 ま
た,北 海道の氷河地形 ・化石周氷河地形の調査結果をまとめている。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 南極地域のジオダイナミクスと地殻の進化に関す
る研究
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
上 野 直 子 東洋大学(教 養)・教授 南極産岩石による古地球磁場強度の研究
白 石 和 行 国立極地研究所 ・教授 東南極七一ルロンダーネ山地の地質学 ・岩石学的
研究
松 枝 大 治 北海道大学(理)・ 助教授 東南極の高度変成岩中に産するスカルン帯の鉱物
学的 ・鉱床学的研究
桜 井 治 男 群馬工業高等専門学校 ・助教授 やまと山脈域人工衛星画像データの処理方法の研究
瀧 上 豊 関東学園大学(法)・ 助教授 南極大陸を中心 とするゴンドワナ大陸の古地磁気
学及び年代学的研究
松 本 剛 海洋科学技術センター ・研究員 環南極海嶺の構造 と南極プレー トの変形に関する
研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
井 上 源 喜 大要女子大学(社 会情報)・助教授 南極昭和およびマクマー ドオアシスの環境に関する地球化学的研究
有 馬 眞 国立極地研究所 ・助教授(客 員) ナピア岩体の岩石学的および地球化学的研究
廣 井 美 邦 千葉大学(理)・ 教授
ゴンドワナ大陸の形成 と分裂にともなう地質過程
の研究
長 尾 年 恭 金沢大学(理)・ 助手 重力データのスペクトル解析による南極 ・みずほ
高原の地形 ・地殻構造の研究
(3)研 究成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
(1.1)固 体地球物理 学
Seismic　 Activity　 in　and　 around　 AntarcticK. Kaminuma Terra　 Antarctica,　 1　(2),1994
Continent. 423・426-430
The　 seismic　 activity　 of　 Mount　 ErebusK. Kaminuma Antarctic　 Research　 Series,1994
in　 !981-1990.　 In　 Volcanological　 and 66.35-50
Enviromental　 Studies　 of　 Mount　 Erebus,
Antarctica,　 ed.　 Kyle,　 P.
超高性能地震計(STV-IV,　 -IH)の 低 温下 に金尾政紀,神 沼克伊 南極資料,38199-231 1994
おける動作特性
Broad-band　 and　 wide　 dynamic-rangeM.　 Kanao　 and Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1994
seismic　 observations　 with　 an　 STS一K.　 Kaminuma Geosci.,7,1-13
seismograph　 at　 Syowa　 Station,　 East　 Ant一
・
arctlca.
Absolute　 Gravity　 Measurements　 at　Syowa1.　Nakagawa, Bul1.　 D'　 Information, 1994
Station　 during　 the　 Japanese　 AntarcticK.　 Shibuya, Bnreau　 Gravimetrique









題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Long　 term　 stability　 of　the　 superconductingT.　 Sato, In　Proc.　 2nd　 Workshop1994
gravimeter　 installed　 at　 Syowa　 Station,K.　 Shibuya, Non　 Tidal　 Gravity　 Changes
Antarctica. M.　 Ooe, :　Intercomparison　between
Y.　 Tamura, absolute　 and　 superconducting
K.　 Kaminuma, graVimeterS,
M.　 Kanao　 and ed.　 Poitevin.　 C.,　 Consei1
Y.　 Fukuda de　 L'Europe　 cahiers　 de
Europeen　 de　Geodynamiqe　 et
de　 Seismologie.　 ll,　 71-78
地震予知 ・過去 ・現在 ・未来 神沼克伊 地震予知 シ ンポジウム,1-6 1994
宇宙技術による地球変動現象の解明に向けて 渋谷和雄 学 術 月 報,47,43-47 1994
一南極昭和基地での観測一
Crustal　 density　 structure　 of　 the　 MizuhoM.　 Kanao, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antaract.1994
Plateau,　 East　 Antarctica　 from　 gravityK.　 Kamiy ma　 andGeosci.,7,23-36
・
survey　 ln　 l992. K.　 Ito
1992年 に実施 したドームF周 辺部の重力測定神山孝吉,金 尾政紀 南 極 資 料,38,41-53 1994
前野英生,古 川晶雄
Seismological　 Bulletin　 of　 Syowa　 Station,M.　 Kanao JARE　 Data　 Rep.,　 1921994
Antarctica,　 1992, (Seismology　 27),　 1-69
Glaciological　 Data　 Collected　 by　 the　 33rdK.　 Kamiyama, JARE　 Data　 Rep.　 194 1994





Re-scaling　 of　 Seismic　 Events　 at　 SyowaM.　 Kanao JARE　 Data　 Rep.,　 2001994
Station,　 Antarctica,　 1987　 -1990. (Seismology28),1-212
Magnetization　of　 seamounts-derived　sedi一 Y.　 Nogi, Proc.　 ODP,　 Sci　 Results,1994
ments　 from　 Site　 869　 inferred　 from　 LegJ.　 A.　 TardunO　 and:　College　 Station　 TX　 (Ocean
143　 downhole　 magnetometer　 logs,　 InW.　 W.　 Sager Drilling　 Program),　 143,　 373一
Winterer,　 E.　 L.,　 Sager,　 W.　 W.,　 Firth 379
J.　 V.　 and　 Sinton,　 J.　 M.　 (Eds.)
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eg • • A RA)]
Inferences on the nature and origin ofY. Nogi,  Proc  ,  ODP  , Sci  Results  , 1994
basalt sequences from the CretaceousJ. A. Tarduno and 143  : College Station TX
Mid-Pacific Mountains (ODP Sites 865W. W. Sager (Ocean Drilling  Program)  ,
and 866) as deduced from downhole mag- 143, 381-388
netometer  logs, In  Winterer, E.  L. ,
Sager, W.  W„ Firth, J. V. and Sinton,
LM.  (Eds.  )
Geomagnetic field variations recordedY. Nogi, Proc. ODP, Sci, Results, : 1994
within ODP drill pipe at Site 865 andJ. A. Tarduno and College Station TX (Ocean
their implications for paleomagnetic studW. W. Sager Drilling  Program)  , 143,
ies, In Winterer, E,  L.  , Sager, W.  W.  , 389-393
Firth, J. V. and Sinton, J. M,  (Eds.  ).
Cretaceous magnetostratigraphy andJ. A. Tarduno, Proc, ODP, Sci. Results, : 1994
paleolatitudes from the Mid-Pacific W. W. Sager and College Station TX (Ocean
Mountains, ODP Sites 865 and 866 : Con-Y. Nogi Drilling  Program)  , 143,
straints on guyot formation and Pacific 395-398
plate translation, In Winterer, E. L. ,
Sager, W.  W.  , Firth, 5. V. and Sinton,
J. M.  (Eds.  )
 (1.  2)  tftfari.-*
Tetrataenite in metallic grains of theR. B.  Scorzelli.  , Hyperfine Interactions, 91, 1994
Antarctic L 6 chondrite ALHA 76009 I. S. Azevedo and 535-539
M. Funaki
(1. 3) AN*
Cambrian orogenic belt in East Antarc-K. Shiraishi, Journal of  Geology, 102, 1994
tica and Sri Lanka  :  :implications forD. J. Ellis, 47-65
Gondwana construction and deep crustalY. Hiroi,
process. C. M. Fanning
Y. Motoyoshi and
Y. Nagai
The Asuka-90 meteorites collection fromK. Yanai, Proc. NIPR Symp. Antarct. 1994
Antarctica  : Searching, initial processingK. Shiraishi and Meteorites, 7, 1 -8
and preliminary identification H. Kojima
The emplacement pressure of syeniteT. Oba and Proc. NIPR Symp. Antarct 1994
estimated by the stability field of amphi-K. Shiraishi  Geosci.  , 7, 60-68
bole fromtheYamato  Mountains  , East
Antarctica.
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Subsilicic magnesian potassium K. Shiraishi, Mineralogical Magazine, 58, 1994
hastingsite from the Prince Olav Coast,T. Oba, 621-627
East Antarctica. M. Suzuki and
K. Ishikawa
Geological map of Ongul Islands, Antarc-M. Ishikawa, Map  Ser. , Sheet 34 (with1994
tica. Antarctic Geol. K. Shiraishi, explanatory text  21p.  ).  Natl




Structural evolution of the M. Ishikawa, Proceedings of the NIPR 1994
Rundvagshetta region, Luzow-Holm Bay,Y. Motoyoshi, Symposium on Antarctic
East Antarctica. G. L. Fraser and Geosciences,  7  , 68-89
T. Kawasaki
Preliminary report on structures of Fore-M. Ishikawa, Proceedings of the NIPR 1994
finger Point, Enderby Land, East An-Y. Motoyoshi and Symposium on Antarctic
tarctica. G. L. Fraser Geosciences,  7  , 90-100
Reaction textures in granulites fromY. Motoyoshi, Proceedings of the NIPR 1994
Forefinger Point, Enderby Land, EastM. Ishikawa and Symposium on Antarctic
Antarctica : An alternative interpretation G.L.Fraser Geosciences, 7 , 101-114
on the metamorphic evolution of the
Rayner Complex.
The geology of a rapidly uplifted mediumD.E. Thost, Petrology, 2, 293-316. 1994
and low pressure granulite facies terraneB.J. Hensen and
of Pan-African  age:  the Bolingen Islands,Y. Motoyoshi
Prydz Bay, Eastern Antractica.
 — 1, 0)1* -ff5u-d-Ec vs: rA *Qty MtPNW+1-, 38, No.  2  , 1994
Zff5t/1\t'--$M 185-191
 (1.  4  )
Weathering stage as a relative age of tillK. Moriwaki, Proceedings of the NIPR 1994
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イ.口 頭 による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1.1)固 体地球物理 学
1　Year's　 Superconducting　 GravimeterT.　 Sato, SEDI　 Symposium,　 Canada1994






Long　 term　 stability　 of　 theT.　 Sato, IGC-WG5,　 Luxembourg 1994
superconducting　ravimeter　 installedK.　 Shibuya,









南極 ・昭和基地で観測 されたボリビア巨大深 名和一成,神 沼克伊 日本地震学会 1994.10
発地震 金尾政紀,渋 谷和雄 1994年 度 秋季大会
深尾良夫
超高性能地震計(STS-1V,-lH)の低 温下 金尾政紀,神 沼克伊 日本地震学会 1994.10
における動作特性(3) 1994年度 秋季大会
南極 ・リュツォ ・ホルム湾域,及 び近畿 中北 金尾政紀,赤 松純平 日本地震学会 1994.10
部における地殻及びマン トルのQsの 深 さ分 1994年度 秋季大会
布
火山観測用ペネ トレータの開発 清水 洋,松 島 健 地球惑星科学関連学会 1995.3





南極 ・昭和基地における地震検知率 金尾政紀,神 沼克伊 地球惑星科学関連学会 1995.3
一1987～1993年 の時間推 移 と震源分布 一 1995年 合 同大 会
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
広帯域地震波形 より推定した東南極大陸の地 金尾政紀,渋 谷拓郎 地球惑星科学関連学会 1995.3
殻及び最上部マントルにおけるS波速度構造 1995年 合 同大 会
昭和基地における各種宇宙技術 ・基準座標値 渋谷和雄,金 尾政紀 地球惑星科学関連学会 1995.3
の比較について 渡辺和雄,池 田尚歴 1995年合同大会
藤原 智,岡 野憲太
南太平洋の沈み込み帯の異方性 平松良浩,久 保篤規 地球惑星科学関連学会 1995.3
金尾政紀 1995年 合同大会
(1.3)地 質 学
東南極,日 の出岬の変成 金澤あゆみ,斎 藤和男 地球惑星科学関連学会 1995.3
ト ロ ニ エ ム 岩 の4°Ar-39Ar年 代 白石和行 1995年 合 同大会
東南極 レイナー岩体の変成年代の再検討 白石和行,加 々美寛雄 地球惑星科学関連学会 1995.3
本吉洋一,廣 井美邦 1995年 合 同大会
D.　 J.　 Ellis,
C.　 M.　 Fanning
阿武隈変成岩 中のジルコ ンのSHRIMPに よる廣井美邦, 日本地質学会 1994.9




東南極,リ ュツ ォ ・ホルム岩体 のP-T-D経 路本吉洋一,石 川正弘 日本地質学会 1994.9
(1)反 応組織 と変成条件 第101年 学術大会
東南極,リ ュツ ォ ・ホルム岩体 のP-T-D経 路石川正弘,本 吉洋一 日本地質学会 1994.9
(2)地 質構造 と地殻 レオロジー 第101年 学術大会
東南極 目の出岬 のSm-Nd,　 Rb-Sr年 代 白石和行,加 々美寛雄 日本地質学会 1994.9
第101年 学術大会
以上の他,第14回 南極地学 シ ンポジウム(1994,10)で 合計20編 の論文 を発表 した。
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B.南 極陽石
(1)一 般 研 究
南極陽石 の分類学 的研 究 助教授 矢 内桂三,助 手 小 島秀康
当研究所 には1994年3月 までに南極 で発見採集 され,持 ち帰 られた約8900個 の陽石 が保管 されている。 これ らは順
次 同定分類 が進 め られている。今年度 はY-79限 石の一部 とY-83,84阻 石 の分類 を継続 して行 ったほか,Asuka-87,
88,90,Y-92,94陽 石の初期処 理及び同定 を行 った。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
矢 内 桂 三 国立極地研究所 ・助教授 南極限石の精密分類と南極阻石総合カタログの作成
イ.一 般共 同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
藤 巻 宏 和 国立極地研究所 ・助教授(客 員) 衝撃変成作用 を受けた南極限石の岩石学的 ・地球
化学的 ・年代学的研究
富 樫 茂 子 地質調査所 ・課長 惑星原料 としての阻石中の揮発性 ・難揮発性元素の挙動
(3)研 究成果の発表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Catalog　 of　 the　 Antarctic　 MeteoritesYanai,　 K. NIPR,1-230 1995.3
Kojima,　 H.
Yamato-8451:A　 newly　 identifiedYanai,　 K, Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995.3
pyroxene-bearing　Pallasite Kojima,　 H Meteorites,8,1-10
Reexamination　 of　 Mocs　 and　 TautiMiura,　 Y. Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1995.3
chondritic　 meteorites　 :　Classification　 withIancu,　 G.O. Meteorites,8,153-166





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月




Chemically　 different　 populations　 of小島秀康,矢 内桂 三, 第19回 南極陽石 シ ンポジウム 1994.5




Chondritic　 breccia　 consisting　 of　 mixed矢内桂三,小 島秀康 第19回 南極限石シンポジウム 1994.5
two　 ordinary　 chondrite　 components
Comparative　studies　 of　 three　 angrites;矢内桂三 第19回南極陽石シンポジウム 1994.5
Angrados　 Reis,　 LEW87051　 and　 Asuka一
881371　 meteorites
Trace　 elements　 of　 Antarctic　 meteorites　 by富樫茂子,上 岡 晃, 第19回 南極 阻石 シ ンポジウム 1994.5
INAA　 (1) 海老原充,矢 内桂三
小島秀康
The　 U-Th-Pb　 and　 Sm-Nd　 isotopic鳥越紀子,立 本光信, 第19回 南極限石シンポジウム 1994.5
systematics　 of　MET　 78008　 ureilite矢内桂三
Zonal　 distributions　 of　REE　 in　the　 Y-75097中村 昇,森 川徳 敏, 第19回 南極陽石シンポジウム 1994.5
inclusion　 and　 their　 implications　 for　 the小島秀康,三 澤啓司,
early　 forrnation　 and　 metamorphism矢内桂三
Chemically　 different　 populations　 ofKojima,　 H. 57th　 Annual　 Meeting, 1994.7
hibonites　 and　 perovskites　 in　 a　CAI　 fromEI　 Goresy,　 A. Meteoritical　 Society
Yamato-791601:Evidence　for　 an　 extrane一Yanai,　 K.
..
ous　 or191n
Yamato-791601中 のCAIに 含 ま れ るhibonite小島秀康,矢 内桂三, 日本地質学会 1994.9
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4)生 物学研究 グループ
(1)一 般 研 究
アオ メウの採餌 に ともな う潜水 と胃内温度 の変 化 教授 内藤靖彦,助 手 加藤明子
デー タロガー を用 いて潜水性 海鳥類 の潜水行動 と胃内温度 を同時に記録 し,さ らに採餌 トリップ後 の胃内容物 を採
集 し,潜 水時の採餌 効率 と生理的な反応 を検討 した。
1994年1月,オ ース トラリア,マ ッコー リー島(54.5S,159.OE)で 繁殖中の アオメウの オス5個 体 の背 部 に水 深
記 録計(TDR)を 装着 し,上 下に2つ セ ンサーのついた胃内温度計(STR)を 口か ら飲 み込 ませ,放 鳥 した。採 餌
トリップか ら戻 った ところ を再び捕獲 し,デ ー タロガー を回収 し,胃 内容物 を吐 き出 させ た。5個 体 のうち3個 体 か
ら回収 した ロガーはパー ソナル コンピュー ターでデー タをダウンロー ドし,解 析 した。 胃内容物 は魚 を同定 し重量 を
測定 もし くは推 定 した。
ア オメウは3～5時 間の採餌 トリップの間に平均21～40mの 潜水 を20～49同 行 っていた。 胃内温度 は36～43℃ の問
を変動 し,上 部の方が下部 よ り高い値 を示す ことが多かった。潜水 に ともなって急激 な胃内温度 の低下 がみ られた。
これ は餌の摂取 によると考 えられ る。餌は2～10尾 の2種 の底 魚で,1尾 の重 さは1～54gで あった。5g以 下 の小
さな魚 は胃内温度の低下か らは検知で きなか った。一方,潜 水 中に緩 やかな胃内温度 の低下 も観察 され,こ れは潜水
にともない体 温が変化す る可能性 を示唆 してい る。
ダニの耐寒性の研究 助教授 大山 佳邦
南極産のササラダニ,AntαrcttcoZαnzeyeriを 用いて過冷却点の変化 を測定 した。実験には幼虫,若 虫,成 虫の283
個体を用いた。これらは対照群のほか,摂 食,低 温順化などの条件 においた後,0℃ か ら一40℃ まで0.5℃/minの
一定速度で冷却 し,虫 体の凍結に伴う潜熱の放出を熱電対で記録した。
対照群の幼虫,若 虫,成 虫の過冷却点は一30℃以下で,発 育段階の間で有意な差は認められなかった。摂食した個
体群の過冷却点は一20℃前後に上昇 してお り,明 らかな違いを示 した。一方,低 温順化した個体群は対照群の結果と
特に違いを示さなかった。飼育中に胃内容物が排出されたことが実験後に確かめられた。これは胃内容物が氷核形成
に関与 していることを示唆 している。以上の結果から,耐 凍性を持たない本種は過冷却によって冬の低温を避け,胃
内容物の排出によってその能力を増加させていることをうかがわせる。
南極海定着氷下における沈降粒子量の季節変化 教授 福地光男,助 手 谷村 篤
1993年4月 から1994年1月 までの期間に(JARE34),南 極昭和基地近 くの定着氷上の定点(St.K,水 深約32m)
において,ほ ぼ月1回 の頻度で海洋環境調査が行われた。海氷下部に付着する氷点藻類現存量,水 柱内の植物プラン
ク トン現存量,海 氷下水柱(10m,17m,32m)の 粒子沈降量などが主な分析項目である。これらを植物色素量の変
化 として概観すると,水 中藻類においては,4月 から7月 までの光量供給の不足する時期に少なく,8月 以降,光 量
の増加に対応 して徐々に増加 を続け,そ の現存量の最大は12月 の末に認められた。8月 以降の色素組成(全 色素中の
クロロフィル色素の割合)か ら,増 殖活性の高い藻類群集に占められていることが予想される。水柱内色素量(0-
30mの 積分値)は 氷柱内色素量(氷 底から50cmの積分値)と 比較すると,4,5月 において高いが,8月 以降は水中
藻が量的に優越する。沈降粒子中の色素量は,セ ディメントトラップ吊下期間中に分解 ・減少 したため量的には少な
いが,そ の周年変動傾向は氷中藻,お よび水柱内植物プランクトン量の変動におおよそ対応 している。沈降粒子量に
関 して,更 に有機炭素量,有 機窒素量,粒 子組成の結果とあわせて,生 物起源粒子の生産 と輸送について明かにした。
スピッツベルゲン島における氷河後退域の植生 助教授 神田啓史
スバールバル諸島のスピッツベルゲン島での調査にあた り,植 生調査はBratbakk　 (1976)　が作成 した植生図を参
考にし,群 落を区分するためには植物社会学的方法を用いた。調査地は1)氷 河に最も接近しているモレーン,2)
ユキノシタ科を中心 としたパイオニア種子植物が優占する地域,3)チ ョウノスケソウが優占する高地や乾燥地,そ
して4)低 地,窪 地に現れる沼沢地の4つ に大きく分けられた。各地域での群落の区分は現在解析中であるが各地域
に出現する種数を分類群毎に解析 してみると,興 味深いことが見いだされた。モ レーン上の藻類植生からみると,氷
河末端か ら50メー トルほど離れた地点に初めて現れ,群 落密度は小さかった。 しか しながら,一 見 して密度どもに種





く出現 した。沼沢地はいずれの分類群でも中間的な存在であったが,種 の特殊性は少な くなかった。
スピッツベルゲ ン島にお ける氷河末端域 のモ レー ン植 生 助教授 神 田啓 史,助 手 伊村 智
北極の高緯度地域 に位 置す るスバールバル諸島ス ピッツベルゲ ン島(北 緯79°)東 ブ レッカー氷 河末 端域 の植 生 パ
ター ンとその変化 を監視す るため に,氷 河前面のモ レー ンに2本(全 長約900メ ー トル),左 の ラテ ラルモ レー ンに1
本の ライン トランセ ク トを設けて植 生の分布状 況 を調査 した。
本年 度 の調査 に よ り植 生 は氷 河 末端 か ら約50メ ー トルほ ど離 れ たモ レー ン上 に初 めて 現 れ,ま ずBryum　 sp.
Funαriα αrcticα,　Pottiαheimiiの3種 が出現 し,こ れ らはパ イオニア植物 として考 え られ る。 さ らに150-250メ ー
トルほ ど離 れる と,　Cerαtondon　 purρureus,　 Leptobryum　 pyrtforme,　 Desmαtondon　 sp.が 出現 す る。 これ らに対
して種子植物 は,100メ ー トル過 ぎる とPoα α9pinαが,続 いて150メ ー トルほ どか らSαacifrαgαopρosttifoliα が出現
し,　Drαbαsp.,　 Cerαstiumαrcttcum,　 Deschαmpsiα α1ρinαが出現 して くる。苔類が比較的早 く出現 し,地 衣 類 の
出現 はむ しろ遅 く,種 数 も限 られたのは興味がある。
さらに,左 右の ラテ ラルモ レー ンの調査 では,400メ ー トルまで植生 は全 く出現せず,そ れ よ り離 れ る とほ とん ど
の植生がほぼ同時 に現れ ることがわかった。モ レー ンの形成過程 と植生 の分布 が強 く関係 しているこ とが伺 われる。
他方,ラ イン トランセ ク トの線 上には乗 っていなかったが,氷 河末端 か らわずかに150メ ー トル あた りに3×5メ ー
トルほ どの密集 した コケ群落のパ ッチが見 いだ された。周 囲に2～3ヵ 所 が よ り小 規 模 で見 いだ され た。 ほ とん ど
Bryum　 sp.　で構成 され,一 部Pottia　 hetmii,　 Cerαtondon　 p眈 ρμr飢s,　Leptobryurr}　 pyrL∫orme,　 Dosmαtondon
sp.　で構 成 され特 に種 組成が変わっているのではなかった。土壌 の堆積状況,水 系 な ど周 囲の環境 につ いて調査 した
が,モ レー ン帯の植 生 を解析 する うえで重要 な意味 を持 つ ものであろ うと考 え られる。
海 氷中に生息す るかいあ し類 の生活史 の比較 助手 谷村 篤
海氷が微小 生物 のハ ビタッ トとして重要 な役割 を担 っている ことはこれ まで多 くの研究者 によって繰 り返 し強調 さ
れて きてい る。 これ までの報告 されている,海 氷 を生活 の場 とするかいあ し類 の生活 史を比較 し,そ の海氷 での生態
的意義について考察 した。
南極域において海氷 中か らは これ までに7種 のCalanoida,　 2種 のCyclopoida,　 7種 のHrpacticopdaが 見 い出 され
てい る。その多 くは本来プ ランク トンとしてみいだ される ものであ り,海 氷 の成長 に伴 ってたまたま海氷 に トラ ップ
さ れ た もの と考 え ら れ て きた 。 しか し,最 近 そ れ ら の う ちDrescherie!9αg!αciα9is　 (Harpacticoida),
Pαrα9αbidocerα αntαrcticα　(Calanoida)　 お よびSteρhos　!ongipes　 (Ca!anoida)　 の海氷 に適 応 した生 活史 が明 か に
されて きた。 これ らは一生 を通 じて海氷 中で生活 する。特定 の再生 産の時期 はな く,海 氷が あればいつで も産卵が行
われる ら しい。 したがって,特 定 の発育 ステ ージで越 冬 す る ことは な く,休 眠 ステー ジ を持 た ない。 一 方,P.
αntαreLicαは夏期 海氷 下部 で交尾 ・産卵 し,ふ 化 した個体 は海氷 中で生活 しノープ リウスで冬 を過 ご し,春 か ら夏 に
か けて急 激 に成 長 しコペ ポ ダイ トの後 期 で海氷 か ら海水 中にで て生活 す る。 そ の一生 は海 氷 と海水 の境 界 領 域
(ice-water　 interface)　 で過 ごす。 また,　S.　!ongipesは 交尾 ・産卵が海氷直下 で行 われ,ふ 化 した個体 は海氷 中で成
長 し,深 層 でCIVな い しCVで 越冬する といわれている。基本 的な生活 史の パ ター ンはCα1αnoidesαcutusjOCα1αnus
propinquuα,　 Rhincα1αnus　 gigαsと よ く似てい る。す なわ ち,彼 等が若令期 に海表層で成長 を遂げる時期 に本種 は海
氷中 に入 り成長す る。 したが って,前 二者 に比 べて海氷 との結 び付 きも弱 い ように見受 け られる。
これ らのかいあ し類 は,遺 伝的に基質への依存性 を もつ分類群 であ り,-2℃ 以下の低温耐性と広い塩分耐 性を持 っ
てい る。 さらに,海 氷は当然ハ ビタッ トとしては不安定 であ り,消 失 する危 険に曝 されている。 したがって,遊 泳 す
る能力 も彼等 に とって適応戦略 と して重要 な要 素であるだろ う。
アイスアル ジーの光 合成 生産に関する生理 生態学 助手 工藤 栄
サ ロマ湖(44°N)お よびレゾリュー ト(74°N)に 出現 するア イスア ルジー群集 の光 一光合成反応 の差異 につい て
現場実験お よび観測 を行い,モ デ ル計 算に よ り考察 した。
両地点 ともアイスアルジー群集のほ とん どは,弱 光条件 である海氷 下部に分布 していた。両 地点 での観 測結 果に よ
る と,ア イスアルジーの生育環境へ届 く光量子量(PAR)　 はわずかに違 う程度であ ったが,日 変化 のパ ター ンには
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大きな違いが見られた。光一光合成反応については,サ ロマ湖の群集では暗呼吸速度が小さく,低 光量下の光量増加
に対する光合成反応の増加割合はゆるやかであった。他方,レ ゾリュー トの群集では,暗 呼吸速度がやや大 きく,現
場光量域での光量増加に対する光合成反応の増加割合は大 きかった。
以上の結果より,光 に対する光合成応答が異なるにもかかわらず,両 群集 ともそれぞれの生息環境において,プ ラ
スの総光合成能を持つことが示唆された。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生物生産 とエネルギー移送の解析
イ.一 般 共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
神 田 啓 史 国立極地研究所 ・助教授 極地産藻類の低温適応に関する生理 ・生化学的研究
中 野 武 登 広島大学(理)・ 助手 南極産地衣類の共生藻類に関する分類学的検討
渡 辺 啓 一 佐賀大学(農)・ 助教授
南極海産生物の低温適応に関する生化学的 ・分子
進化学的研究
田 上 英 一 郎 気象研究所 ・室長
南極海表層水中における炭素循環に関する基礎的
研究
田 中 正 文 名古屋大学(環 医研)・ 助手 閉鎖環境下で実施 された心理テス トの分析
宇 津 木 和 夫 東京女子医科大学 ・教授 群類中に生息する微小動物の分布に関する研究
服 部 寛 北海道東海大学(工)・ 助教授 海氷域における動物プランクトンの分類 と生態学的研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学(医)・ 助手 キングジョージ島(中 国長城基地周辺)に おける
陸生線虫類の分類学的および生態学的研究
西 山 恒 夫 北海道東海大学(工)・ 教授 寒冷水域魚類の移動 ・回遊 と生理 ・生態に関する
研究
柏 谷 博 之 国立科学博物館(筑 波実験植物園)・
室長
ゴンドワナ大陸起源の地衣類の化学変異 と分化
岡 田 博 大阪大学(教 養)・講師
南極産蘇苔類の葉緑体DNAと 染色体からみた系
統関係
松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・部長 衛星海色データ利用による南大洋生態系モデルの
研究
佐々木 洋 石巻専修大学(理 工)・ 助教授 海氷下における生物起源粒子の沈降過程に関する
研究
一52一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 口 征 矢 埼玉大学(教 養)・教授 海氷域における低次生産の動態に関する生態学的
研究
奥 谷 喬 司 東京水産大学 ・教授 南極域における魚類 ・底生生物の分類および代謝
活性に関する研究
斉 藤 常 正 東北大学(理)・ 教授 海氷域海洋古環境研究のためのセディメントコア
解析
樋 口 正 信 国立科学博物館 ・研究官 南極における隠花植物の繁殖動態に関する研究
増 沢 武 弘 国立極地研究所(客 員)教 授 DNA解 析による植物の寒冷地適応機構の研究
大 谷 修 司 島根大学(教 育)・助教授 土壌藻類を用いた環境監視の評価
綿 貫 豊 北海道大学(農)・ 助手 ウミウ類の潜水と採食生態の研究
森 本 武 利 大阪府立医科大学 ・教授 医学研究支援機構の構築一極限環境下での生理学的反応の研究一
(3)科 学研 究 費補 助 金 に よ る研 究
奨励研究(A)
(4)研 究 成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 備 考
加 藤 明 子 ・助 手 ウミウの繁殖および採食潜水行動 6
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Summary　 of　the　 SARES　 project　 as　apartFukuchi,　 M., Proc.　 of　 the　 NIPR　 Symp.　 on1995.1
of　 the　 Japan-Canada　 ComplementarityTakahash ,　 M, Polar　 Biol　 No.　 8,　 1-4.
Study Hoshiai,　 T.
Legendre,　 L
Characteristics　of　 sea　 ice　 algal　 commu一Kudoh,　 S. Proc.　 of　 the　 NIPR　 Symp.　 on1995.1
nity　 and　 the　 primary　 production　 in Polar　 Biol　 No.　 8,　 54-56.
Saroma　 Ko　 lagoon　 and　 Resolute　 Passage,
1992　 (extended　 abstract)
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Hg • • AID
Photosynthesis Photosynthesis characteristics of ice algaeSuzuki, Y., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
with special emphases on temperature andKudoh.  S., Polar Biol No.  8  , 57-58.
light conditions (extended abstract) Takahashi, M.
Species composition or ice algal  assem-Kikuchi- Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
blages in Saroma Ko lagoon and ResoluteKawanobe,  K., Polar Biol No.  8  , 59-63.
Passage, 1992 (extended abstract) Kudoh, S.
Dissolved organic carbon in sea ice andSmith, R, E.  H., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
seawater of Saroma Ko lagoon and Reso-Kudoh,  S., Polar Biol No.  8  , 66.
lute Passage (abstract) Gosselin,  M.,
Robineau, B.,
Taguchi, S.
Physical and chemical prorperties ofOdate, T., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
surface water in the Southern Ocean inFukuchi, M. Polar Biol No.  8  , 77-85.
summer 1991/92
Distribution and community structure ofOdate, T., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
picophytoplankton in the  Southern OceanFukuchi, M. Polar Biol No.  8  , 86-100,
during the late austral summer of 1992
Radiocarbon ages of molluscan shellIgarashi, A., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
fossils in raised beach deposits along theNumanami,  H., Polar Biol No.  8  , 154-162.
east coast of  Liizow-Holm Bay, Antarc-Tsuchiya, Y.,
 tica  , determined by accelerator mass-Harada, N.,
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Hydrocarbon record of a marine sedimentHarada, N., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
core from  Liitzow-Holm Bay, Antarctica Handa, N., Polar Biol No.  8  , 163-176.
Fukuchi, M.
Ishiwatari, T.
Seasonal difference of the plasmaOgawa, M., Proc. of the  NIPR Symp. on1995. 1
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latitude cold water in Japan Matsuura, Y.
Fukuchi, M.
A preliminary report on terrestrial in-Hiruta,  S., Proc. of the NIPR Symp. on1995. 1
vertebrates in the Asuka Station area,Ohyama, Y. Polar Biol No.  8  , 188-193.
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penguin chicks using body mass andA. Kato, Ornithol. 26 : 109-144.
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female northern elephant seals. Naito, Y., ws, R. M  (eds),
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Comparison of N, N-dimethylformamide Odate, T., MWAtil-, 37  (3)  , 260-264. 1994
and 90% acetone as an extraction solventHarada, N.,
for fuluorometric determination of chl. aFukuchi, M.
from natural phytoplankton communities
in the Southern Ocean.
Phytoplankton of the Indian  AntarcticJacques,  G., In : Southern ocean  ecology  :1994
Ocean including Pryds Bay. Fukuchi, M. The BIOMASS  perspective,
 ed  . by S.  El-Sayed  , Cam-
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Fine scale distribution of phytoplankton Odate,  T.,  MiN.*T-1-, 38  (1)  , 1-12 1994
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Observations　 on　 ecological　 environrnentalLu,P., Antarc.　 Res.　 (Chinese 1994.9
condition　 of　 the　 Great　 Wall　 Bay,　 KingWatanabe,　 K. edition),6:62-73.
George　 Island,　 Antarctica　 from　 Novem一
ber　 !988　 to　March　 1989.
An　 arctic　 moss　 Loθ8んyρ πμηzbα 読 μη1Kanda,　 H. Hikobia,11(4),429-4331994
(Hartm.)　 paul　 (A]mblystegiaceae)　 new　 to
Japan.
ツンドラ生態系 と環境変動 神田啓史 日本生態学会誌,44,99-103 1994
北方海洋生態系の特徴 工藤 栄 日本生態学会誌,44,115-1241994
Phenological　 study　 in　 two　 dioeciousImura,　 S. J.　 Hattori　 Bot.　 Lab.　 76:1994.10
mosses　 ,　 Atrichum　 　 晦stopんyllum 105-114.
(C.Muell.)　 Par.　 and　 Pogoη α加 η11頑e疏 ηz
(Lindb.)　 Lac.
Vegetative　 diaspores　 in　 Japanese　 mosses. Imura,　 S. J.　 Hattori　 Bot.　 Lab.　 77:1994.12
177-232.
Estimation　 of　 food　 consumption　 inWatanuki,　 Y., J.　Yamashina　 Inst.　 Ornitho1.1994
Ad61ie　 penguin　 chicks　 using　 body　 massA.　 Kato　 nd 26:109-114
and　 growth. G.　 Robertson
イ.口 頭によ る発表
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Studies　 of　 ice　biota　 at　 Syowa　 Station, 星合孝男,工 藤 栄 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
Antarctica 谷村 篤
Eco-physiological　aspects　 on　 sea　 ice　 algal工藤 栄,鈴 木祥弘 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
production-On　 latitudinaユ 　difference　 of高橋正征
available　 diel　 light　 and　 ice　 algal
photosyntesis-1ight　reaction一
Ecology　 of　 ice-associated　 coopepods　 in谷村 篤 第17回 極域生物 シンポ ジウム 1994.12
Antarctica
一57一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Sea-ice　 and　 Ad61ie　 penguin　 foraging綿貫 豊,加 藤明子 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
behavior:comparison　between　 Prydz　 Bay内藤靖彦,
and　 L廿zow-Holm　 Bay. Robertson,　 S.,
Robinson,　 S
Vegetation　 at　 the　 deglaciated　 terrain　 in神田啓史 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
Spitsbergen　 Island
ス ピッツベ ルゲ ン ・コ ングスフ ィヨル ドに お 山口征矢,松 田 治 第17回 極域生物シンポジウム 1994.12
ける白夜下の基礎生産 工藤 栄
サロマ湖氷 ・水中内における微細藻類 とバク 安田道恵,工 藤 栄 第17回 極域生物シンポジウム 1994.12
テリアの時系列動態 福地光男
ニー オル スン ・コングスフィヨル ドにお ける 安田道恵,工 藤 栄 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
細菌群集一1994年融氷期の基礎生産生物 およ福地光男
び原生動物群集との量的関係一
南極海定着氷下における沈降粒子量の季節変化 佐々木洋,佐 藤憲嗣 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
小熊洋之,谷 村 篤
福地光男
夏季の南極大陸定着氷域における植物プラン 小達恒夫,福 地光男 第17回 極域生物シンポジウム 1994.12
ク トンの動態
南極 リュツォ ・ホルム湾東部海氷中におけ る浮 五十嵐厚夫,沼 波秀樹 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
遊性有孔虫NeogLoboquαdrinαpαchydermα土屋泰孝,福 地光男
の分布 斉藤常正
南極 リュツ ォ ・ホルム湾東部 に分布す る海成 五十嵐厚夫,沼 波秀樹 第17回 極域生物 シンポ ジウム 1994.12
堆積物中の底生有孔虫化石群衆 土屋泰孝,原 田尚美
福地光男,斉 藤常正
1988年10月 におけ るベー リング海,チ ャクチ大塚 攻,下 津真理子 第17回 極域生物 シ ンポジウム 1994.12
海産沿岸性 カラヌス目カイアシ類5種 の口器 谷村 篤,福 地光男
構造と天然餌料の関連性 服部 寛,佐 々木洋
松田 治
北部ベ ー リング海 およびチャクチ海 におけ る 遠部 卓,谷 村 篤 第17回 極域生物 シンポ ジウム 1994.12
海産枝角類の分布 福地光男,服 部 寛
佐々木洋,松 田 治
南極昭和基地での底生生物 トラップ採集の記録 星合孝男,沼 波秀樹 第17回 極域生物 シンポジウム 1994.12
一58一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月




昭和基地周辺海域の底生性腹足類相 沼波秀樹,奥 谷喬司 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
星合孝男
JARE-35次 航 海で実施 されたベ イ ト ・トラッ竹内一郎,宮 崎多恵子 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
プの概要 河地正伸,渡 辺研太郎
シ ョウワギ スの視力 宮崎多恵子,岩 見哲夫 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
内藤靖彦
昭和基地で採集されたライギ ョダマシ 谷村 篤,宮 本佳則 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
a8808εicん μ8mα ω80痂Normanと 岩見哲夫,沼 波秀樹
.Ae仇oZαxi8η 読oμ θryx　DeWittに つ い て土屋泰孝,五 十嵐厚夫
福地光男
昭和基地周辺で採集されたボウズハゲギスの 岩見哲夫,沼 波秀樹 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
胃内容物 星合孝男
アルテディドラコ科魚類の摂餌生態 岩見哲夫,沼 波秀樹 第17回 極域生物 シ ンポジウム 1994.12
内藤靖彦
昭和接地周辺での超音波ピンガーによる魚の 宮本佳則,韓 軍 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
行動解析 濱田悦之,谷 村 篤
日本海新潟沖におけるヒラメの鉛直遊泳行動 岩尾 香,梨 田一也 第17回 極域生物 シンポジ ウム 1994.12
内藤靖彦,金 丸信一
自然環境下におけるヒラメの遊泳行動は水温 梨田一也,岩 尾 香 第17回 極域 生物 シンポジ ウム 1994.12
環境 によって どう変わ るか? 金丸信一,内 藤靖彦
アオメウの採餌にともなう潜水と胃内温度の 加藤明子,内 藤靖彦 第17回 極域生物 シンポジウム 1994.12
変化 西海 功,綿 貫 豊
Shaughnessy,　P.





題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ネズ ミイルカの潜水行動 と水温環境 内藤靖彦,大 谷誠司 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
河村章人,西 脇茂利
川崎真弘,小 野延雄
アデリーペンギンの雛 と成鳥の微量元素濃度 山本義和,金 崎聡子 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
倉持利明,宮 崎信之
綿貫 豊,内 藤靖彦
北海道噴火湾海域において得 られたネズ ミイ 大谷誠司,内 藤靖彦 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
ルカの潜水行動 河村章人,西 脇茂利
川崎真弘,加 藤明子
南極 産地衣数種 のphotobiont 青木美恵,中 野武登 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
神田啓史,出 口博則
スピッツベルゲン島における氷河末端域 のモ 神田啓史,南 佳典 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
レー ン植 生 木部 剛
富士山高山帯におけるハイスナゴケの光合成 坂井奈緒子,増 沢武弘 第17回極域生物 シンポジウム 1994.12
と光合成産物 中坪孝之,神 田啓史
スピッツベルゲン島におけるスゲ属二種 の生 木部 剛,増 沢武弘 第17回極域生物シンポジウム 1994.12
長様式 神田啓史
ス ピッツベルゲ ン島ニー オルス ンの周氷河 地 三枝 茂,澤 口晋一 第17回 極域生物 シンポジ ウム 1994.12
形と植生 増沢武弘,神 田啓史
氷河後退域 に優 占す るチ ョウノスケ ソ ウ 南 佳世,神 田啓史 第17回 極域生物 シンポ ジウム 1994.12
(Dryas　 octpetala　 L.)　群落 の種 組成 と環境増沢武弘
要因
アイスアルジーの光合成生産に関する生理生 工藤 栄 第17回 極域生物 シンポ ジウム 1994.12
態学
Diving　 performance　 and　 diet　 of　 Japanese加藤明子,綿 貫 豊 国際鳥学会(ウ ィー ン) 1994.8
cormorant 内藤靖彦
アオメウの潜水行動の性差 加藤明子,内 藤靖彦 日本鳥学会大会(新 潟) 1994.10
P.　 Shaughnessy,
綿貫 豊,西 海 功
黒木麻希
Foraging　 behavior　 of　Japanese　 cormorant加藤明子,綿 貫 豊 太平洋海鳥学会 1995.1
in　 relation　 to　 annual　 change　 in　 pley　 type内藤靖彦 (サ ンデ ィエ ゴ)
一60一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
胃内温変化か ら見た産卵期アカウミガメの摂 田中秀二,佐 藤克文 日本水産学会春期大会(東 京) 1994.4
餌の有無 松沢慶子,坂 本 亘
内藤靖彦,黒 柳賢治
海洋でのアカウミガメの体温に及ぼす太陽放 佐藤克文,松 沢慶将 日本水産学会春期大会(東 京) 1994.4
射照度の影響 田中秀二,坂 本 亘
南川真吾,内 藤靖彦
Ecology　 of　 CαZα πo云(Zθ8αc砒 μsandCαZα πμsTanimura,　 A., 10th　 International　 Symp.1995




Taxonorny　 and　 floristic　 pattern　 of　 mossesKanda,　 H.　 and Sixth　 SCAR　 Biology　 Sympo一1995
(Musci)　 in　the　 continental　 AntarcticImura,　 S. sium　 (Venice)
一61一
5)極 地設営工学研究 グループ
(1)一 般 研 究
(A)基 地の焼却炉に関する調査研究 教授(客 員)梅 村晃由,教 授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝
地球環境保護問題は南極地域においても国際的に関心が高まってお り,1991年10月 スペインのマ ドリー ドで開催
された第11回南極条約特別協議会議で 「南極条約への環境保護に関する議定書及び四つの付属書」が採択され,そ
れぞれ国内措置(批 准)を 急 ぐとの合意がなされている。本研究課題は,議 定書一付属書mで 規範する可燃性廃棄
物処理 ・管理への対処の一環の位置付けの下に行 うのが望 ましい。 日本南極観測事業では,か ねてより環境保全問
題 に関する国内外の関心度の高 まり状況の方向性を見極めつつ,観 測隊等実行部隊と事業部観測協力室が中心となっ
て環境保全問題への対処策について調査 ・検討を重ねてきている経緯がある。昨年度に引 き続 き各観測隊の越冬生
活上の現実問題 として産まれ育 った現場の知恵/既 に具体的に推進 されている廃棄物処理法など,現 場条件 ・制約
に即 したや り方 に注目し,過 去の可燃性廃棄物の集積手法や焼却方式等の調査を継続 した。
(B)極 地 にお ける人間活動 の安全 を工学 的見地 か ら高 める技術手法 の研究
助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
日本南極地域観測事業の第IV期 長期5か 年計画(平 成3年 度 ～7年 度/第33次 ～37次 隊)で は氷床 ドーム深層掘
削観測計画が プロジェク ト観測の柱 の一つ として推進 されている。掘削 が行 われる ドームふ じ観測拠点(以 後 ドー
ムFと 称す)は,南 緯77°22',東 経39°37'に あ り,昭 和 基地の南方約1000km,標 高 は約3800mで 富士 山 よりやや高
い位置 にある。 ドームFの 推定 され る氷の厚 さは2800～3000m,年 平均気温 は一58℃,予 想 される年最低気温 は一
88℃ ～-90℃ で ある。 また,年 平均 風速;5m/s,最大瞬間風 速;25m/s,年 平均気圧;590mb等 が外国隊 の
内陸基地 データによ り推定 されている。 この ような環境 条件 下 にあ る ドー ムFの 観 測活動 については,第1次 観測
以来30数 年 の南極観測経験 を有す る日本隊で はあ るが,不 案内 な部分 も少 な くない。特 に,36次 隊(1995年)か ら
の ドームF越 冬観測活動 には,安 全度 の見積 も り及 びそれ を高め る種々のQ&Aが 必要 であ る。そ こで まず標記課
題 の内,特 に ドームF観 測活動 の安全向上 の一つ と して,保 温 ・通気性 ・行動の容易性(軽 量 ・低温特 性)・ 価 格
等,背 反す る条件 に留意 した高所厳寒地仕様 の衣服 につ いての調査 ・検討 を実施 した。結果の一部 について は,筆
者 の一 人 ・横 山が第35次 隊で持参 し,現 場 での着用実験 ・データ取得 を行 った。 また,隊 員 を対象 にアンケー ト調
査 と参考意見聴取 を行 った。
(C)管 理棟の振動特性の調査 ・研究 助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝
昭和基地開設以来の大型建築物 「管理棟」が,第33次 隊及び第34次 隊の2年 計画で基地整備計画の一環 として建
設された。「管理棟」は,3階 建て,延 べ床面積721㎡ の大規模複合建築物であり,高 さが10mを 越える昭和基地最
大の建物で,1層 が鉄骨構造,2,3層 が大断面集成材による木造建築 という構造上の特徴を有 している。本研究
は,平 成5年2月(第34次 隊)か ら使用 を開始 したこの新建築物 「管理棟」の動力学的特性を調査することを主目
的 として計画 し,昨 年度はその計測システムの検討 と製作 を行 った。本年度は,筆 者の一人 ・横山が第35次 隊に参
加 し,そ のシステムを用いて平成6年 の越冬中,強 風時及び弱風時に各数回の床振動応答の観測を実施 した。小型
加速度計による観測システムの点検,予 備的な計測,記 録波形の確認等は,日 本と連絡をとりながら調整 した。当




教授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝
本研究は,半 貫敏夫前客員助教授の指導の下に継続 ・実施 した課題である。
① 氷上観測基地建物の維持 と構造障害対策に関する研究
あすか観測拠点で行われた設営工学観測によって得 られたデータの中から,集 中的に最 も長期間の不同沈下観測
が行われた発電棟の記録について検討 した。屋根面のレベル測量 と室内壁面に取 り付けた傾斜計(U字 管水頭の差
を読むもの)の 記録 を比較 し,長 期間にわたる観測法 としてのU字 管の長所 を確認 した。あすか観測拠点で用いた
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傾斜計 は不備 な点が多か ったが,こ れ を改良す ることによって観測 システ ムをさらに簡便 なもの にす ることがで き
る。
氷床上建物の不同沈下挙動 に関す る新 たな知見 を得 るには、観測の インターバ ルを短 くして、不同沈下の時間変
化 を追 うことが重要であ る。
② アイス ドーム構造の昇華抑 制工法の検討
第32次 隊 によってあすか観測拠点で アイス ドー ム構造(直 径10m,ラ イズ3m)の 試作 実験 が行 われた。 試作 ア
イス ドームは,氷 の昇華 によって シェル厚が急 速 に減少 し3か 月後 には頂部 風上側 の一部 に小孔 が開いた 、短時間
に少 ない労力で建設で きる利点 をもつ アイス ドー ムの実用 化 には,原 料 となる水の供給 法 とシェル昇華抑 制工 法の
検討が必要であ る。本年度 は、 アイス ドー ム表面 を雪で カバーす る方法 を含めて,数 種 の断熱 シー トで アイス ドー
ム表面 をカバー して外表面か らの氷の昇華 を抑 制す る工 法 とその効果 について,低 温室 での模型実験 で検 討 した。
ドー ム表面 をカバーす るだけで明 らか な昇華抑 制効 果が認 め られた。 なかで も雪の昇華抑制効果 が最 も優 れている
ことが わか った。あすか観測拠 点での実験 によると,除 雪 機で ドームに雪 をかけただけでは強風 です ぐに飛 ば され
て しまうとの報告 があ る。水 を併用 して氷 の表層 を ドーム表面 に造 る ことは昇華抑制 に有効 であろ う。
(2)共 同 研 究
一般共同研究
◎:研 究代表者
氏 名 所 属 ・ 職 研 究 課 題
◎木村 茂雄 神奈川工科大学(工)・ 助教授 極地における風力利用の実用化に関する研究
◎平山 善吉 日本大学(理 工)・ 教授
氷床上基地建設における木質構造の利用について
半貫 敏夫 日本大学(理 工)・ 教授
斎 藤 俊 一 日本大学(理 工)・ 助手
小 石 川 正 男 日本大学短期大学部 ・助教授
内藤 正昭 日本大学短期大学部 ・講師
◎福島 勲 国際短期大学 ・助教授
極地に於ける雪雑音の特性 と耐雪雑音アンテナの
実用化久保 閲男 国際短期大学 ・助手
(3)研 究 成 果 の 発表
学会誌等による発表







1994年 度 日本雪氷学会全 国大
会講演予稿集,72頁





題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
空然式滞融雪屋根(ス ーパールーフ)の 伝熱梅村晃由,小 沢芳成 第ll回 日本雪工学会大会論文 1994.ll
解析 柳 雄一 報告集,77-80
Construction　 of　 ice　domes　 at　 ASUKAISHIZAWA　 Kenji,Fourth　 International 1994.6







A　 creep　 test　 of　 ice　 dome　 models　 in　 aHANNuKI　 Toshio,Fourth　 Internationa1 1994.6





あすか観測拠点発電棟の壁面傾斜角と屋根面 大塚弘樹,半 貫敏夫 国立極地研究所第17回 極域気 1994.7
レベル測量の比較 佐野雅史,鮎 川 勝 水圏シンポジウム講演要旨
ll3-114
アイス ドーム構造体の昇華と補修,補 強につ 君塚慎矢,半 貫敏夫 国立極地研究所第17回 極域気 1994.7
いて 石沢賢二 水圏シンポジウム講演要旨
115-ll6
あすか観測拠点通路棟の不同沈下 半貫敏夫,佐 藤稔雄 日本建築学会大会学術講演梗 1994.9
1.ス ノウ ドリフ トの発達 と建物 への 山梨 稔,大 塚弘樹 概集 構1造IlO5-106
雪荷重効果
あすか観測拠点通路棟の不同沈下 大塚弘樹,半 貫敏夫 日本建築学会大会学術講演梗 1994.9
2.雪 荷重による不同沈下の性状 佐藤稔雄,山 梨 稔 概集 構造IlO7-108
あすか観測拠点通路棟の不同沈下 山梨 稔,半 貫敏夫 日本建築学会大会学術講演梗 1994.9
3.有 限要素法による不同沈下の解析 佐藤稔雄,大 塚弘樹 概集 構造1109-110
アイス ドームの長期 ク リープ 津久井啓太,佐 藤稔雄 日本建築学会大会学術講演梗 1994.9
3.人 工氷の粘性係数モデルに関する 半貫敏夫,君 塚慎矢 概集 構造11807-1808
実験
アイス ドームの長期 ク リープ 君塚慎矢,津 久井啓太 日本建築学会大会学術講演梗 1994.9
4.F.E.M.に よ る ア イ ス ドー ム 構 造 の佐藤稔雄,半 貫敏夫 概集 構造Il809-1810
定常 グルー プ解析 と昇華 によるシェル
厚減少の影響
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
アイス ドーム構造の保守と補強 君塚慎矢,半 貫敏夫 日本大学理工学部学術講演会 1994.!l
佐藤稔雄,石 沢賢二 論文集 構造 ・強度71-72
氷床上建物の不同沈下と変形角 大塚弘樹,半 貫敏夫 日本大学理工学部学術講演会 1994.11
一あすか観測拠点発電棟の観測例一 佐藤稔雄,佐 野雅史 論文集 構造 ・強度73-74
南極あすか観測拠点発電棟の不同沈下について 大塚弘樹,半 貫敏夫 第ll回 日本雪工学会大会論文 1994.ll





北極域の大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の実態 とその変動過程を総合的に明らかにすることを目的として,国 際共






の出現 と地上オゾン季節変動 との関連解析やレーザ レーダやゾンデによるエアロゾルの動態などの観測を行っている。
大気中の二酸化炭素や炭素同位体比の季節変化から,陸 上植物の炭酸同化作用の影響が反映されることを見出 した。
また,冬 から春 にかけての大気中のエアロゾル ・汚染物質の挙動,積 雪への捕捉過程を解明するために,垂 直レーダ,
マイクロ波放射計 による降雪観測,降 雪粒子やエアロゾルのサンプリング,積 雪中の不純物分析等の集中観測を実施




た。河川からフィヨル ドに流入する淡水の供給 によって,海 洋表層の密度成層が強化 され,そ れに伴 う栄養塩の枯渇
が基礎生産活動に大きな影響を与えていることを見出 した。また,フ ィヨル ドにおける外洋水 と陸水起源の水塊の交
換,海 氷成長 と融解過程を通 して形成される海洋環境 と生態との関連 を詳細 に調べる調査,研 究 を継続 している。
③北極海の海氷及び海洋環境 とその変動に関する研究




2)ア イスラン ドを含 む北極域国際共同観測の概要
ダイナ ミックに変動す るオー ロラ粒子 流入動態 や,そ れに伴 うプ ラズマ波動 を1本 の磁力線 で結 ばれた測点(地 磁
気共役点)で あ る南半球の南極昭和基地 とア イス ラン ド国内の多点観 測網 で同時観 測する共役点観測 が昭和基地 と呼
応 して1983年 よ りアイスラン ドにて実施 している。 この南北両半球における多点同時総 合観 測 と我 が国のオーロラ総
合観測衛星EXOS-Dに よる磁気圏内の直接 観測デー タとを組み合わせ ることによって,オ ー ロラ粒子 エ ネ ルギ ーの
南北両半球への流入動態及 びオー ロラ現象の生成 ・伝搬機構解明の手がか りを得 ることが本研 究の 目的である。平成
6年 度 のアイスラ ン ドを含む北極域での国際共同観測 は科学研 究費国際学術研 究(南 北両半球へのオー ロラ粒子 エネ
ルギー流入動態 の研究)に よる補助 を受 け,現 地調査 を通 じて実施 した。
平成6年 度 の主 な観測活動 は1)8～9月 にアイスラ ン ドでの可視 オーロラの共役点観測,2)2～3月 にスウェー
デ ンでのオーロラの立体観測,3)12～1月 にグ リー ンラ ン ドでの冬期 オーロラ観測,で あった。 アイスラン ドで は
3観 測点 の点検 ・維持 を実施す る とともに,　TVカ メラや掃天 フ ォ トメー タに より可視 オーロ ラの昭和 基地 との 同時
観測 を実施 した。観測期 間の2夜 においてオーロラブ レイクア ップや脈動 オーロラ等 の貴重 なデータを収録で きた。
ス ウェーデ ンでのオー ロラ立体観測 は京都大学 との共 同で もあ り,国 際共 同に よりオーロラの発光高度 を探 る研究で
あ る。天候 があ ま り良 くな くデー タ量 が少 なかったが,観 測計画 の初年度 としては十分 な観測 デー タが得 られた。 グ
リー ンラン ドでは昼 間の オー ロラの動形態 を観測 する事 を主 目的 とし,国 内の3箇 所 でオー ロラTVカ メラで観 測 を
実施 した。昼間側 の カスプ域 にどの ように太 陽風 のエ ネルギーが流 入するかの興味深 いデー タが得 られた。
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参考:「 国立極地研究所 とアイスランド大学科学研究所間のアイスラン ドー 昭和基地共役点に関する共同観測合意書」
(1983～)
3)南 極中山基地 におけるオーロラ現象の 日中共同観測
平成6年 度 よ り5か 年計画 で,南 極 の中国中山基地 におけるオーロラ現象 の 日中共 同観測計画 が開始 された。 中山
基地 は カスプ ・キ ャップ域 に位置 し,そ の地磁気共役点 はス ピッツベ ルゲ ン付近 に位置 している。 また,第38次 隊 で
昭和基地 に設置 が予定 されているHFレ ーダーは中山基地上空 をカバ ーす るため,地 上観測 とレー ダー との同時 観測
に よりカスプ領域へ のオーロラ粒子エ ネルギーの流入 に関 して興味深い観測結果が え られ る もの と期待 している。本
計画 では,観 測装置 として,日 本側が オーロラ全天TVカ メラ,多 色掃天 フォ トメータ,イ メージ ング リオ メー タ,
フラ ックスゲー ト磁力計,　CCD単 色画像撮像等 を,中 国側が デジタルアイオノゾンデ を準 備 す る。 そ して,日 本側
の観測装置 は夏期 の中国観測隊 に参加 して設置 を行い,越 冬期間中 は中国側の隊員が オペ レー シ ョンを行 う。
平成6年 度 は国立極地研究所 よ り菊池,青 木が参加 した。l!月20日 に オー ス トラリアのホバー ト港 よ り中国の砕氷
船 「雲竜号」 に乗船 し,12月7日 に中山基地 に到着 した。氷状 が悪 く船 か ら基地 までの輸 送が難行 したが,期 間内に,
本観測計画の為 に新 に中国側が観測小屋 を建設 し,そ こに全天TVカ メ ラ,多 色掃 天 フォ トメー タ及 び地 上 オ ゾ ン観
測装置 を設置 した。1月20日 に中山基地 を離れ帰 国の途 についた。
参考:「 国立極地研究所 と中国極地研究所間の南極中山基地における共同観測に関する合意書」(1994年 ～)
3.シ ンポ ジ ウム 等
1)シ ンポ ジウム
第18回 極域 にお ける電離 圏磁気 圏総合観測 シンポ ジウム1994年11月1日(火)～2日(水)
今 回のシ ンポジウムは,口 頭発表20件,ポ スター発表53件 で,以 下 の如 き構成で2日 間にわたって執 り行 われ た。
1.電 離 圏 ・磁気 圏













前年 のシンポジウムが,研 究方法 を中心 と したセ ッシ ョン構 成 としたの に対 して,今 回は,極 域超高層物理学研 究
の主 なテーマ別 にセ ッシ ョンを構成 し,そ のそれぞれ について,現 在 日本で活発 に研 究 している方 々に各30分 毎 の時
間を取 って レビュー講演 を依頼 した。但 し,将 来計 画 に関 しては,テ ーマが多い為,導 入 と総括 を除 く6件 に絞 って
各15分 間ずつの講演 と した。 また,そ の他 の参加者 の方々 には,す べ てポス ターセ ッションでの発表 とさせて頂 いた。
今回 は,多 くの テーマ,領 域 に関す る,最 新 の研 究状 況や これ までにわか って きた こと,い まだ未解決 な問題 点,
そ して これか らの展望,等 について,そ れぞれの専 門の立場 か ら,詳 しく突 っ込 んだ貴重 な講演 を多 く聴 くことがで
き,ま た,研 究方法や分野 にとらわれず,幅 広い分野 の方々(発 表者以外 の他研究機 関の研究者 や若手研究者,ま た,
気水圏の研 究者,等 の参加 も目立 った。)が 聴 き,議 論 に参加 で きる様 な形 に少 しで も近づ くこ とが で きた ので はな
いか と思われ る。
特 に,第V期5カ 年計 画 をにらんだ,熱 圏 ・中間圏の観測,太 陽活動 と気候変動等 に関する発表 も多 く,活 発 な意
見交換 が なされ,有 意義 なシンポ ジウム とす ることがで きた。
今後 も,極 域 電離 圏磁 気圏の観 測研 究や理論研究 の発展 に寄与 で きる,将 来 を見据 えての活発 な議論 の場 とな り得
るシンポ ジウムと して発 展 させてい きたい。
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第17回 極域 気水圏 シンポ ジウム 平成6年7月13日(水)～14日(木)
本 シ ンポ ジウムで は152名 の参加者 で97件 の講演 に対 して活発 な議論 を交換 した。講演総数 の うち約30件 の発 表 が
北極関連であ り,研 究対象が両極域 に拡大 している。32件 の口頭,62件 のポスター発表が行 われ た。 なお発表 は以下
のセ ッシ ョンに分類 した。 なお()内 は講演数 を示す。大気(7),海 洋 ・水循環(7),雪 氷(7),大 気 ・堆積環境
(7),リ モー トセ ンシング(4),ポ スター(62)。
特別講演 として北極 セ ンター客員教授 イゴール ・ゾチコフ博士(ロ シア地理研究所)が 「ロシアの極域科学」 とい
うタイ トルで,ロ シアの極域観測 と雪氷掘削器開発 の歴史 につ いて講演 を行 った。 ボス トーク基地での雪氷深層掘削
試料の解析デ ータが注 目を浴 びて久 しいが,そ の成果 を支 えているロシアの掘削器開発の実情 を理解できた。最後 に,
南極地域で進め られている氷床 ドーム深層掘削計画,ま た南極及 び北極 の大気観測計画の現状 につい て討論 した。
第14回 南極地学 シンポ ジウム 平成6年10月27日(木)～28日(金)
発表件数 は50件,の べ参加人数 は84名,口 頭発表が38件,ポ ス ター発表が12件 で あった。 セ ッシ ョンは,地 質 と岩
石(12件),固 体 地球物理(9件),地 形学(5件),ビ ク トリアラン ドの地球化 学(4件),海 底の地学(2件),ナ
ピアの岩石(3件),南 極 とゴン ドワナ(3件)の7つ に分 け られ,そ れぞれの発 表 に対 し,活 発 な討論 が行 われた。
また,ノ ルウェー極地研究所 の太 田昌秀博士 か ら,　"　Tectonic-fantasy　 :　connection　 between　 Arctic　and　 Antar-
ctic"と いう題 目で北極 と南極 の両地域 のテク トニクス変動史 の関係 について興味 ある特別講演が行 われた。
今 回か ら,本 シ ンポジ ウム としては初 めて本格 的にポス ター発表 を実施 した。来年度以降 も工夫 しなが らシ ンポジ
ウムでの発表件数 を増 やす ように したい。
第19回 南極陽石シンポジウム 平成6年5月30日(月)～6月1日(水)
今回のシンポジウムは,参 加者88名 で,そ のうち2名 の招待者を含め,海 外からの参加者は11名 であった。発表論
文は,69件(口 頭が59件,ア ブス トラクトのみが10件)で あった。研究分野別では,限 石集積に関する研究が1件,
岩石鉱物学的研究が22件,有 機化学研究が1件,地 球化学的研究が27件,物 理学的研究が4件,宇 宙塵に関する研究
が4件 であった。発表の多 くが英語 によって行われた。
第17回 極域生物 シンポジ ウム 平 成6年12月7日(水)～9日(金)
今 回の シンポ ジウムは我 が国の海氷生物学研究 をリー ドして こられ,平 成6年11月30日 に退官 された星合孝男先生
を記念 して企画 された。本 シンポ ジウムでは　「Sea　Ice　Ecology」 　お よび 「Polar　Terrestrial　 Ecosystems」 　に関す
る 口頭発表 を中心 に107件(口 頭発 表:21件,ポ ス ター発表:86件)の 発表 があ り,そ れぞれの発表 について活発 な
討論 が行 われた。開催期 間中,10カ 国か ら18名 の外 国人研 究者 を含め,延 べ160名 の参加が あ り,研 究 発表 の場 とし
てだけで な く内外 の研 究者相互の交流の場 と して極 めて意義 あ るシンポ ジウム を開催 す ることがで きた。
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2)研 究 小 集 会
研究小集会は,共 同研究の一形態である。
研 究 課 題1申 請 者 開 催 日
極域下部熱圏 ・中間圏リモー トセンシングに関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成7年1月26日
昭和基地大型短波 レーダー観測に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成7年3月31日
無人観測に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成7年3月3日
オーロラ現象の南北共役性観測に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成7年3月3日
南極気候変動研究(ACR)成 果まとめに関する研究小集会 山 内 恭 平成6年7月12日
極域の雪氷観測 ・解析技術に関する研究小集会 神 山 孝 吉 平成6年7月12日
ドーム域で得 られる雪氷深層コアに関する研究小集会 藤 井 理 行 平成7年1月24日
極域の大気 ・水 ・物質循環の研究の現状 と将来に関する研究小集会 和 田 誠 平成7年1月24日
南極における船上の地球物理観測に関する研究小集会 神 沼 克 伊 平成6年12月22日
極域の地形学図作成のための研究小集会 森 脇 喜 一 平成7年3月20日
南極阻石探査実施計画に関する研究小集会 矢 内 桂 三 平成7年3月27日
東南極大陸の地殻構造 と進化に関する研究小集会 白 石 和 行 平成7年1月20日
極域陸上生態系の研究方法 と観測機器に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成7年1月24日
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会 内 藤 靖 彦 平成6年8月22日
「海氷圏生物の総合研究」に関する研究小集会 福 地 光 男 平成6年8月25日
南 極 海 生 態 系 に お け るprey-predator-interactionに関 す る研 究 小 集 会 内 藤 靖 彦 平成6年9月22日
北極圏環境研究に関する研究小集会 小 野 延 雄 平成7年1月23日
リモー トセ ンシ ングデー タ利用 に関す る研 究小集会 江 尻 全 機 平成7年1月25日
セ ンター計算機 システ ムを利用 したデー タ解析 ・モデ リング ・
シ ミュ レー シ ョンに関す る研 究小 集会 江 尻 全 機 平成7年3月22日
3)観 測研究小集会
観測研究小集会は,共 同研究の一形態である。
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
○第36次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会







1.資 料 の 収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域より得られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納されている。南極とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極地 より得 られ た顕花植物,隠 花植物の各標本の収納点数 を別表に分類 別,地 域別 に まとめた。 その他,オ ース ト
ラ リア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ランス,東 欧 な どの温帯域 か らも比較 の
ため採集及 び交換 な どで収集 してお り,蘇 苔類 を主 に合計33,000点 の標本が収納 されている。
現在,蘇 苔類 の標本 デー タは国立極地研究所の コンピュー タによるデー タバ ンクとして蓄積 されている。 内外 の利
用者 のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地名)検 索 に よる標本 リス ト,ラ ベ ルの打 ち出 し,
さらに分布 図の作成 な どの利用 システムが出来てい る。その他 に写真,図 解入 りのハ ン ドブ ックとして 「昭和基地周
辺 の蘇苔類」 が出版 され,南 極 ・亜南極 の蘇苔類デー タカタログ　(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　 Antarctica
and　 adjacent　 regions)　 が出版 されている。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物
地域別 ＼ 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア 10 600 300 50
亜 サ ウスジ ョー ジア 50 592
サ ウスオー クニー諸島 88
ケルゲ レン島 100
南 アムステルダム島 5 50
セ ン トポール島 30
極
クロゼ島
フ ォークラ ン ド島
30
28 10
南 アフ リカ 38
西 シグニー島 20 20




極 南極半島 10 259 50 50
東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200
マ ラジ ョージナや基地 100 30
南 ケー シー基地 280 200 50
デー ビス基地 60 30
極 マ クマー ド基地 100 10 30
カナ ダ l!5 800 30
北 ア ラス カ 79 1350 50




域 ブ イ ン ラ ン ド 100
スバールバル 322
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧州 ・東 欧 300 200 15,569 500 100
、
不 パ ー ル 42
他 その他 100
合 計 594 225 26,852 5,490 510
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(2)動 物
収納 されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であ り次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウェッデル アザ ラシ 剥 製 親 2
〃 〃 仔 1
り ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
亨t 卵 1
マ ダラフルマ カモ メ 剥 製 4
アシナガコシジロウ ミッバ メ 〃 1
オオ トウゾクカモ メ 〃 5
アデ リーペ ンギン 剥 製 親 5
り 〃 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名 点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二 枚 貝 類 27
ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7
ヒ ト デ 類 36 線形動物 3
クモヒ トデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモム シ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ 類 3 腔腸動物
触手動物 ヒ ドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サンゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4
海 グ モ 類 4
合 計 474
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ウ.プ ラ ンク トン
ふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマ ス研 究観測で採 集 された植物 プ ランク トン,同 定用 ホ ルマ リ
ン固定海水標本,冬 期 サ ロマ湖 か ら得 られた同標本 は次表 に示 した。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 〃 〃 82
14 ふ じ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふ じ航路上 ・表面海水 149
19 〃 〃 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチン観測 ・各層海水 706
24 〃 〃 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 〃 〃 〃 456
27 tr　 ll　 tp 420
28 tp　 Tt　 tl 186
29 〃 〃 〃 180
30 〃 〃 〃 90
1978年 サ ロマ湖 ・各層 海水 50
合 計 3,708
その他 に,ふ じ,し らせ船上 より各種 プラ ンク トンネ ッ ト採集 で得 られた動物 プランク トン標 本 は次 表 に示 し
た。
隊次 ノルパ ックネット MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚 魚ネ ッ ト LHPR採 集器ジ ェ ッ トネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 11 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 0 0 0
26 88 110 ll 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0・ 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 429 28 18 24 7
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(3)標 本貸出 ・受入状況
ア.北 海学園大学(佐 藤謙)よ り,北 海道産蘇類標 本569点 受 け入れ る(5月17日)。
イ.大 阪市立環境科学研究所(浜 田信夫)へ,南 極 産冷凍地衣類標 本を9点 貸 出す(6月7日)。
2)非 生物系資料部門
当部門 は極域あ るい は極域 に関連する地域 の物理資料,岩 石資料 それに一般資料 の収集,整 理,保 管 とその利用 に
関す る業務 を担 ってい る。
物理資料庫 に関 して は,昭 和基地で定常 的に観測 されている地震 のデータを保管す る一方,前 年度 に引 き続 き七一
ルロ ンダー ネ地域の ラン ドサ ッ ト,ス ポ ッ ト衛 星デー タの購入 を進 めた。 また昭和基地で観測 された気象のデー タの
磁気テー プの整理保 管 も行 った。
岩石資料庫 に関 しては,前 年度に引 き続 きリュッ ォ ・ホルム湾,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,ベ ルジカ山脈,
マ クマー ドサ ウン ド,七 一ル ロンダー ネ山地 な どの岩石 の整理保管並 びにデー タベー スの作 成 を進 めている。
3)オ ーロラ資料 部門
当部 門が担 う業務 は,オ ーロラに関す る公開可能 な資料の収集 とその統 一的整理 ・保管,並 びに収集 された資料 を
共同利用 に供 する ことである。 さらに収集資料 の至便 な検 索 システ ムや解析 システムの開発研究 を行 うと共 に国際学
術連合(ICSU)の 勧告 に基づ くオーロラの世界資料セ ンター　(WDC--C2　 for　Aurora)の 運営業務 をも担 う。
本年度 は,国 内外の関係 機関 との情報 交換 と平行 してデータ収集作業 を実施 した他,オ ー ロラ画像 デー タ処 理 シス
テムの更新 を進 めた。
4)陽 石資料部門
当部門は,お よそ8900個 の南極明石を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類を継続 して行っている。また,申 請
のあった南極限石研究計画のうち,第25回 南極限石研究委員会において承認 された計画について除石の配分作業を行っ
た。配分 した陽石試料は61点,研 磨薄片は90枚であった。その他,教 育用阻石薄片セット(22種 類)を20機 関に貸出
した。配分を行った研究計画及び研究者を別表に示す。
展示用及び教育用陽石貸出 し状況
(1)板 橋 区立教育科学館へ限鉄 を1点,石 鉄 を1点,コ ン ドライ トを3点 貸 し出す(6月10日)。
(2)和 洋九段女子高等学校へ損鉄 を1点,コ ンドライ トを1点 貸 し出す(6月18日)。
(3)陸 前高 田市へ隙鉄 を1点,コ ン ドライ トを3点 貸 し出す(7月19日)。
(4)し らせへ阻鉄 を1点 貸 し出す(7月26日)。
(5)稚 内市へ阻鉄 を2点,石 鉄 を1点,3点 貸 し出す(9月19日)。
(6)六 ヶ所村 げんねん企画株式会社へ損鉄 を1点,コ ン ドライ トを2点 貸 し出す(10月3日)。
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配分 を行った研究計画及び研究者一覧(6年 度)
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大 学院学生)
834非平衡オーディナリコンドライ ト中の不揮発性親鉄元素 海老原 充 尾寄大真*
存在度
835LLコ ン ドライ トのFe-Ni合 金の化学組成 海老原 充 孔 屏*
836 Investigation　 of　 Carlisle　 Lakes-group　 chondritesJ.T.　 Wasson K.　 Kallemeyn,　 A.Rubin
837 Composition　 of　 metal　 phases　 in　 strongly　 shockedPetr　 Jake Roman　 Skala
・
rneteOrlteS
838 コ ン ドライ トに含 まれ る不透明 クラス トの成因 藤田 隆 北村雅夫,小 島秀康,
矢内桂三
839南極産始源的エコンドライ トの年代及び微量元素の研究 中村 昇 福岡孝昭,長 尾敬介
840Oxygen　 isotopes　 in　 meteorites R.N.　 Clayton T.K.　 Mayeda
841Isotopic　 studies　 of　 Lunar　 meteorite　 Asuka-881757C.L.　 Harper,Jr. S.B.　 Jacobsen
842Mineralogy　 and　 petrology　 of　 silica-bearingJ.T.　 Wasson A.N.　 Krot
chondrules　 in　 ordinary　 chondrites
843地球形成時における珪酸塩一金属分離過程解明のための 佐藤公則*
炭素質コンドライ トの高圧下での溶融実験
844The　 pre-　 and　 post-compaction　irradiation　 history　 ofJ.N.　 Goswami C.M.　 Hohenberg
individual　 components　 in　 a　suite　 of　 CM　 chondrites
845炭素質コンドライ トにおける金属相の存在状態 と起源に 松枝大治 柴田恭宏*
関する研究
846熱ル ミネッセ ンス(TL)法 に よるユ ー クライ トの研究 蜷川清隆
847普通 コン ドライ トのTL変 成実験 蜷川清隆 松涛 聡
848非平衡LLコ ンドライト中のスピネル族鉱物の研究 木村 眞




番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大 学院学生)
851限石(特 に月限石)中 のジルコニウムの同位体比の精密 増田彰正 S.K.　 Sahoo*
測定 と比較
852 Measurements　 on　 ALHA　 77005　 shergottite　 meteoriteImre　 Kubovics Sz.　 Berczi
sarnple　 from　 Antarcica　 (both　 compositional　 and
textural)
853CV3明 石の コン ドリュー ルのRb-Sr同 位 体系 お よび微 量中村 昇 三澤啓司,小 島秀康,
元素の研究 矢内桂三
854始原限石の同位体分析(元 素分析)と 星の核合成過程お 狩野直樹* 山越和雄
よび原始太陽系星雲の進化に関する研究
855Troilite　 growth　 kinetics　 and　 mechanism　 in　the　 solarDante　 Laur ttaBruce　 Fegley,　 Jr.
nebula
856Textura1-petrological　research　 of　 chondrites　 andN.G.　 Zinovieva A.A.　 Marakushev
primitive　 achondrites　 and　 diarnond-bearing　assem一
blages
857LL7コ ン ドライ ト中の長石 の組成 ・組織 ・構造 につい て 野口高明
の岩石学的 ・鉱物学的研究
858CM2コ ンドライ トの変質についての電子顕微鏡岩石学 野口高明 小島秀康
的研究(特 にコ ン ドリュール ・ガラスの変質 について)
859南極産コンドライ トのSr同 位体および微量元素組成(継 岡野 修 中村 昇
続)
860 コ ン ドリュー ル ・レリク ト鉱物の同位体組 成 土山 明 植田千秋
861エ ンスタタイ ト ・コン ドライ トの還元状態 土山 明 中井 泉
862損石中の流体包有物2 高岡宣雄 本村慶信,長 尾敬介,
尾崎幸太*
863南極産エコンドライト阻石の鉱物学結晶学岩石学化学的 武田 弘 池上恵子*,佐 伯和 人*,




番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大 学院学生)
865ユレイライ ト陽石構成鉱物の微細組成の研究 森 寛志
866非平衡普通コン ドライ トの衝撃変成 中村智樹
867炭素質 コン ドライ トのマ トリックス中の希 ガス 中村智樹 高岡宣雄,長 尾敬介
868 TEM　 study　 of　CI　 clast　 in　howardite Michael　 Zolensky
869南極産CM炭 素質コン ドライ ト・PCPの 分析電子顕微鏡留岡和重 出川悦啓*
による研究
870CO炭 素質 コ ン ドライ ト・CAIの 変成作用の再現実験 留岡和重 小島知子
871HED陽 石母天体 におけるeucrite分 化過程の研究 佐伯和人 武田 弘,宮 本正道
872The　 trace　 element　 abundances　 of　 the　 pyroxenes　 inAurora　 Pan James　 J.　 Papike
.
eucrltes
873月の海から来た明石の鉱物学的研究(継 続) 武田 弘 荒井朋子*,佐 伯和人*,
宮本正道
874南極産炭素質コンドライ トの微量元素組成の研究 池田幸雄 G.W.　 Kallemeyn
875Mineralogical　and　 petrological　 study　 of　 achondritic山口 亮 K.Keil,　 E.R.D.　 Scott,
breccias　 frorn　 Antarctica G.J.　 Taylor
876Characterization　 of　 the　 alloy　 composition　 ofJohn　 Beckett E.　 Stopler,　 1.　Hutcheon,
Yamato-74660,　LL3.O　 meteorite N.　Bashir*
877 Geochemistry　 and　 origin　 of　achondritesD.W.　 MittlefehldtM.M.　 Lindstrom
878Unequilibrated　enstatite　 chondrites M.K.　 WeisbergM.　 Prinz
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5)低 温資料部門
当部門は,極 地域で採集 された低温試料の解析及びその基礎研究を行うとともに,低 温実験室の管理と低温貯蔵庫
の試料の保管 を担当している。
試料の解析及びその基礎研究 として,氷 床コアの各種解析,雪 氷試料の長期保存による密度,組 織,同 位体組成な
どの変化に関する研究や,低 温試料の現場解析法,梱 包 ・輸送法などの研究を行っている。
試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散 されている。移
動棚は,貯 蔵庫中央の通路をはさんで両側に配置されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料(雪
氷,生 物,明 石,土 壌など)が,ま た他方にはみずほ基地の700mコ アなどを含む南北両極域の氷床掘削コアが コア
ケースのまま収納 されている。収容能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床コア930m相 当である。
本年度は33次隊持ち帰 りの雪氷試料,蘇 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理 されたのち,共 同利用研究試料 として共
同研究者に配布 された。
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2.研 究施設 ・設備 の共 同利用
1)北 極圏環境研究センター
北極圏環境研究センターは北極域における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動等に関する観測 ・研究を行 うとと
もに,北 極研究に関する情報の提供,助 言を行 うことを目的としている。センターではノルウェー領スバールバル諸
島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置 した観測基地を拠点として,現 地観測を継続 し
ている。平成6年 度には延べ46名 がニーオルスン観測基地を利用 した。主な研究課題として,ポ リニア海域の総合的
研究,ス バールバル諸島及びその周辺海域の環境研究,北 極域の気候変動特性の研究を掲げ,国 内外の大学 ・研究機
関等の北極関連研究者とともに研究を進めている。 これらの研究を通 して地球規模の気候 ・環境変動の実態とそのメ
カニズムを,極 域の視点から解明することを目指 している。 また 「国際北極科学委員会(IASC)」 の活動 に対応
するとともに,国 際的な共同研究プロジェクトの立案などにも参画 している。さらに北極研究に関する文献,資 料及
び情報の収集を行い,広 く共同研究者の利用に供 している。
2)情 報科学 セ ンター
情報科学セ ンターで は,南 極昭和基地の 「多 目的衛星デー タ受信 システム」 で取得 した多量 の衛星 デー タを処理 ・
解析す るとともに,所 内 ネ ッ トワーク環境の整備や昭和 基地一 極地研 間デー タ通信試験 な ど,衛 星 回線 による本格 的
データ伝送 システムの開発 に着手 した。
オーロラ粒子加速域 の解明 を主 目的 とす るEXOS-D　 (あけぼの)衛 星の受信 は,34次 隊に より1,ll5パ ス実施 され,
すべ て宇宙科学研究所 の衛星 データベ ースに登録 され た。 これ らのデー タはEXOS-D衛 星デー タ処理解析装置 を用 い
て,極 地研 に も移植 された。 また解析 ソフ トウェアの整備 と してATV-EFDデ ー タのポ ー ラープ ロ ッ ト表 示 の機能
な どを追加 した。
宇宙 開発事業 団(NASDA)の 海洋観測衛星MOS-lbの 受信 は年 間を通 じて223パ ス行い,国 内では49シ ー ン分 の
1次 処理 を完了 した。 また欧州 リモー トセ ンシ ング衛星(ERS-1)お よびNASDAの 地球資源探査衛 星(JERS-1)
については,そ れぞれ39パ ス,!lパ スの受信 を行 った。衛星画像処理装置の整備 と して,MOS-1衛 星VTIR/MSR
画像用地 図デー タの作成,機 能追加 を行 った。 その他,1992年10月 に打 ち上 げられ たスウェーデ ンの オー ロラ観測衛
星FREJAの 受信 を3月 よ り開始 し,'94年1月 までに234パ スのデー タ取得 を行 った。
所 内ネ ッ トワー ク環境 の整備 としては,大 型計算機M680Dと 構 内 ネッ トワー クとの接続 をK-200か らLIC　 (LANイ
ンター フェース コン トロー ラ)に 変更 し,ネ ッ トワークに よる大型計算機利用 をよ り使 いやすい もの に した。 また講
堂お よび外 国人研 究員室等 へのLAN延 長,ネ ッ トワー クサーバーのデ ィスク増設等 も実施 し,イ ンター ネ ッ ト利 用
の急増 に対処 した。平成5年 度の登録利用 者は所 内34名 を含 め62名 であった。
世界的 に急速 な発 展 ・拡大 を遂げ るインターネ ッ トは南極観測 に も大 きな影響 を及 ぼ し始 めている。すで にい くつ
かの外国基地で は国内 との連絡 を衛星回線に よるUUCP電 子 メールに移行 し,観 測 デー タの即時伝送 も行 われている。
現在,昭 和基地 において も大部分の観測デー タがパ ソコン収録 され,デ ィジ タル化 されている。 こう した状況 を踏 ま
え,3月 よ り昭和基地情報処理棟 と当セ ンター間でUUCPに よるデー タ通信(主 にデー タ伝送)の 試験運用 を開始 し,
約13kB/分 の実効伝送速度の リンクを確立 した。 これに よ り,宙 空部 門の地磁気,　CNAデ ー タ,気 象 定常 の オ ゾ ン
デー タ,さ らに地学部門の超伝導重力計デー タ等の国内伝送に利用 された。
大型計算機関連で は,メ イ ンフ レー ム上 に構築 されたデー タベース を分散 化する一環 として,こ れ までの極地文献
デー タベ ースをよ り総合的 なCD-ROMデ ー タベー スシステ ムに変更 し,図 書室に設 置 した。 また更新時期 を迎 えた
M680Dの 後継 システムの検討 を本格 的に開始 した。 なお,本 年度 の主 システ ム稼働 時 間は,1,429時 間　(CPU比 率56
%)で あった。
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3)オ ーロラ世界 資料 センター
オー ロラ世界資料 セ ンター　(WDC-C2　 for　Aurora)　 は,資 料系 オーロラ資料部門が管理 ・運 営 し,管 理 ・資料 棟
5階 に床 面積約84㎡ の資料保 管庫 兼閲覧室 を有 している。 当セ ンターに保管 され る資料 は,　WDCパ ネルが示 す作 業
指針 を基本 と し,オ ーロラ物理学の進展 に伴 う研究者の要望資料 をも経 済的物理 的事情 を勘案 した上 で収集 す る方 針
と してい る。資料保 管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えている とともに,リ ー ダプ リンター利用 に よる簡単 な閲覧 と複写 が
可能 となってい る。デー タ収納 能力は,35mmマ イクロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁 気 テー プ約1,900
本,マ イクロフィッシュカー ド数千枚 である。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学 部)と の 共同 に よるAE
デー タブックの出版 も行 ってい る。
本年度 まで に収集 したデー タの概数 を次 表に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カメラ編集済 フ イルム 1970年 ～1993年 2,816巻/100ft
16mm全 天 カメラフ ィルム(一 部編集不能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft
35mm全 天 カメラオ リジナルフ ィルム 1970年 ～1993年 405巻/1,000ft
昭 35mm全 天 カメラ長尺保存 フ ィルム 1970年 ～1978年 120巻/1,000ft
和
地磁気3成 分 オ リジナルチャー ト記録 1959年 ～1993年 1,560巻
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録
1966年 ～1993年 268巻
地磁気3成 分35mmマ イクロフ イルム 1972年 ～1993年 46巻/100ft
地
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23一 フ ァ イ ル
資 絶対測定記録簿 1966年 ～1993年 3一 フ ァ イ ル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1993年 137巻/100ft
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル
計算機取 り組込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
あ 拠
す 点 35mm全 天 カメラ編 集済 フィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
か 資
観 料 35mmオ リ ジ ナ ル フ ィ ル ム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
測
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
DMSPオ ー ロラ観測記録
South　 Pole基 地全天 カメラフ イルム
Halley　 Bay基 地全天 カメラフ ィルム
Mawson基 地全天 カメラフ ィルム
Casey基 地全天 カメ ラフィルム
Maquarie島 基地全天 カメラフイルム
Davis基 地全 天 カメ ラフィルム
地磁気 マ イクロフィルム(約55基 地)
地磁気 マ イクロフィッシュ(約5基 地)














































室,-20℃ の強制対流冷却の実験室と貯蔵庫からなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は,551人 であった。主な利用は,南 極の前進拠点200m氷 床コア ・
Hl5氷 床コアの処理 ・解析作業,北 極コア処理試料 と両極域の降 ・積雪試料の解析作業,雪 氷コアの自動融解サ ンプ










部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 越 冬 隊 長 横 山 宏太郎 農林水産省農業環境技術研究所
定 常 観 測 気 象 稲 川 譲 気象庁観測部
山 本 義 勝 〃
田 口 雄 二 り
阿 保 敏 広 〃
居 島 修 〃
電 離 層 岩 崎 恭 二 通信総合研究所宇宙科学部
地 球 物 理 名 和 一 成 東京大学地震研究所
研 究 観 測 宙 空 系 小 原 徳 昭 通信総合研究所宇宙科学部
脇 野 洋 一 気象庁地磁気観測所
久保田 実 東北大学理学部
地 学 系 船 木 實 国立極地研究所資料系
石 川 尚 人 京都大学総合人間学部
気 水 圏 系 庄 子 仁 北見工業大学工学部
齊 藤 隆 志 京都大学防災研究所
齊 藤 健 国立極地研究所事業部(し ばれ技術開発研究所)
白 岩 孝 行 北海道大学低温科学研究所
小 出 理 史 東北大学理学部
生 物 ・医 学 系 渡 邉 研太郎 国立極地研究所研究系
佐 藤 壽 彦 筑波大学下田臨海実験センター
設 営 機 械 山 下 孝 昭 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
萩 谷 敬 二 国立極地研究所事業部(㈱ 関電工)
中 川 和 久 京都教育大学施設課
小 西 勇 二 国立極地研究所事業部(㈱ 小松製作所)
森 山 功 一 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
古 坊 栄 一 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーデイーゼル㈱)
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部 門 氏 名 所 属
設 営 通 信 藪 伸 児





調 理 小 松 輝 次
松 井 孝 浩
国立極地研究所事業部(㈱ 東條会館)
海上保安庁警備救難部
医 療 吉 田 二 教
大 日方 一 夫
国立極地研究所事業部(東 京慈恵会医科大学)
国立極地研究所事業部(新 潟大学医学部)
航 空 小谷野 和 幸
一 木 准一郎




環 境 保 全 坂 本 勝 国立極地研究所事業部(三 機工業㈱)
設 営 一 般 吉 澤 健






部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 夏 隊 長 渡 邉 興 亜 国立極地研究所研究系
定 常 観 測 海 洋 物 理 小 川 明 彦 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 岡 野 博 文 海上保安庁水路部
海 洋 生 物 河 地 正 伸 筑波大学生物科学系
測 地 池 田 尚 鷹 国土地理院測地部
研 究 観 測 気 水 圏 本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所
地 学 系 平 川 一 臣
土 屋 範 芳








設 営 設 営 一 般 小松原 祐 二
増 田 光 男
虎 谷 健 二
福 井 均















2)観 測 項 目一覧
(1)船 上及び接岸中における観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
電 離 層 ○電界強度測定 岩 崎 恭 二 通信総合研究所
海 洋 物 理
海 洋 化 学
○海洋物理観測
○海洋化学観測
小 川 明 彦
岡 野 博 文
海 上 保 安 庁
海 洋 生 物 ○海洋生物観測 河 地 正 伸 国立極地研究所
測 地 ○基準点測量 池 田 尚 鷹 国 土 地 理 院
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者
地 学 系 第H期 東 クイー ンモー ドラ ン ド地域 の地学研究計画 平 川 一 臣 吉 田 栄 夫
○東南極大陸における地殻動態及び地殻形成過程の 土 屋 範 芳
総合研究計画 志 村 俊 昭
・ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド及 び エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド
の地殻形成過程の研究調査
・地殻動態の総合的監視 ・測量計画
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 本 堂 武 夫 渡 邉 興 亜
・大気化学観測計画





部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
極 光 ・夜 光 ○全天カメラによる観測 久保田 実 国立極地研究所
○写真観測
地 磁 気 ○地磁気三成分及び基線値決定のための絶対値測定 脇 野 洋 一 国立極地研究所




気 象 ○地上気象観測 稲 川 譲 気 象 庁
○高層気象観測 山 本 義 勝
○特殊ゾンデ観測 田 口 雄 二
○オゾン観測 阿 保 敏 広
○日射量の観測 居 島 修
○天気解析
潮 汐 ○潮汐観測 名 和 一 成 海 上 保 安 庁
地 震 ○自然地震観測 名 和 一 成 国立極地研究所
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者
宙 空 系 太陽エネルギー輸送と変換過程に関する総合研究計画 小 原 徳 昭 平 澤 威 男
・テ レメ トリーに よる人工衛星観測 脇 野 洋 一
・極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測 久保田 実
・観測点群による超高層観測
地 学 系 第H期 東 クイーンモー ドランド地域の地学研究計画 船 木 實 吉 田 栄 夫
○東南極大陸における地殻動態及び地殻形成過程の 石 川 尚 人
総合研究計画
・ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ド及 び エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド
の地殻形成過程の研究調査
・地殻動態の総合的監視 ・測量計画
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 庄 子 仁 渡 邉 興 亜
・氷床 ドーム深層掘削観測 齋 藤 隆 志
・大気化学観測計画 齋 藤 健
・地球観測衛星受信計画 白 岩 孝 行
小 出 理 史
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部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者





佐 藤 壽 彦
吉 田 二 教
大日方 一 夫
内 藤 靖 彦
3)訓 練
(1)冬 期訓練
[目 的]第35次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地に
おいて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した。
[期 間]平 成5年3月8日 ～3月12日
[場 所]長 野県南安雲郡安雲村乗鞍地区を中心 とする一帯
[参加者]渡 邉興亜隊長,横 山宏太郎副隊長,隊 員候補者42名,関 係者25名,計69名
(2)夏 期訓練
[目 的]第35次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知
識や技術 を習得 させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
[期 間]平 成5年6月21日 ～6月25日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場 を中心 とする菅平高原一帯
[参加者]渡 邉興亜隊長,横 山宏太郎副隊長,隊 員52名,関 係者20名,計74名
(3)部 門別訓練
観測隊部門別訓練は,南 極地域において必要な機器の取 り扱いや保守訓練,オ ペレーションを円滑に進めるための
訓練 を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)概 要
第35次 隊56名 は 「しらせ」 に乗船 し,平 成5年ll月14日 東京港 を出港 した。 また,往 路寄港地 のオース トラ リア ・
フ リーマ ン トルか ら,帰 路の シ ドニー まで,オ ース トラリアの交換科学者2名(海 洋生物学,地 質学)及 びアメ リカ
合衆国 の交換科学者1名(衛 星受信)が 夏隊に参加 した。
12月3日 フ リーマ ン トルを出港後,各 種の船 上観測 を実施 しつつ南下 し,8日 南緯55度 を通過,15日 浮氷縁着,同
日夕刻 よ りハ ンモ ック した浮氷帯 に入 り,チ ャージ ング航行 となった,、12月20日,昭 和基地 よ り77マ イル地点か ら第
一便の フライ トが行われたが 「しらせ」 は依然厚い浮氷帯 にあ り
,砕 氷航行 を余儀 な くされる状況 にあった。21日 よ
り昭和基地建設作業準備のため要員,緊 急 及び早送 り物資 の輸送が行 われた、,12月30日 に定着氷縁 に到着,こ の間の
浮氷帯でのチ ャー ジングは1,411回 に及んだ。12月31日 よ り定着氷帯 のチ ャー ジング開始,1月5日 には昭和 基地 へ
の13マ イルの地点 に達 し,S16へ の スリング輸 送開始,1月11Hに 昭和基地 よ り10.3マ イルの地点 に達す る も海氷 の
厚 さは4.5mに 達 し砕氷航行 は極 めて困難 な状況 となった。翌12日,昭 和基地接 岸断念,そ の地 点 か ら本 格空 輸作 業
が始 ま り,同 時 に観測隊に よる氷上輸 送のための準備行動 も開始 した。1月18日 よ り本格氷上輸送 を開始 し,第1期
と して1月23日 まで,そ の後パ ドルの凍結 が進 んだので第2期 輸送 を2月1日 ～2EIに 行い,総 量約146ト ンの物 資
を輸送 した。ヘ リコプターに よる空輸 は1月31日 まで続 け られ貨油 を含 め総量782ト ンの物資輸送 が行 わ れ,日 本 か
らの物 資の96%が 輸 送 された。
夏期 の諸作 業の うち通路棟建設 は,12月20日 よ り準備が進 められ,2月7日 までの間 に当初計 画の工事 のほぼ60%
を完了 した。基地観 測 としては,　GPS観 測,潮 汐観測,生 物調査等 を行 った。大陸沿岸の露岩地域 で は地質,地 形,
測地,生 物等 の野 外調査 を,ま た内陸では1か 月間の中継拠点物資輸送旅行 を実施 した。
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2月1日,34次 か ら35次 越冬隊 との実 質的な交代 を行 い,8日,昭 和基地最終便 によ り夏隊全員が 「しらせ」 へ帰
着 した。「しらせ」 は直 ちに氷海航行 を開始 し,2月10日 早朝流氷縁 を離脱 した。その後氷縁沿 い に リーセ ル ラルセ
ン半島方面 に向か うも氷状 厳 しくブ ライ ド湾における海底地形調査 を断念,そ の後一旦北上 し,海 底重力観測 を行 っ
た後天文台岩方面 に向け南下 した。2月ll日 よ り19日 まで 日の出岬,天 文台岩,新 南岩,ウ ィ ドー ス露岩で2月20日
～21日 の間 はケー シー湾,リ ーセル ・ラルセ ン山での地学調査 を実施 した。 同時期 に海洋生物及 び海洋物理 ・化学観
測 も実施 した。3月1日,ブ リッツ湾着,次 年度以 降の 日中共 同観測 のための下見 として中国 中山基地 を訪問 した。
3月5日 よ り船上観測 を行いつつ東航 し,12日 か ら東経150度 に沿 って北上,16日 南緯55度 を通過,21日 に オー ス
トラ リア ・シ ドニーに入港 した。35次 夏隊は34次 越冬隊 とともに,28日 シ ドニー発空路,同 日成 田に帰着 し,第35次
夏隊 の行動 を終了 した。
(2)昭 和基地オペ レーション
① 輸 送
12月20日,昭 和基地第1便 にて,生 鮮食料品,託 送品を輸送 し,22日 より緊急物資,早 出し物資の輸送を開始した。
その後 も 「しらせ」の浮氷帯における航行に難渋 し,昭 和基地到着が大幅に送れる見込みとなったため,輸 送計画を
変更し,状 況に応 じた優先順位に基づ き,物 資輸送を行うこととした。昭和基地への本格的空輸は 「しらせ」が基地
へ10マ イルに接近 した1月12日 より開始され,31日 までに一般物資,燃 料 ドラム缶及び接岸後にバルク輸送予定であっ
た貸油の ドラム缶輸送等が行われた。観測隊による雪上車,建 築資材などの氷上輸送 も実施 した。
② 建設 ・設備改修作業
主な建設作業は,通 路棟建設及びそれに付帯する電気設備,冷 凍庫設備,温 水 ・冷水配管諸工事,既 設通路撤去に
伴 う仮設通路工事等である。 また通信棟移設に伴 う通信機材の新設,ケ ーブル新設工事及び医療棟移設に伴 う医療機
材新設工事が行われた。 また200keタ ンクの撤去作業が行われた。
これらの作業は,実 質42日 間,作 業量652人 ・日(内,「 しらせ」か らの支援78人 ・日)に て行った。
(3)昭 和基地及び周辺における観測
① 海洋物理 ・化学観測
潮時,瀬 高変動の調査及び潮汐予報の精度向上 を図るため,西 の浦にて数 日間,副 標観測と水準測量を実施 した。
また北の浦旧験潮所沖合30mの 海氷上から電磁流速計をつ り下げ,数 日間に亘る流向 ・流速 ・水温 ・塩分の連続観測




分布及び大型褐藻の分布調査を実施 した。また昭和基地周辺の海氷上にて釣による魚類採集(シ ョウワギス,ハ ゲギ
ス,キ バゴチなど)を 行い,魚 類の視機能とその日周性の研究を行 った。また南極沿岸及び陸水域における微細藻類
フロラの採集を東西オングル島,ラ ングホブデ,ス カルブスネスで実施 した。オース トラリア交換科学者による潜水
調査によるマ リンスノーの構造 と形成に関する調査を実施した。
③ 測地観測
雪氷観測計画の内陸調査隊 と共同で,内 陸域の ドームF観 測拠点の精密位置決定及び氷床流動速度観測(10点)を
行 うために,昭 和基地GPS基 準点での同時観測を37日間実施 した。またフランスCNESの 依頼によりドリスビーコン
アンテナのWGS84系 座標位置の精密測量を実施 した。
(4)野 外調査
浮氷帯 の氷状 が悪 く,「 しらせ」の定着氷縁 到着 が大 幅に遅 れたため,野 外調査 の開始 は計画 よ り遅 れ たが,リ ュ
ッ ォ ・ホルム湾及 び周辺 の露岩地域 では12月31日 か ら1月31日 までの間,観 測計 画 を縮小 して野外調査 を実施 した。
またプ リンスオラフ海岸 のい くつかの露岩及 びアム ンゼ ン湾 の露岩で は2月ll～21日,地 質及び地形の野外調査を行 っ
た。調査 地域 は以下 の通 り:ラ ングホブデ(a,d,e,f),プライボーグニーパ(b),ス カルブ スネス(a,b,e),
オ ングル諸 島(a,b,c,d,e),スカレビー クハルセ ン(a,b),ル ン ドボークスヘ ッタ(a,b,d),パ ッダ(d),
天文台岩(a),日 の出岬(b),竜 宮岬(a,b),新 南岩(a,b),ウ ィ ドー ス岬(a,b),リ ーセ ルラル セ ン山(a,
b)[a:地 質,b:地 形,c:測 地,d:地 球物理,e:生 物海洋,f:雪 氷]
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地質調査ではリュツォ ・ホルム湾岩体からグラニュライ ト相,漸 移相及び角閃岩相の変成作用を被 った地域 を選定
し,そ の精査が行われた。地形調査ではオングル島地形学図のための調査を中心に,隆 起汀線に関する年代測定資料
の採集などが行われた。測地観測では,昭 和基地 との干渉測位によるGPS観 測を露岩域の6地 点で行った。
(5)内 陸旅行
当初の計 画では,ド ームF観 測拠点 までの物資輸送旅行 を計画 したが,S16地 点へ の空輸 作業 に大 幅 な遅 れが 出た
ため,中 継 地点 までの輸送計画 に変更 し実施 した。
今 回の物資輸 送では雪上輸送用木権 を日本 か ら持 ち込む必要が あ り,Sl6地 点への スリング輸送 の実施 が旅行 日程
の決定条件 となった。1月2～3日 にSl6へ の ドラム燃料輸送が実施 され,5日 には権20台 の スリ ング輸 送が 実施 さ
れ,翌 日よ り旅行準備 を開始 した。1月10日,内 陸旅行隊 は雪上車4台 で灯油約15ト ン,液 封液2ト ン及び屋根 トラ
ス0.4ト ンを中継拠点 まで輸送すべ く出発 した。なお,支 援 隊はMD72地 点 まで同行 し,輸 送 本隊 は34次 内陸 旅行 隊
の支援 を受けつつ中継拠 点 までの物資輸送 を実施 し,1月28日 にS16へ 帰着 した。
(6)船 上観測
① 海洋物理 ・化学
海洋停船観測は,南 下航路3点,東 行航路及び北上航路12点 の計15地 点にて,　CTD,　 ロゼッタ採水,ナ ンセ ン採
水,ノ ルパックネット等の観測を実施 した。 この他往復航路において,　XBTl21点,表 面採水を!l5点,　 XCP観 測 を
適宜,モ ニタリングシステム等による表面海水の連続観測を行った。なお,オ ース トラリアの気象ブイ2機 を南下航
路で,ア ルゴスブイ2機 を東行航路でそれぞれ放流 した。ブライ ド湾東部の海底地形調査は当該海域の海氷状況悪化
のために中止 した。
② 生 物
浮氷帯縁付近(大 陸棚～斜面域)の 海域6地 点にて,ビ ーム トロールによる底棲生物採集及びベイトトラップによ
る底棲生物の腐肉性動物の採集を行 った。 ビーム トロールによる水深2000m以 上の2地 点からは深海性の十脚類 や等
脚類が多数採集された。バイトトラップでは毎回50～100個 の甲殻類 を主とする底棲動物が採集 された。 また,南 極




地磁気3成 分及び重力測定 を往復路において実施 した。磁力計の校正のため,8地 点にて 「8の字航行」 を実施 し
た。
⑤ 大気化学
表層海水中の炭酸 ガス濃度,大 気中のオゾン濃度の観測を往復航路において実施 した。
(7)越 冬隊 に よる観測
第35次 越冬 隊は越冬 隊長横 山宏大郎以下40名 で構成 され,1994年2月1日,第34次越冬隊か ら昭和基地の実質的な
運営 を引 き継 いだ。
第35次 隊が南極 に到着 した1993～1994年 の夏 は,厳 しい海氷状況 のため 「しらせ」が昭和基地接 岸 を断念す るとい
う,か つて ない事 態 となった。 このため物資輸送 の遅 れや長期化,夏 オペ レーシ ョン期間の作業の遅れなどが起こ り,
また当初予定 になか った秋 の中継拠点旅行 を実施す る ことにな り各部 門か らの支援や参加 を必要 とす るなど,越 冬中
の観測,作 業 にも大 きな影響 があ った。
しか しそれ にもかかわ らず,越 冬交代以後1年 間,昭 和基地,沿 岸,内 陸で観測活動,設 営作業 を順調 に実施 し,
ほぼ予定通 りの成果 を上げ,生 活面 で も順調 に経過 し,全 員元気 に越冬 を終 えて1995年2月1日,第36次 越冬隊 に無
事引 き継 ぐことがで きた。
(7)-1.定 常観測
① 極光 ・夜 光
前次隊 まで使用 していた フィルム記録式 の全天 カメ ラにかわ り,オ ーロ ラ全 天CCDカ メ ラを用 いた オー ロ ラ撮
像 を定常観測 と して行 った。観測は1994年2月21日 ～10月7日 の期 間の満 月期 を除 く晴 れた夜間 に実施 した。撮像
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間隔は10秒 ～30秒 。得 られた全天像 は ワー クステーシ ョンを介 して8mm磁 気テー プに1,008×1,018画 素 ・256階 調
のデ ジタル画像 デー タとして保存 した。
② 地磁気
地磁気3成 分 の連続観測 を行 い,月 毎 にK-indexを 作成 した。 また,毎 月1回,地 磁 気 の静穏 日を選 んで,絶
対観測 を実施 した。
③ 電離層
電離層垂直観測,オ ー ロラ レー ダ観測,リ オメータによる電離層吸収観測,短 波電界 強度測定,オ メガ電波受信
測定,等 の従来行 われて きた観測 ・測定 を実施 した。 なお,短 波電界強度測定については較正 を実施 した。
④ 気 象
定常気象 として,地 上気象観測,高 層気象観測,特 殊 ゾンデ(オ ゾン,輻 射)観 測,オ ゾン全量観測,地 上 日射 ・
放射観測,天 気解析,積 雪観測等,従 来通 りの観測 を実施 した。更に,ド ームF計 画 に伴 う各 内陸旅行 で の移動 気
象観測 や大気混濁度観測,ブ リューワー分光光度計やSl6ロ ボ ッ ト気 象計 の更新,ド ブ ソン分光光度計の交換 を行 っ
た。高層気象観測で は,越 冬 中に新型 ゾ ンデ(RS2-91型 レー ウィンゾンデ)の 試験飛揚 を行 い1995年1月1日
00UTCよ り新型 ゾ ンデによる観測 を開始 した。越冬 中の気圧,気 温 は極夜期 を除いた他 は平年 よ り低 めに経過 し,
特 に夏期 間が顕著で あった。 ブ リザ ー ドはA級,B級 各7回,C級14回 の計28回 で2月3日 のC級 ブ リザ ー ドは越 冬
交代後 としては1973年(C級),1975年(B級)に並ぶ早 い訪れであ った。 オゾン全量観 測では,1993年 に引 き続 き
過去最大規模の オゾ ンホールが観測 され,全 量値 は9月27日 に133matm-cm　 (暫定値)と 過去最低値 を更新 した。
⑤ 潮 汐
第31,第32次 隊で西の浦 に設置 された験潮儀(水 晶水位計)の デー タ収録 を継続 して行 った。
⑥ 地 震
HES型 短周期地震計及 びPELS型 長周期地震計 各3成 分 に よる観測 を継続 して行 った。1年 間 の地震 の読 み取 り
個数 は427で あった。 第30次 隊で設置 されたSTS-1型 地震計3成 分の観測 を継続 して行 っ た。 地 震 デー タ編集用
にワー クステー シ ョンを新 たに持 ち込み,シ ステムの拡充 を行 った。
(7)-2.研 究観測
① 宙空系
第35次 宙空系で は,テ レメ トリー による人工衛 星観測,極 域擾乱 と磁気圏構造の総合観測が主 な研究テーマであっ
た。人工衛星観測で は,従 来のEXOS-D衛 星の受信 に加 え,第34次 隊 に引 き続 き,　Freja衛 星の受信 を行 った。超
高層の総合観測関連で は,第34次 隊か ら引 き継 いだ観測 に加 え,新 たに固定方位7色 フォ トメー タによるオー ロラ
発光強度の観 測,並 び にオー ロラ活動 に対 する熱 圏大気 の応答 を調べ るFPDIS　 (Fabry-Perot　 Doppler　 Imaging
System)に よる観 測 を行 った。9月1日 か ら18日 は昭和基地 一アイスラ ン ド共役点観測期 間 で,こ の間 は観 測態
勢 を強化 した。そのほか,衛 星回線 に よる昭和基地 一極地研究所 間のデータ通信実験 を行い,双 方向ファイル伝送,
リモー トログイン,電 子 メール等 を容易 に行 えるよ うに,シ ステムの整備 を行 った。地磁 気の測定では,従 来 の磁
場傾度 地図 を拡 充するために,地 学 系 と共 同でオ ングル海峡 の磁場測量 を行 った。 また,光 ファイバ ジャイロに よ
り雪上車 の挙動 を測定 し,南 極 での移動体衛星通信 の可能性 を調べ た。第35次 隊で予定 されて いたNASA　 Polar
Deltaロ ケ ッ ト追跡管制支援 は,ロ ケ ッ ト打 ち上 げが延期 されたため に,第36次 隊へ と引 き継 いだ。
② 気水 圏系
「氷床 ドーム深層掘削観測計画」 に基づ き3回 の内陸旅行(秋 中継拠点旅行,春 中継拠点旅行,夏 ドームF旅 行)
を実施 し,第34次 隊に続 いて ドームふ じ観測拠点で越冬施設の建設 を行 った。 建築資 材,燃 料,液 封 液 な ど正味
ll2ト ンの物資 を ドー ムまで輸送 し,70日 間 をかけて建設 を完 了 した。旅行期 間中は出来 るだけ観測(雪 氷,気 象,
医学)デ ー タを取得す る ように努 めた。 レスキュー体制確保 の一環 と して,ま た緊急物資輸送 ・人員交替 の便宜 の
ために,3度 の航空 オペ レーシ ョン(昭 和基地か らIMOま で2度,MD244ま で1度)を 実施 した。 旅行 活動 及 び
その準備 は,機 械,気 象,通 信,医 療,設 営一般,調 理,航 空,宙 空な どの部 門 と共 同で行 った。実質的 には第35
次隊全体 のプロジェク トであった。
「大気化学観測計画」 に基づ き,各 種微量気体(二 酸化 炭素,メ タン,地 上 オゾ ン,成 層圏二酸化窒素 ・オゾン)
の連続観測及 び各種成分 の解析用大気サ ンプリング(航 空機 に よる上空大気 のサ ンプ リングを含む)を 第34次 隊か
ら引 き継いで行 った。新 たに高感度 ・高分解能のチ ューナブル ダイオー ドレーザ ーヘ テロダイ ン赤外分光計 を昭和
基地 に搬 入 ・設置 し,大 気 中の オゾン,N20,メ タン,硝 酸 の赤外 分光観測 を行 った。
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「地球観測衛星受信計 画」 に基づ き人工衛 星の受信観測 は,　MOS-1b衛 星 につ いては第30次 隊 よ り,　EERS-
1衛 星 について は第32次 隊 よ り,　JERS-1に ついては第33次 隊 より継続 している。 これ らの受信 観測 か ら南極 地
域での広域 にわた る水 蒸気量,雲 水量,海 氷 ・氷床 の分布特性及 びその変動 を明 らか にで きる。特 にERSか ら得 る
SARの デー タは高い解像度 を持 ち,雲 の影響 を受 けに くいこ とか ら,氷 床上 及 び海氷上 の詳 細 な表面 形態 や変動
などを明 らか にで きると期待 されている。 また,MOS-!bの クイ ックル ック画像写真 を 「しらせ」航行 の参考 資
料 として提供 した。
③ 地学系
古地磁気学 的研究 では,リ ュッ ォ ・ホルム湾岸,プ リンスオラフ沿岸,や まと山脈,そ れに リーセル ラルセ ン山
地域 での岩石試料採集 を計画 した。越冬前後の夏期間 にラングホ ブデ,パ ッダ,ア ウス トホブデ,そ れに リーセル
ラルセ ン山の調査 を行 った。越冬 中は3回 の沿岸地域 とや まと山脈の調査 を行 い,オ ングル諸 島か らル ン ドボーク
スヘ ッタに至 る沿岸地域 とやま と山脈B・C群 で コア試料約1500本 を採 集 した。 や まと山脈 の調査 で は7個 の コ ン
ドライ トと含火 山灰氷試料 の採集 も行 った。 プリンスオラフ沿岸の調査 は 「しらせ」 の接岸 断念 の影響 で実行 で き
なかった。越冬期 間中,地 学棟で は一部の採集試料の磁気試験 を行 い,基 礎 的なデー タを得 た。重力観測 では,越
冬前,中,越 冬終了直前の3回 超伝導重力計 に液体 ヘ リウムの充填 を行 い順調 に重力連続観測 を行 った。得 られた
デー タの中には多数の大地震のデー タも含 まれ,予 定の測定 を完遂 するこ とがで きた。
④ 生物 ・医学系
3か 年越冬観測の最終年 を担当 した 「海氷 圏生物 の総合研究」 では,昭 和基地周辺 の定着氷上の定点 において,
タイマー式お よび簡易型セデ ィメン トトラップに よる沈 降粒状物 の採集,　CTDな ど を用 いた海 洋観 測 を行 い,植
物 プランク トンやア イスアル ジーに よる基礎生産過程,及 びその結果海表層で生産 され た物質の沈降過程 を一年 を
通 して調査 した。例 年実施 している 「昭和基地周辺 の環境 モニタ リング」で は航 空機 も用 い,ア デ リーペ ンギ ンを
中心 に,コ ウテイペ ンギ ン,ア ザ ラシの個体数調査 を行 い,東 オングル島及 び周辺での土壌 藻類 ・菌類調査 のため
の土壌採取,ラ ングホブデ雪鳥沢SSSIの 永久 コ ドラー ト調査 を春か ら夏 にかけて実施 した。上記 の調査のため,4,
9,11月 に,ス カルブスネス,ス カー レン方面へ の沿岸調査 旅行 を行 った。
医学研究 では,南 極地域 における 「ヒ ト」 の税 目 リズ ムと気分の季節 変動 の研 究 を,睡 眠表 とOSA調 査 票,ア
クチグラム装着 に より実施 したほか,カ ロ リーメー ター による運動量調査,超 音波計測器 に よる踵骨 の骨密度測定
に より南極地域 での骨代謝 の調査 を行 った。 また高所,寒 冷環境へ の適応 については,航 空機上 の被験者,及 び内
陸旅行隊員 に対 して脈拍,血 圧,動 脈血中酸素飽和 度,尿 量等 の調査 を実施 した。
(7)-3.設 営
① 機 械
年間 を通 じての主 な作 業 は,新 発電棟 システム をは じめ とす る基地諸設備 の維持管理,雪 上車(内 陸旅行用,沿
岸調査 用),装 輪車,装 軌車等 の車両整備 と維持管理,さ らに内陸旅行 や野 外調査等,観 測部 門 の支援 作業 で あ っ
た。諸設備 の維持 管理 について特筆 すべ きことは,造 水が安定 して得 られ,大 きな トラブル に見舞われなか った こ
とであ る。発電機 は,概 ね年 間 を通 じて単機運転 で運用 したが,地 学部門の液体ヘ リウム製造(8月,1月)の 際
は並 列運転 を行 った。1月 に過電流 に よる トラブルが あったが,大 きな支障 は無か った。
車 関連 では,今 次搬 入 した雪上車SMIO4号 車(新 車),SM518,SM519号車(オ ーバホール車)は,春 中継 拠点
旅行,ド ームF旅 行 において,燃 料輸送 と ドームふ じ観測拠点の建設用資材の輸送 に使用 した。　SMIO4号 車 に トラ
ブルが発生 したが,特 に旅行 日程 には影響 はなか った。
昭和基地 の除雪 は,管 理棟及 び新通路棟の影響 によ り多量の ドリフ トがついたため,多 大 な時間 と労力 を費や し,
加 えて装軌車 の酷使 に よる トラブルが多発 した。
今次隊 の内陸旅行 は,夏 中継拠点旅行,秋 中継拠点旅行,春 中継拠 点旅行,夏 ドームF旅 行 の4回 が行 われ た。
4回 の旅行で使用 した車両 は,SM50Sが6台,　 SMIOOSが13台,D40PLが2台 と棲63台 が使用 され,そ の ため の
車両整備(SMIOOS,　 D40PLはSl6で の整備)や 権 の整備 に多大 な時間 と労力 を費や した。
② 通 信
第35次 隊で移設 した管理棟通信室での運用 は,2月8日 よ り開始 した。越冬業務 の中心的 な役割 を持つ管理棟で
の運用 とい うこともあ り,各 旅行隊,航 空機 との通信系統 も整 った。 旧通信棟 は,通 信機整備保守,及 び物品保管
に利用 した。短波回線 は,電 離層の状 態に よ り連続 して交信 がで きないこ ともあったが,年 間を通 して銚子無線,
各旅行隊,「 しらせ」 と良好 に交信で きた。　VHF,　 UHFは トラブルもな く良好 に交信 で きた。 また,今 回は レピ一
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タ中継機は設置,回 収,天 候の急変等,旅 行隊の制約をきたすため使用せず,　HF車 載機により運用 し良好であっ
た。内陸旅行,沿 岸旅行の各旅行では,航 跡表示のGPSが 有効に利用できた。また,内 陸旅行には特にデイライ ト
方式表示のレーダーが大変有効で,昭 和基地に1台 しかなく不便をきた した。
施設面では,昭 和基地全面停電時にも基地周辺の緊急通信 と,外 部(日 本)と の通信は最低限確保する必要があ
るため,通 信室のVHF,　 UHF設 備及びインマルサ ット設備にはバックアップ電源を備 えるべきであると考える。
③ 調 理
調理室および食堂は広 く作業がしやすい反面,清 掃など施設維持が大変であった。越冬隊員40名 に対 して調理担
当が2名 では作業量からして不足で,1名 増員が望 ましい。35次 では管理棟1階 のうち機械室ダムウエーター個だ
けを食料保管場所 として使用 したが,食 料はなるべ く管理棟に集める方が作業の軽減になり望ましい。食料は一年
間ほぼ満足できる状態であったが,冷 凍食品の一部に品質低下があった。これは 「しらせ」からの輸送の際,冷 凍




しているので,例 年一律の予備食ではなく,例 えば5年 間隔 くらいに嗜好 を考慮 して予備食の種類 と数量を検討す
る必要がある。
④ 医 療
内陸旅行を含めた越冬期間中の疾患発生数は322例 であったが,重 篤な疾患,外 傷はみ られなかった。発生疾患
322例 のうち歯科疾患が45例 と例年に比べて多 く,過 去5年 間の推移をみても明かな増加傾向がみ られた。今次隊
で ドームふじ観測拠点に長く留 まった隊員は,建 設作業に従事 した隊員で,そ の最大日数は70日であった。
当初,心 配された高所障害の発生はなく,頭 痛や軽い食欲低下 といったごく軽微 な症状を呈 したにとどまり,治
療の対象となるものはみられなかった。隊員の健康管理は,年3回 の定期健診により行った。また,定 期健診以外
に内陸旅行隊ややまと山脈旅行隊などの長期野外調査隊の健診(旅 行前後)や 航空パイロッ トの健診(9月)も 実
施 した。夏 ドームF旅 行隊では,毎 朝の脈拍,血 圧,呼 吸数,動 脈血中酸素飽和度を測定 し,健 康管理に役立てた。
いずれの健診の結果も概ね良好であった。医療設備ならびに機器については,今 次隊から全面的に管理棟2階 の医
療施設の使用を開始 したが,手 術灯は改善が望まれる。今次隊では,新 たにX線 透視撮影装置を管理棟2階 へ設置
し,旧 第9発 電棟 レントゲン室のX線 装置は解体 して廃棄物 として持ち帰った。また,第34,第35次 隊 と借用 した
生化学検査装置(フ ジ ドライケム5500)は 今次隊で持ち帰った。医薬品の在庫管理は在庫 ソフ ト(Lotusl-2-3)
で行い,「昭和基地の医療の在庫 リス ト」 をファイル伝送試験の一環 として情報科学センターを経由 してファイル
転送 した。
⑤ 航 空
第35次航空部門では,越 冬交代後2月 下旬より飛行作業を開始 し5月 上旬をもって一旦運休した。日照時間が長
くなった8月 下旬 より運航を再開し翌年1月 上旬まで飛行作業を行った。飛行作業内容としては,大 気サンプリン
グ,動 物センサス,高 所医学,各 種調査,内 陸関係,や まと関係などである。予定された飛行作業は,ほ とんど終
わらせることができた。総飛行時間合計は,267時 間45分 に達 した。1月 中旬より 「しらせ」ヘセスナ,ピ ラタス
を積み込みこんだ。この作業の完了をもって航空部門としての活動は終了 した。
⑥ 廃棄物
昭和基地および野外行動における廃棄物の管理,処 理 をおこなった。また,こ れらの廃棄物の質と量を調査した。
越冬期間中,昭 和基地における定常的な排出量は隊員1人 ・1日 当た り約1.2kg,年 間約15ト ンであった。 また,
野外行動における排出量はどの旅行 も隊員1人 ・1日当たり約0.5kgで あった。いずれも約70%が 可燃物であった。

















クライス トチ ャーチ発,マ クマー ド基地着
マ クマー ド基地発
アム ンゼ ン ・スコッ ト南 極点基地着
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江尻全機(国 立極地研 究所 ・教授)
(4)目 的
南極極冠域 におけ る超高層 観測の研 究調査
(5)調 査概要
米国マ クマー ド基地及びアム ンゼ ン ・ス コッ ト南極点基地 における超高層観測 の研究調査及 び同基地 の科学研究
及び南極観測 オペ レー シ ョンに関する現 地調査
(6)調 査 項 目
① マ クマー ド基地及びアム ンゼ ン ・ス コッ ト南極点基地 における超高層研究観測 システム
② 南極点基地 におけ る天文研 究観 測 システム
③ マ クマー ド基地の科学観測衛 星受信 システム
(7)調 査 の経緯及び取得 した情報
平成7年1月10日 成田発,同11日 ニュージーラ ン ド・クライス トチャーチ着,米 国科学財団(NSF)の 事務所 を
訪問 し挨拶 と情 報交換 を行 った。 また,南 極 の紹介 と南極 で生 きる方法(サ バ イバル)に ついての講義 を ビデオ室
で受講 し,　International　 Antarctic　 Centerに ハ ロー フィール ド博士 を訪 ね情報交換 を した。 その後ICAIR　 (lnter-
national　 Center　 for　Antarctic　 Information　 and　Research)　 のス ミス博士 を訪 ね,情 報 ネ ッ トワー クにつ い て
の情 報交換 をした。
翌13日 ・14日 と早朝4時 か らの待機 で,15日 の午後航空機LC-130に よ りマ クマー ド基地 へ入 る。17日 マ クマ ー
ド基地か らアム ンゼ ン ・ス コッ ト南極点基地へ 入る ことが出来 た。
アム ンゼ ン ・ス コッ ト南極 点基地では,ス カイラブ(観 測棟)最 上 階(5F)及 び3Fで 行 って い る超 高層 関連
の観測機 器の調査 を行 い,特 にオー ロラ全天 カメラについて昭和基地 における同観測 デー タとの互換性 について研
究調査 を行 った。 このデー タは国立極地研究所 のWDC-C2　 (世界 デー タセ ンター ・オー ロ ラ)で 収集 してい る
ものである。
また,昭 和 基地に第36次 観 測隊にて建設 された短波(HF)レ ー ダーがこの南極点上層大 気 プ ラズマ運動 を観測
する ことか ら,同 時観 測の可能性 について も調査 した。米 国の新 しい観測分野 として南極点 における天文観測 シス
テムについて も調査 し,米 国本土 か らの科学者 があたか も観測機器 の側 にいて研 究 をす る とい うテ レサ イェ ンス
(遠隔科学)シ ステムにつ いて多 くの知見 を得 ることがで きた。
マ クマー ド基地で も超高層 関連研究観測 の現地調査,及 び本年完 成 した科学観測衛星受信 システムを調査 し,将
来,昭 和 基地 多 目的衛 星デー タ受信 システム と共 同で南極域全体 をカバ ーす る科学衛星 による研究 につ いての議論
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がで きた。
さらに,連 日NSFの 代表 や科学者,　Antarctic　 Support　 Associations　 (ASA)　 の人 ・々 ,米 国海 軍 の人達 と情 報
交換 ・見学 がで き,多 くの米 国の南極観測 について学 ぶこ とがで きた。 クライス トチャーチでNSFの 事務所での情



























平成6年ll月14日,ホ バー トに到着すると,日 本から送った観測資材の積込みに立ち会うとともにオース トラリ
ア南極局へ表敬訪問を行 った。
今回の中山基地で予定 していたことは,新 たに超高層観測棟(UAP棟)を 建設 し,そ の中に観測機器 を設置 ・
調整して中国越冬隊員に引き継 ぐことであった。しかし,今 年は海氷が厚 く,船 が中山基地に十分に近づ くことが
できなかったため,隊 員と物資の輸送はオース トラリア ・デービス基地から急拠チャーターしたヘ リコプターを用
いることとなった。
これに伴いUAP棟 建設は大幅に遅れたため,棟 の完成に先行 して,観 測機器の調整を行 った。 オーロラ観測関
係に関しては,居 室内で組立て試験及びキャリブレーションデータの取得を実施 した。また,地 上オゾンの観測は
UAP棟 建設現場の横にあるコンテナを利用 した。
その後,　UAP棟 完成に合わせて全ての観測機器 を棟に移設 し,1月18日 までに観測体制 を整 えた。現在,設 置





昭和 基地 は東南極 リュッォ ・ホ ルム湾東岸 の大陸氷縁 か ら西 に約4km離 れ た東 オ ングル島上 にあ り,天 測点 は
69°00/22"S,39°35/24"Eで 標高 は29.18mで ある。
(2)建 築物
建物42棟 の総床面積 は約4540㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟3,観 測 ・研 究棟ll,　ロケ ッ ト関係 棟4,多 目
的衛 星デー タ受信 システム,倉 庫2棟 が,東 オ ングル島の岩盤の上 に建て られている。他 に,見 晴 らし岩西側 に燃
料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺 には各種観測用の アンテナ群及びセ ンサー類 があ り,基 地北側 のア ンテナ
島に送信棟 及び送信 ア ンテナ群が ある。
(3)電 力
昭和基地電源 としては,発 電棟 に200kVA(160kW)発 電機3台 が配備 されてお り,通 常 は200kVA発 電機1基
運転 で全 ての電力 をまか なってい るが,必 要 に応 じて2基 並列運転 も行 っている。
(4)車 両,航 空機
夏期の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等 の装輪車 があ り,冬 期作業用 としてブル ドーザー,パ ワー
シ ョベ ル,小 型雪上車,内 陸や沿岸域 な どの野外調査用 として大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上
車,ス ノーモー ビル等が配置 されている。 また,小 型航空機(ピ ラ タスポー ターPC-6,セ スナ185)を 運用 して
い る。
(5)通 信
インマルサ ッ トが導 入 された現在 では,定 期的 に極地研究所 との間でFAXの 通信 が行 わ れ,文 章,図 面等 の送
受信 が,ま た必要 に応 じ,電 話 やテ レックス等 も使用で きる。 インマ ルサ ッ トの場 合は通信衛 星 を利用 しているの
で電波伝播状態,ノ イズ等 の問題 はな く安定 した通信が確保 で きてい る。
電報 については,1日1回 昭和基地時 間で12:20か ら始 まるNTT銚 子無線電 報 局 との通信 で送 受信 され る。 し
か し,電 報 は,短 波 回線 を利用 しているため,電 離層 の状態 に よ り左右 される。 その他,モ ー ソン基地 との気象電
報等 の送受,共 同FAXニ ュースの受信が毎 日行われてい る。 なお,極 地研究所 との 間で イ ンマ ルサ ッ ト回線 を利
用 した静止画像電送(SSTV)の 運用 も行 われている。
(6)医 療













































仮 作 業 棟
金 属貯 油 タ ン ク
ピ ロー 貯 油 タ ン ク





昭 和 基 地 建 物
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
娯 楽 棟 1957(1)40.3
木製パ ネル
ビリヤー ド,バ ー


























旧 第7発 電 棟
1966(7)
67.0
軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル!
i




旧 送 信 棟
1966(7)
29.2




















高床,ア ル ミパ ネル
夏期 「しらせ」電信室




食糧庫,設 営倉庫,レ ン トゲン室













レー ダー テ レ メ ー タ ー 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー ,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
}
コ ン トロ ー ル セ ン ター
1969qO)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点 に移設||夏 期 「しらせ」 ヘ リコプ ター管制









1鉄 骨,コ ン ク リ ー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,屋 上 な し
ロ ケ ッ ト発 射
i
1
観 測 倉 庫
1970(11)
8L2
1高 床,軽 量鉄骨,折 板
覇 鰍 気象を除く翻 剛 日韓
I
l
第 ll　　 倉 庫
1970(11)
205.4i





建 物 名 建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途








推 薬 庫 1972(13)67.0
高床,鉄 骨,木 製 パネル
ロケ ッ ト格納庫
気 象 棟 1973(14)100.8
高床,木 製パネル
気象観測,屋 上にパラボラアンテナ
気 象 棟 前 室 1973(14)26.4
軽量鉄骨,木 製パネル
気象用倉庫
環 境 科 学 棟 1974(15)100.8
高床,木 製パネル
生物,医 学
送 信 棟 1975(16)72.0 送信機室























48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所
情 報 処 理 棟 1981(22)100.8
高床,木 製パネル
宙空観測
発 電 棟 1982(23,24)425.5
鉄骨2階,鋼 板 パ ネル,木 製パネル
200kVA発 電機3基,冷 蔵食糧庫,暗 室2,便 所,洗 面,風 呂,理 髪室
仮 作 業 棟 1985(26)
112.0
パイプ,断 熱 シー ト
航空,建 築物 品庫,木 工作業
作 業 工 作 棟 1986(27)289.3
鉄骨,鋼 板,木 製 パネル,走 行 ク レー ン2.8t
車両整備,機 械 ・航空物 品庫
衛 星 受 信 棟 1988(29)ll6.9
高床,木 製パネル
衛星受信設備
ヘ リ ポ ー ト





重 力 計 室 1991(32)49.0
木製パネル
超伝導等重力観測
管 理 棟 1992(32,33)721.6
1階 鉄骨,2・3階 集成材,鋼 板 ・木製パ ネル
厨房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信 室,隊 長室








昭和基地 の南東約270㎞ の内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E,標 高約2,200m)に あるこの基地 は第11次(昭 和
45年)に コルゲー ト棟 を設置 したのを始 め として年 ・々拡 充 されたが、27次 隊 で閉鎖 され,28次 隊か らは無人観測点 と
して機能 している。毎年,昭 和 基地か ら数回保 守 に出かけてい る。
(1)建 設 物
雪面下 にコルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層観 測室,医 療棟の計6棟,延 床面積106㎡ の建物
の他,ト レンチ を利用 した発 電機室,ボ ー リング場,雪 洞に よる実験室 がある。 また地 上 に は,通 信 用 ア ンテ ナ,30
mの 気象 タワーなどが設置 されている。
(2)電 力 等
16kVA(12.8kW)と12kVA(9.6kW)発電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 と風 呂は発 電機エ ンジ ンの冷却 水


























ハ ッチ部 は埋め もど し域
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3)あ すか観測拠点の施設概要
あすか観測拠点 は、 ブライ ド湾か ら約140kmほ ど内陸に入 った氷床上 の基地 で,第26次 観測 隊か ら建設 が始 まり,
第28次 隊で越冬が開始 され たが,1991年12月 に越冬観測が中断 され,現 在 は無人で気象観測装置や実験用の風力発電










































































建物配置 を図に示 す。建物総面積 は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通 路 兼倉庫 ・冷凍 庫 ・飯 場 棟 か らな
る。
あすか観測拠点配置




あ す か 観 測 拠 点 建 物 一 覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
30マ イ ル 小 屋
1984(25)鋼板塩 ビ加工パネル






100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(27) 木製パネル
95.0 発電機室 ・風 呂 ・便所
観 測 棟
1986(28) 木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28) 鉄 パイプ ラチス ・木製 パ ネル,一 部分不燃 パネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用電源 として30kVA(24kW)発電機2機 が発電棟 に設置 されている。
その他 に5kVA,　 3kVA発 電機 が非常用 として保管 されている。
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4.南 極地域観測資料整理
平 成6年 度 の南極 地域観測 に係 る資料整理 は,以 下の資料 等 について実施 された。
これ らの資料整 理は順 調 に進み,研 究発 表 は,学 会等 におけ る口頭発 表の他Memoirs,南 極資料,　JARE　 Data
Reports及 び関係学 会誌 において行 われてい る。
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
気象定常 稲 川 譲
地上気象観測 現地気圧,海 面気圧, 1994.2.1～ 観測野帳,日 表,月 表,自 記記録紙 1年分 気象庁
気温,露 点温度, 1995.1.313.5イ ンチFD
蒸 気 圧,風 向,風 速,
日照時間,全 天 日射
量,雲,視 程,天 気
高層気象観測 高 度 約28kmま での気圧,1994.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ ン チFD 1年分
気 温,風 向,風 速, 1995.1.31指定気圧面資料,観 測原簿
一40℃ ま で の湿 度
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の垂直分布 1994.2～ 観 測 記 録,3.5イ ン チFD 55回 分
1995.1
上 ・下向き放射量の 1994.6～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 11回 分
垂直分布 1995.9
オゾン観測 オゾン全量値 1994.2～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 248日 分
反転観測値 1995.1 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 95回分
地上 大気混濁度 1994.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 10ケ 月分
日射 ・放射観測 直達日射量 1995.1.31




下向き放射量 1994.2,1～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 1年分
長波長放射量 1995.1.31
その他の観測 S16気 温,風 向,風 速1994.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 1年分
(ロボット気象計) 1995.1.31
海氷上の積雪量 1994.2～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 1年分
1995.1
電離層定常 岩 崎 恭 二
電離層垂直観測 イ オ ノ グ ラ ム 1994.2.1～ 35mmフ ィ ル ム30mリ ー ル 52巻 通信総合研究所
1995.1.31デ ジ タ ル記 録 カ セ ッ トMT-C500H 52巻
光磁気ディスク 2枚
リ オ メー タ リ オ メー タ20MHz 1994.2.1～ レ クチ ホ リ38cm 3巻
・30MHz 1995.1.31
地磁気H成 分
短波電界強度測定 JJY　 8・10M}lz 1994.2.1～ レ クチ ホ リ20cm 3巻
1995.1.31
電 波 に よる オ ー ロ 地磁気H・D成 分 1994.2.1～ レ クチ ホ リ38cm 3巻
ラ観 測 ・オ メ ガ電 オ ー ロ ラ レー ダ50 1995.1.31
波受信観測その他 ・112MHz
リオ メ ー タ30MHz
リオ メ ー タ30MHz レ クチ ホ リ20cm 3巻
地磁気H成 分
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観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
電離層 ・定常 岩 崎 恭 二
電 波 に よ る オ ー ロ JJY　 8MHz 1994.2.1～ 打点記録計E906ZNF 12巻 通信総合研究所
ラ観 測 ・オ メ ガ電 地磁気H成 分 1995.1.31
波受信観測その他 オ メ ガ13.6kHz
オー ロ ラ レー ダ50MHz
リ オ メ ー タ30MHz
オ メ ガ10.2kHz 打点記録計E906ZNF 12巻
・13.6kHz
リ オ メー タ30MHz
地磁気H成 分
オー ロ ラ レー ダ50 打点記録計E906ZNF 12巻
・112MHz
地 磁 気H・D・Z成 分
衛星電波による全 NNSS衛 星電波の観測1994.2.1～ レ クチ ホ リ20cm 13巻
電子数等の観測 1995.1.31TPK-10 53巻
デ ジ タル記 録 カ セ ッ トMT-C500H 53巻
GPS衛 星電波の観測 光磁気ディスク 1枚
地球物理 ・定常 名 和 一 成
地震定常観測 HES地 震計アナログ 1994.2.1～ 感熱記録紙(フ ァイル) 24冊 国立極地研究所
モ ニ ター記 録 1995.1.31NEC三 栄8D23H長 時間記録計 (2冊)
1995.1.1～ (36次隊持帰)
1995.1.31
PELS地 震計アナログ1994.2.1～ 同上 4冊
モ ニ タ ー記 録 1994.5.31
1994.2.18～ 感熱記録紙 14冊
1995.1.31NEC三 栄8K23長 時間記録計 (1冊)
1995.1.21～ (36次隊持帰)
1995.1.31
STS地 震計観測 STS地 震計BRB出 力1994.2.1～ 感熱記録紙(フ ァイル) 12冊





STS地 震計BRB出 力1994.2.1～ 光 磁 気 デ ィス ク(5.15イ ンチ,600MB) 5枚
デジタル記録 1995.1.31NEC　 PC-ODIO2-O!
8mmビ デ オ テ ー プ(2GB) 1巻
EXABYTE　 (tar形 式 フ ァイ ル)
STS地 震計LP出 力 1994.2.1～ カ セ ッ トMT　 CT-600N 8巻
デジタル収録 1995.1.31TEAC　 DS-80(ス トリー マ付)
STS地 震計POS出 力1994.2.1～ チ ャ ー ト紙 12冊
ア ナ ロ グモ ニ ター記 録 1995.1.31NEC三 栄RD2212ハ イブ リ ッ ドレコーダー
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
電離層 ・定常 岩 崎 恭 二




験 潮 ア ナ ロ グ モ ニ タ ー 1994.2.1～ チ ャ ー ト紙 12冊
記録 1995.1.31YOKOGAWAμRl80打点記録計
極光 ・夜光定常 脇 野 洋 ・久保田 実
全天カメラ観測 オーロラ全天CCDカ 1994.2.21～ 8mm磁 気 テ ー プEXATAPE,　 ll2m106巻国立極地研究所
メ ラ に よる オ ー ロ ラ全 1994.10.71画 像/10～30秒
天像及びダイナミック 光 デ ィス クTEAC-MA-250W 5枚
表示データ 1画 像/10～30秒5400画 像/枚
光 デ ィス ク装 置 ・TEAC-LV-250H
5イ ンチ光 磁 気 デ ィ ス ク ・RICHO 1枚
ダイナミック表示 ・1画 像/2時 間
光 磁 気 デ ィス ク装 置 ・RICHO・5イ ンチ




極光の形態と スチール写真 1994.3.7～ 35mmカ ラ ー ポ ジ フ ィル ム 900枚
色彩の写真観測 1994.10.7ISO400及 びISO1600
地磁気 ・定常 脇 野 洋 一
地磁気3成 分 フ ラ ッ クス ゲ ー ト 1994.3.9～ チ ャ ー ト記 録 ・　l　ch連 続 記 録 ・50mm/h 22巻国立極地研究所
連続観測 磁力計H成 分 1995.1.31YEW　 ERI80
(測機舎製)
フ ラ ッ クス ゲ ー ト 1994.3.9～ チ ャ ー ト記 録 ・　l　ch連 続 記 録 ・50mm/h 22巻
磁力計D成 分 1995.1.31YEW　 ER180
(測機舎製)
フ ラ ッ クス ゲ ー ト 1994.3.9～ チ ャ ー ト記 録 ・　lch連 続 記 録 ・50mm/h 22巻
磁力計Z成分 1995.1.31YEW　 ER180
(測機舎製)
K-index 1994.2.1～ K-index読 み取 り原 簿 12部
1995.1.31
地磁気絶対観測 絶対観測計算結果 1994.2.26～ 地磁気絶対観測野帳 12部
1995.1.20
宙空系 西 村 浩 ・小 原 徳 昭
テ レメ トリー に よ EXOS.D 1994.2.1～ 2400feet/CCT(961パス分) 174巻 国立極地研究所
る人工衛星受信 Sバ ン ドデ ー タ 1995.1.31
観測
FREJA 1994.1.31～ HDDT/AMPEX　 (217パ ス分) 9巻
Sバ ン ドデ ー タ 1995.1.31
EXOS-Dア ンテナ追 尾1994.2.1～ 3.5イ ンチFD 1枚
角度データ 1995.1.31
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関








3.5イ ンチFD 1枚 国立極地研究所
レ ドー ム 内




宙空系 小 原 徳 昭
イ メ ー ジ ング
リオ メ ー タ
2次元CNAデ ータ 1994.1.27～
1995.1.20
MO-7616光 磁 気 デ ィ ス ク 9枚 国立極地研究所







3.5イ ンチFD 185点 分国立極地研究所







PC-9801内 蔵 ハ ー ドデ ィ ス ク 36.2
MB
通信総合研究所















チ ャ ー ト記 録 ・8ch連 続 記 録,







チ ャ ー ト記 録 ・3ch打 点記 録25mm/h・
YEW　 HR2400
12巻













オーロラ光学観測 SITカ メ ラ に よ る オ ー
ロ ラ全 天 像
1994.4.4～
1994.10.4
S.VHSビ デ オ テ ー プ ・
S-VHSビ デ オ レコー ダー に よる連 続 記録
光 デ ィス クTEAC-MA-200W・1画像/
10秒
10800画 像/枚 ・





観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
オーロラ光学観測 多色掃天フオ トメター 1994.8.30～ 2400feet磁 気 テ ー プ ・デ ジ タル デ ー タ 23巻 国立極地研究所
に よるOI557.7nm 1994.10.1レ コー ダーDR-200
OI630.Onm　 Hβ の3 チ ャー ト記 録 紙,6chレ ク チ グ ラ フ 1巻
波長の発光強度 とその
変動
固定方位7色 フォトメ 1994.4.4～ 2400feet磁 気 テ ー プ ・ 23巻
タ ー に よ る7波 長 オ ー 1994.10.1デ ジ タ ル デ ー タ レコ ー ダ ーDR-200
ロラ発光強度 とその変
動
チ ャ ー ト記 録 紙,8chレ ク チ グ ラ フ 1巻
FRDISを 用 い た オ 1ー994.3.22～ 5イ ンチ光磁気ディスクSONY・ 10枚 東北大学
ロラ及び極域大気 1994.9.26光 磁 気 デ ィス ク装 置SONY　 ・5イ ンチ
(OI557.7nm,OI630.On光 デ ィ ス クTEAC-MA-250W　・ 3枚
m)の フリンジ画像 光 デ ィ ス ク装 置TEAC・LV-250H
地学系 石 川 尚 人
超伝導重力計(SC地球潮汐2秒 データ 1994.1.28～ カセ ッ トMT　 CT-600N　 TEAC　 DS-8012巻 国立天文台
G)及 び ラ コ ス テ (SCGハIDE信 号) 1995.1.28(ス トリー マ付),8mmビ デ オテープ(2GB) 1巻
重力計(D73)に EXABYTE　 (tar形 式 フ ァイル)
よる観測
地球自由振動2秒 デー 1994.1.28～ 上 記 のMT,　 8mmテ ー プ に記 録
タ(SCG/MODE信 号)1995.1.28
地球潮汐2秒 データ 1994.1.28～ 同上
(D73/TIDE信 号)1995.1.28
地球自由振動2秒 デー 1994.1.28～ 同上
タ(D73/MODE信 号)1995.1.28
気圧2秒 データ 1994.1.28～ 同上
1995.1.28
重 力 計 ・気 圧 ・室 温 ・ 1994.1.28～ チ ャー ト紙,H25-IZ 12冊
ア ナ ロ グモ ニ ター 記 録 1995.1.28理 化 電 機R666ペ ン レ コー ダー
傾斜信号・室温・箱温度 1994.1.28～ カセ ッ トMTCT-500,CT-300 12巻
5分 デ ー タ 1995.1.28TEAC　 DR-55
傾斜信号 1994.1.28～ チ ャー ト紙,B9501AH 12冊
ア ナ ロ グモ ニ ター 記 録 1995.1.28横 河YEW34002ペ ン レ コー ダー
気水 圏系 庄 子 仁,齋 藤 隆 志,齋 藤 健,白 岩 孝 行,稲 川 譲
氷床 ドーム深層 緯 度,経 度,高 度, 1994.10～ ル ー ト方 位 表 、 1冊 国立極地研究所
掘削計画 読み取 り値 1995.1 3.5イ ンチFD 1枚
雪尺測定値 1994.10～ 雪尺表 1冊
1995.1 3.5イ ンチFD 1枚
気 温,風 向,風 速, 1994.1～ 3.5イ ンチFD 3枚 北見工業大学
日射,雪 温 1995.1
(み ず ほ,中 継 拠 点,
ドー ムF)




観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
氷床 ドーム深層 ドームF観 測拠点建設 1994.ll～ 35mmポ ジ フ ィル ム 50巻 北海道 しばれ
掘削計画 記録 1995.1 研究所
気 温,気 圧,風 向, 1994.4.4～ 3.5イ ンチFD 2枚 気象庁











気水圏系 白 岩 孝 行
氷床 ドーム深層 全天 日射,上 向短波, 1994.ll.26～ 3.5イ ンチFD 3枚 北海道大学
掘削計画 放射収支,気 温, 1995.1.18 低温科学研究所
風速,雪 温
ドームF昇 華量 1994.10.26～ ノ ー ト 1冊
1995.1.183.5イ ンチFD 1枚
Sl6～ ドー ムF間 層 構1994.10.26～ ノ ー ト 1冊
造 ・密 度 ・誘 電 率 ・粒 1995.2.6 3.5イ ンチFD 3枚
径 ・硬度
プ リ ン ス オ ラ フ海 岸 ～ 1994.3.8 35mmネ ガ フ ィル ム 15巻
宗谷海岸の空中写真 1994.4.15 35mmポ ジ フ ィル ム 10巻
1994.8.21 8mmビ デ オ フ ィル ム 2巻
1994.9.30
1994.12.22
気水圏系 斎 藤 隆 志
氷床 ドーム深層 Sl6～ ドー ムF間 層構 造1994.ll.6～ ノ ー ト 1冊 京都大学
掘削計画 ・密度 ・粒 径 ・雪温 1995.11.293.5イ ンチFD 1枚 防災研究所
リュ ツ オ ・ホ ル ム湾 ～ 1994.2.273.5イ ンチFD 6枚
宗谷海岸の表面温度 1994.4.19 8mmビ デ オ フ イ ル ム 3巻
1994.12.13
Sl6～ 中継 拠 点 1994.4.4～ 3.5イ ンチFD 3枚





水位 ・気温 1994.1～ 3.5イ ンチFD 2枚
水位 ・気 温 ・水 温 1994.8
1994.12～ 3.5イ ンチFD 3枚
1995.1
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
気水圏系 小 出 理 史




メタン濃度分析値一次 1994.2.1～ 3.5イ ンチFD 24枚国立極地研究所
解析値 1995.1.31感熱記録紙 24冊
保守記録ノート 1冊
地上オゾン濃度分析値 1994.2.1～ 3.5イ ンチFD 28枚
一次解祈値 1995.1.31プリンター出力記録紙 16冊
ペ ン レコ ー ダ チ ャ ー ト記 録 紙 12冊
保守記録 ノー ト 1冊
成層圏二酸化窒素 ・オ 1994.2.1～ 5イ ンチFD 78枚名古屋大学
ゾン分光観測結果稼働 1995.1.313.5イ ンチFD 2枚
状況一次解析値 プリンター出力記録紙 40冊
保守記録 ノー ト 1冊
レー ザ ヘ テ ロ ダイ ン分 1994.2.14～ 3.5イ ンチFD 95枚東北大学
光 計 に よる オ ゾ ン ・メ 1995.1.15ペンレコーダー出力記録紙 47冊
タ ン ・一 酸化 二窒 素 ・ プリンター出力記録紙 5冊
硝酸分光観測結果 観 測 ノー ト 5冊
気水圏系 白 岩 孝 行 ・齋 藤 隆 志
地球観測衛星受信 MESSR,　 VTIR, 1994.2.1～ 高密度ディジタル磁気テープ 27巻 国立極地研究所
計画 MSR,　 MOS-1b衛 星1995.1.31高密度ディジタル磁気カセットテープ 1巻
受信 受信 ログ 1冊
SAR　 (AM1) 1994.7.8及 び高密度ディジタル磁気テープ 37巻
EERS-1衛 星受信 1995.1 高密度ディジタル磁気 カセットテープ 1巻
受信 ログ 1冊
SAR 1994.7及 び 高密度ディジタル磁気テープ 14巻
OPS　 (VNIR,SWIR) 1995.1 高密度ディジタル磁気カセットテープ 1巻
JERS-1衛 星 受 信 受信ログ 1冊
MESSRク イ ッ ク ル ッ1994.2.1～ 35mmモ ノ ク ロ ネ ガ フ ィル ム 345巻
ク 写 真,　MOS-b衛 星 1995.1.31
生 物 渡 邉 研太郎 ・佐 藤 壽 彦
海氷圏生物の総合 水深,水 温,塩 分濃度 1994.2～ 3.5イ ンチFD・SBEI9,0S200 12枚 国立極地研究所
研究 1995.1 /CHLAM
水中の放射スペクトル 1994.1～ 3.5イ ン チFD・LI-1800 6枚
1994.12
PAR,　 UVA,　 UVB1994.1～ 3.5イ ン チFD・LI-1000,光量 子 セ ン サ ー 5枚
1995.1
環境モニタリング 分布,行 動 1994.4～ ビ デ オ テ ー プ 8巻
1994.12 35mmカ ラ ー フ ィ ル ム 12巻
永久コドラー トの植生 1995.1.19 35mmフ ィ ル ム 4巻
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関














(ア クチ グ ラム記 録) DOS/V　 DATA　 FD　 (2HD)1枚
運 動 量 調 査(カ ロ リー
メ ー ター記 録)
1993.ll.14～
1995.1.13





DOS/V　 DATA　 FD　 (2HD)
MS-DOS　 Data　 FD　 (2HD)
10枚
1枚





MS-DOS　 Data　 FD　 (2HD)1枚
(航空医学記録) 1994.3～
1994.10
MS-DOS　 Data　 FD　 (2HD)1枚
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採 取 試 料 一 覧
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
地学系 船 木 實 ・石 川 尚 人
古地磁気学的研究 岩石 1994.1.25～ 東オングル島 ブロック試料 24個 国立極地研究所
1994.1.29 京都大学
1994.1.31～ 西オングル島 コア試料 48本 総合人間学部
1994.3.7 ブロック試料 15個






1994.8.30～ プ ラ イ ボ ー ク コア試料 89本
1994.8.31 ニ ッパ
1994.10.11ベ ル オ ツデ ン コア試料 80本
1994.10.13～ ル ン ドボ ー ク ス コア試料 81本
1994.10.14ヘ ッ タ
1994.10.15ル ン ドボ ー ク ス コア試料 63本
コ ラ ネ
1994.10.19ヤ ル トオ イ コア試料 50本
1994.10.23～ ス カ レ ビー ク コア試料 90本
1994.10.24ハ ル セ ン
1994.10.24ス カー レ ン コア試料 40本




1995.1.14～ ア ウス トホ ブ デ コア試料 110本
1995.1.16
1995.2.25～ リー セ ル ラル セ ン山 コア試料 82本
1995.2.26
1993.12.31～ リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム ブロック試料 約
1995.2.26湾岸,や ま と山脈, 350kg
リー セ ル ラ ル セ ン山
含火山灰氷 1994.12.17やまと山脈C群 ブ ロ ック試 料 52kg
西方裸氷
阻石 1994.12.19～やまと山脈C群 7個 国立極地研究所
1994.12.23西方裸氷上 (36ε敷9)
気水圏 庄 子 仁 ・齋 藤 隆 志 ・齋 藤 健 ・白 岩 孝 行
氷床 ドーム深層 llOm掘 削 コ ア 1993.12 ドー ムF 雪氷コア 39箱 国立極地研究所
掘削計画 (34次隊掘削) ダ ンボ ー ル詰
サスッルギ表面 1994.1 MDI80 雪塊 2箱
サンプル 冷凍サンプル
ダ ンボ ー ル詰
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観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
気水圏 白 岩 孝 行
氷床 ドーム深層 大陸氷床氷端氷 1994.4 ラ ン グホ ブ デ, 氷塊 約 北海道大学
掘削計画 サンプル 1994.9 ハムナ氷河 300kg低温科学研究所
ポリ容器入 り 1994.10～ Sl6～ ドー ムF問 50ccポ リ容 器 2箱 国立極地研究所
表面積雪 1995.2 (20km毎) 冷凍保存
250ccポ リ容 器 2箱
冷凍保存
ダ ンボ ー ル 詰
ポリ容器入 り 1994.10～ ドー ムFな らび に 50ccポ リ容 器 3箱
ピット断面積雪 1995.2 ル ー ト上 冷凍保存
ダ ンボ ー ル詰
ポリ容器入 り 1994.ll～ ドー ムF 50ccポ リ容 器 3箱
ドームF表 面積雪 1995.1 冷凍保存
中 ダ ンボー ル詰
気水圏 齋 藤 隆 志
氷床 ドーム深層 ポリ容器入 り 1994.10～ Sl6～ ドー ムF問 50ccポ リ容 器 1箱 国立極地研究所
掘削計画 表面積雪 1994.ll (20k・ 毎) 冷凍保存
ダ ンボ ー ル詰
ポリ容器入 り 1994.10～ ルー トF並 び に 50ccポ リ容 器 1箱
ピット断面積雪 1994.11 ルー ト上 冷凍保存
ダ ンボ ー ル 詰
ポリ容器入 り 1994.1 ラ ン グホ ブ デ 250ccポ リ容 器 1箱
流出水及び湛水 平頭氷河近辺 ダ ンボ ー ル詰
ポリ容器入 り 1994.12 ラ ン グホ ブ デ 250ccポ リ容 器 1箱
流出水及び湛水 1995.1 平頭氷河近辺 ダ ンボ ー ル 詰
気水圏 小 出 理 史
大気化学 大気試料 1994.2.1～ 昭和基地及びその上空 ガ ラ ス フ ラ ス コ 156本 東北大学
1995.1.31
昭和基地 同上 48本 NOAA
昭和基地 同上 56本 ロ ー ドア イ ラ ン
ド大学
昭和基地 ス テ ン レス フ ラ ス コ 10本 東京大学
生物 渡 邉 研太郎 ・佐 藤 壽 彦
海氷圏生物の総合 セディメン トトラ ッ 1994.1～ 北 の 瀬 戸, ビ ン入 りフ ォ ルマ リ ン 51本 国立極地研究所
研究 プ 1995.1 北の浦K,A2 固定試料
サ ンプル グ ラ ス フ ァ イバ ー 51枚
フ ィ ル タ ー
色素抽出DMF溶 液 53本
ネ ッ トサ ン プ ル 1994.2～ 昭和基地周辺 ビ ン入 りフ ォ ルマ リ ン 32本
1995.1 固定試料
グ ラ ス フ ァ イバ ー 32枚
フ ィ ル タ ー
色素抽出DMF溶 液 32本
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観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
生物 渡 邉 研太郎 ・佐 藤 壽 彦
海氷圏生物の総合 海水サ ンプル 1994.2～ 昭和基地周辺 ビ ン入 りフ ォ ルマ リ ン 96本 国立極地研究所
研究 1995.1 固定試料
グ ラ ス フ ァ イバ ー 81枚
ブ イ ル ター
色素抽出DMF溶 液 96本
海氷融解サンプル 1994.1～ 昭和基地周辺 ビ ン入 りフ ォ ルマ リ ン llO本
1995.1 固定試料
グ ラ ス フ ァ イバ ー 54枚
ブ イ ル タ ー
色素抽出DMF溶 液 45本
付着生物 1994.1～ 北の瀬戸 フ ォ ルマ リ ン固 定 45本
1995.1 ス レー ト板
ス ラ イ ドグ ラ ス 15枚
底生動物 1994.1～ 昭和基地周辺 フォルマリン固定試料 53点 筑波大学下田臨
海藻 1995.1 冷凍試料 1箱 海実験センター
環境モニタリング 土壌 1994.12～ 昭和基地周辺 シ ャー レ,試 験 管 72点 国立極地研究所
ベ ンチ コ ー ト紙 1995.1 ベ ンチ コ ー ト紙 14枚
土壌 1995.1 昭和基地周辺 シ ャ ー レ 10点 島根大学
医学 大日方 一 夫
南極における 骨代謝の研究 1994.3～ 昭和基地 ス ピ ッ ツ 360本 新潟大学医学部




(尿) ス ピ ッ ツ 360本





総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部 を持たず大学院だ
けを置 く大学)と して,昭 和63年10月 に設置 された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割 をはたしている大学共同利用機関のうち11研究機関(高 エ
ネルギー物理学研究所,国 立極地研究所,国 立遺伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究センター,国 立天
文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)及 び国立民
族学博物館)と の緊密な連係 ・協力の下に,そ れらの優れた人材 と研究環境を基盤 として博士後期課程の教育研究を
行 うことを特色 としている。 こうした特色を生かして教育研究活動を活発に進め,新 しい学問分野を開拓するととも
に,そ れぞれの専門分野において学術研究の新 しい流れに先導的に対応することので きる優れた研究者を養成するこ
とを目的 としている。
2.総 合研究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関として同大学数物科学研究科に設
置された極域科学専攻(博 士後期課程3年)の 教育研究指導を行うこととなった。
平成5年 度は5名 の学生,平 成6年 度は2名 の学生を受け入れた。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大 きな自然系を構
成 している。極域科学は,こ の自然系に係る幅広い研究分野の基礎の上に立ち,地 球の自然を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用 を地球規模のシステム科学 として究明することを目的としている。本専攻において
は,南 北両極域の自然現象を中心に全地球的環境をも視野に入れた教育 ・研究を行い,高 度の研究能力を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究に従事できる優れた研究者を養成する。
2)数 物科学研究科極域科学専攻学生一覧
入学年度(学 年) 氏 名 教育研究指導分野 備 考
平 成5年 度
(2年 次)
五 十 嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏 (旧姓 石山)
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
平 成6年 度
(1年 次)
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
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VI.　大学院教育に対する協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の2第2項 の規定に基づき,大 学の要請に応 じて大学院の教育 に協力
できることになっている。国立極地研究所では,昭 和56年 度から極地科学及びこれに関連する分野の大学院学生(特
別研究学生)を 毎年受け入れ,必 要な研究指導を行っている。平成6年 度は,26名 を特別研究学生として受け入れた。
特別研究学生一覧
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物 理学
高 橋 幸 弘 東北大学大学院 理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
安 藤 雅 彦 千葉大学大学院工学研究科
港 屋 浩 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科
六 山 弘 一 同 上
藤 田 裕 一 同 上
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
高 村 直 也 東海大学大学院工学研究科
海老原 祐 輔 同 上
気象 ・雪 氷 学
池 田 哲 哉 北海道大学大学院工学研究科
極 地 雪 氷 学宮 川 卓 也 北海道大学大学院理学研究科
吉 田 一 全 同 上
中 林 宏 典 北海道大学大学院地球環境科学研究科
海 氷 学的 場 澄 人 京都大学大学院理学研究科
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
地 学
工 藤 健 金沢大学大学院自然科学研究科 南 極 固 体 地 球 物 理 学
柴 田 恭 宏 北海道大学大学院理学研究科 南極陽石の岩石学及び鉱物学
中 嶋 勝 治 横浜国立大学大学院教育学研究科 極 地 地 形 学 ・地 質 学
生 物 学
石 川 智 庸 東北大学大学院農学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
五 十 嵐 厚 夫 東北大学大学院理学研究科
岩 船 昌 起 同 上
山 田 裕 東京水産大学大学院水産学研究科
坂 井 奈緒子 静岡大学大学院理学研究科
大 谷 誠 司 三重大学大学院生物資源学研究科
南 極 陸 上 生 態 ・分 類 学
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
大 村 嘉 人 広島大学大学院教育学研究科
飯 田 高 明 広島大学大学院 理学研究科
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当図書室 は,極 地 関係 の文献 セ ンター として,南 極 ・北極 に関す る文献 の収集 に力 をそそ いで いる。 また,研 究 ・
教育機 関の図書室 として,極 地 に関す る自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,除 石,情 報科学 などの分野 に関す る文献 ・資料の収集,整 理,充 実 にもつ とめ てい る。
昭和基地 の図書 につ いて も,図 書室で収集,管 理 を してい る。過去5年 間の年度別蔵書数及 び増加冊数 を2)に,年
度別所蔵雑誌 タイ トル数 を3)に 示す。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数
()内 は増加冊数
区 分 平成2年 度 平成3年 度 平成4年 度 平成5年 度 平成6年 度
和 書 4,501 4,676 4,829 5,339 5,474













14,325 14,938 15,392 16,605 17,078
(481) (613) (454) (1,213) (473)
和 書 1,423 1,457 1,475 1,480 1,489
(104) (34) (18) (5) (9)
小 冊 子
洋 書 1,193 1,208 1,220 1,230 1,250
(17) (15) (12) (10) (20)
計
2,616 2,665 2,695 2,710 2,739
(121) (49) (30) (15) (29)
和 雑 誌 1,558 1,610 1,681 1,743 1,827
(79) (52) (71) (62) (84)
製本 雑 誌
洋 雑 誌 12,860 13,338 14,065 14,678 15,244
(626) (478) (727) (613) (566)
計
14,418 14,948 15,746 16,421 17,071
(705) (530) (798) (675) (650)
合 計
31,359 32,551 33,833 35,736 36,888
(1,307) (1,192)(1,282)(1,903)(1,152)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research,
Series　 A,　 B,　C,　D,　 E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmosphere
Physics,　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Antarctic　 Meteorites,　 Polar　 Biologyの
5シ リ ー ズ を 各 年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,10カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 Antarctic　 Geological
Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　 the　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog
(不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成6年 度 の 研 究
成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 及 び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究成果刊行物




Memoirs　 of　 National　 lnstitute　 of　 Polar　 Research　 (1冊)
　 Special　 Issue,　 No.50　 :　Holocene　 Environmental　Changes　 in Antarctic　 Coastal　 Areas,　 ed.　 by　 P.A.　 Berkman
and　 Y.　 Yoshida.　 107　 p.　 August　 l994.
Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (5冊)
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
No.8,76p.Marchl995
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 No.8,　 215　 p.　November　 l994
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Geosciences
No.7,190p.October!994
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites
No.8,363p.March1995
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Biology
　　 No.8,　 205　 p.　February　 l995
JARE　 Data　 Reports　 (9冊)
　 No.　 199　 (Geochemistry　 2)　:　Japanese　 geochemical　 data　 in　the　 McMurdo　 Dry　 Valleys　 and　 on　Ross　 Island,
　　 Antarctica,　 by　 T.　 Torii　 (editor-in-chief).　 294　 p.　 August　 !994.
　 No.　 200　 (Seismology　 28):　 Re-scaling　 of　seismic　 events　 at　Syowa　 Station,　 Antaractica,　 1987-1990,　 by　 M.
　　 Kanao.　 212　 p.　 August　 1994.
　 No.　 201　 (Glaciology　 22):　 Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 30th,　 31st　 and　 32nd　 Japanese　 Antarctic
　 　 Research　 Expeditions　 in　1989-1991,　 by　 Y.　 Fujii,　 H.　 Motoyama　 and　 N.　 Azuma.　 89　p.　 January　 l995.
　 No.　 202　 (Glaciology　 23)　:　Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 34th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expeditions
　 　 in　l993,　 by　 H.　 Motoyama,　 H.　 Enomoto,　 M.　 Miyahara　 and　 J.　Koike.　 43　 p.　 January　 l995.
　 No.　 203　 (Oceanography　 l6):　 Oceanographic　 data　 of　 the　 33rd　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expeditions
　 　 from　 November　 1991　 to　March　 l992,　 by　 K.　 Tanaka　 and　 K.　 Noguchi.　 53　 p.　 February　 l995.
　 No.　 204　 (Glaciology　 24)　 :　Data　 of　sea-ice　 cores　 obtained　 in　LUtzow-Holm　 Bay　 from　 l990　 to　 l992　 (JARE-
　 　 31,　-32)　 in　the　 period　 of　Japanese　 Antarctic　 Climate　 Research,　 by　 T.　 Kawamura,　 T.　Takizawa,　 Kay　 I.
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　 Ohshima　 and　 S.　Ushio.　 42　 p.　 March　 l995.
No.　 205　 (Upper　 Atmosphere　 Physics　 !2)　 :　Upper　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　 Syowa　 Station　 in
　 l992,　 by　 I.　Yamazaki,　 Y.　 Takahashi,　 H.　 Mineno,　 M.　 Kamata,　 Y.　 Ogawa　 and　 A.　 Kadokura.　 208　 p.
　 March　 l995.
No.　 206　 (lonosphere　 54):　 Radio　 observation　 data　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 during　 1993,　 by　 T.
　 Yamaguchi　 and　 M.　 Kunitake.　 190　 p.　 March　 l995.
No.　 207　 (Seismology　 29):　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1993,　 by　 K.　 Okano　 and
　 M.　 Kanao.　 95　p.　 March　 l995.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 Sheet　 27(2):　 Mt.　 Torimai,　 Northern　 Yamato　 Mountains,　 1/25000,　 with　 the　 explanatory　 text,　 by　 Y.
Motoyoshi　 etα1.8p.with6p1.March!995.
Catalog
　 Catalog　 of　 the　 Antarctic　 Meteorites　 collected　 from　 December　 l969　 to　 December　 l994,　 with　 special　 refer-
　 　 ence　 to　 those　 represented　 in　 the　 collections　 of　 the　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research,　 comp.　 by　 K.
　 　 Yanai　 and　 H.　 Kojima,　 analyzed　 by　 H.　 Haramura.　 230　 p.　 March　 1995.
3)年 度別出版冊数及び頁数
2年 度 3年 度 4年 度 5年 度 6年 度
冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数)
南極資料 3(504) 3(452) 3(424) 3(368) 3(293)
Memoirs　 NIPR 1(107)
Proceedings　 NIPR 6(1434)6(ll21)5(921) 6(1409)5(1049)
Syrnposium
JARE　 Data　 Reports 11(1221)12(1387)10(814) 7(749) 9(1226)
Antarctic　 Geologica1 1(22) 1(22) 1(22) 1(27) 1(14)
Map　 Series










珊.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営に関する重要事項について所長に助言する。
第ll期 評言義員名簿 (任 期5.9.29～7.9.28)
赤 葉 錬二郎 宇宙科学研究所長 田 中 昌 一 東京水産大学長
淺 田 敏 東京大学名誉教授(会 長) 田 中 正 之 東北大学理学部長
有 馬 朗 人 文部省学術顧問,理 化学研究所理事長 中 根 千 枝 民族学振興会理事長
川 村 恒 明 国立科学博物館長 蜂須賀 弘 久 神戸女子短期大学長
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 樋 口 敬 二 中部大学教授
古 在 由 秀 国立天文台名誉教授 藤 野 和 夫 北海道大学低温科学研究所長
小 山 宙 丸 早稲田大学総長 松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授
七 田 基 弘 神奈川大学教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授(副 会長)
下 鶴 大 輔 東京農業大学教授 山 本 草 二 上智大学教授






1.平 成7年 度予算 の内示 につ いて
2.研 究所 にお ける研究 ・教育活動 につ いて




荒 木 徹 京都大学教授 若 井 登 東海大学教授
甲 藤 好 郎 日本大学教授 平 澤 威 男 国立極地研究所教授(会 長)
小 疇 尚 明治大学教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
瀬 川 爾 朗 東京大学教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
武 田 喬 男 名古屋大学教授 渡 邉 興 臣 国立極地研究所教授
田 中 義 人 名古屋大学教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 野 昇 平 京都大学教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
村 野 正 昭 東京水産大学教授(副 会長) 福 地 光 男 国立極地研究所教授


























5.南 極地域観測計画第V期5か 年計画(試 案)に ついて
3)南 極 地 域 資 源 特 別 委 員会
(1)南 極鉱物資源特別委員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。






















6.設 営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等 の健康に関
する事項について調査審議する。
11)極 地観測記録映画作成委員会




ア 運営会議 イ 顧問懇談会 ウ 部課長会議
工 教授懇談会 オ 教授会 力 教官人事委員会
キ 教官会議 ク 教授打合せ会 ケ 教官系連絡会
コ 移転問題検討会議 サ 低温資料委員会 シ 職員 レクリエーション委員会
ス 大学院教育協力委員会 セ 機種選定委員会 ソ 図書委員会
タ ー般資料委員会 チ 北極圏環境研究センター運営委員会 ツ 情報科学センター運営委員会
テ 総合計画特別委員会 ト 極地研ニュース編集委員会 ナ 発明委員会
二 押売等防止対策協議会 ヌ 防災対策委員会 ネ 隊長等選考委員会




1)外 国 出 張





6.4.10～5.23ノ ール ウェー王 国
山岸久雄 助教授
6.4.29～5.17フ ランス共和 国
アイスラ ン ド共和 国
星 合 孝 男 所 長
6.5.1～5.8デ ンマ ー ク 王 国
























工 藤 栄 助 手








































星 合 孝 男 所 長
6.8.28～9.4
















オ ー ス トラ リ ア
スイス連邦


















ANTOSTRATシ ンポジウム,SCAR　 W/G　 SEG(常










菊 池 雅 行 助 手
6.8.28～9.!!
竹 内 貞 男
6.8.28～9.11
佐 藤 夏 雄 教 授
6.8.28～9.22
渡 邉 興 亜 教 授
6.8.30～9.12
和 田 誠 助 手
6.9.6～9.23
本 吉 洋 一 助 教 授
6.9.ll～9.16
伊 藤 一 助 教 授
6.9.11～10.1
谷 村 篤 助 手
6.9.14～11.12
澁 谷 和 雄 助 教 授
6.9.17～9.30
渡 邉 興 亜 教 授
6.9.17～10.4
藤 井 理 行 教 授
6.9.24～ll.4
星 合 孝 男 所 長
6.10.2～10.10




アイス ラン ド共和 国
イ タリア共和 国



































山 内 恭 教 授
6.ll6～ll.16
青木周 司 助 手,
菊池雅行 助 手
6.ll.14～7.2.28
江 尻 全 機 教 授
6.11.15～12.9
渡 邉 興 亜 教 授
6.11.20～ll.26
工 藤 栄 助 手
6.12.10～7.1.9
ス ウェーデ ン王 国
オース トラリア
南極地域
ノ ー ル ウ ェ ー 王 国
ドイツ連邦共和国
南大洋太平洋区
鮎 川 勝 助 教 授
6.12.19～7.1.17デ ン マ ー ク 王 国
(グ リ ー ン ラ ン ド)
野 木 義 史 助 手
6.12.27～7.2.24
福 地 光 男 教 授
7.1.4～1.31
行 松 彰 助 手
7.1.4～3.23
江 尻 全 機 教 授
7.1.10～2.10
神 山 孝 吉 助 教 授
7.1.17～2.7





ニ ュー ジー ラン ド
南極地域
ノ ー ル ウ ェ ー 王 国



























白 石 和 行 教 授
7.2.21～3.5
神 田 啓 史 助 教 授
7.2.23～3.3
























佐 藤 夏 雄 教 授
7.3.14～3.22
ノ ー ル ウ ェ ー 王 国













ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

















渡 邉 興 亜 教 授
7.3.16～3.22 ノ ー ル ウ ェ ー 王 国 北極雪氷圏変動を示す氷 コア気候一環境 シグナルの研究
川本 忠 事業課長,
吉 田 正 文部事務官
7.3.18～3.22 オ ー ス トラ リ ア 南極地域観測隊員の帰国に伴 う渡航事務手続 き
澁谷和雄 教 授
7.3.19～3.23 オ ー ス ト ラ リ ア 南半球における衛星測地 ・リモー トセンシングの国際協
力による推進
大山佳邦 助教授
7.3.20～3.25 ノール ウェー王国 北極における氷河末端域の生態系変動
2)海 外研修旅行
行 松 彰 助 手
6.8.13～8.22 アメリカ合衆国 Taos　 Xワ ー ク シ ョ ッ プ 出 席
加 藤 明 子 助 手





白 石 和 行 教 授
6.ll.20～ll.30 ネパ ール王国 南極大陸 ・イン ド ・ヒマ ラヤの先 カンプ リア基盤 の対比
に関す る研 究
行 松 彰 助 手
6.12.4～12.12 アメリカ合衆国 アメリカ地球物理学会出席





所 属 ・ 職
招 へ い 期 間
研 究 課 題
受入れ研究部門等
フォピアー ノ アルベル ト ホセ　(Alberto　 Jose　Foppiano)
コンセ プシオ ン大学理学部 ・教授
平成6年4月15日 ～平成6年7月31日
極域 におけるオー ロラ現象 に伴 う電波吸収 のモデ リングに関す る研究
超高層物理学 第一研究部 門
(2)氏 名 ゾチ コブ イ ゴール ア レクセ ビッチ　(lgor　Alexeevich　 Zotikov)
所 属 ・ 職 ロシア科学 ア カデ ミー地理学研究所 ・研究主幹(国 立極地研究所 ・客員教授)
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招 へ い 期 間 平成6年5月17日 ～平成6年11月16日








ル マ オ イボ ン　(Yvon　 Le　Maho)
CNRS国 立研究所生態学 ・生理 エ ネルギー学研究所 ・所長
平 成6年9月16日 ～平成6年12月15日





所 属 ・ 職
受 け 入 れ 期 間
共 同 研 究 課 題
受入れ部門・担当教官






所 属 ・ 職
受 け 入 れ 期 間
共 同 研 究 課 題
受入れ部門・担当教官






所 属 ・ 職
受 け 入 れ 期 間
共 同 研 究 課 題
受入れ部門・担当教官






所 属 ・ 職
受 け 入 れ 期 間
共 同 研 究 課 題
受入れ部門・担当教官
グザ ビエ ル ピション　(Xavier　 Le　Pichon)
フランス大学 ・教授
平 成7年1月4日 ～平成7年4月10日
南極 プレー ト境 界の研究
地学研究部 門 ・神沼克伊教授
(5)氏 名
所 属 ・ 職
受 け 入 れ 期 間








所 属 ・ 職
受 け 入 れ 期 間
共 同 研 究 課 題
受入れ部門・担当教官
フラ ンク トム バーキ イ　　(Frank　 Tom　 Berkey)
ユ タ州立大学 ・教授
平成7年2月7日 ～平 成7年2月24日
南極点基地全天 カメラデー タを用 いた極冠域 オーロラ ダイナ ミックスの研究



































Dr.　 GHOFAR,　 A.　 (デ イポネゴロ大学 ・講師)
Dr.　 PATTYN,　 F.　 (ブ リュ ッセル自由大学地理学研 究所 ・助 手)
Dr.　 JAYATILEKE,　 S.　(セ イロ ン科学技術研究所 ・研 究員)
Prof.　 WALTON,　 D.　W.　 H.　 (英 国南極調査所陸上 ・淡水生命科学部門 ・主幹)
Prof.　 THRANE,　 E.　(オ スロ大学 ・教授)
Mr.　 ADOLFSEN.　 K.　(ア ン ドヤロケ ッ ト場 ・所長)
Mr.　 SKATTEBOE,　 R.　 (ノ ルウェー宇宙 セ ンター ・所員)
Prof.　 HUGHES,　 A.　R.　W.　 (ナ タル大学物理学科 ・教授)
PrOf.　 TILZER,　 M.　 (ア ル フレッ ド・ウェゲナー極地海洋研究所 ・所長)
Prof.　 COSTA,　 D.　 (カ リフォルニア大学 サ ンタクルス校 ・教授)
Prof.　 LE　 BOEUF,　 B.　(カ リフォルニア大学 サ ンタクルス校 ・教授)
Dr.　 ORTIZ,　 L.　 (カ リフ ォルニア大学サ ンタクルス校 ・助手)
Dr.　 KERRY,　 K(オ ース トラ リア南極局 ・研究員)
Dr.　 PATTYN,　 F.　 (ブ リュッセル 自由大学地理学研 究所 ・研究 員)
Dr.　 SURDYK,　 S.　(フ ラ ンス氷河学 ・地球物 理学環境研究所 ・研究 員)
Dr.　 NAUBER,　 R.　 (ア ルフレッ ド・ウェゲナー極地海洋研 究所 ・研究 員)
文 仁砧(Dr.　 Moon　 Inho　 建国大学校基礎 生物 学研 究所 ・講 師)
Prof.　 LEVIN,　 1.　(ハ イデ ンベ ルグ大学 ・教授)
Prof.　 MAISS,　 M.　 (ハ イデ ンベ ルグ大学 ・教授)
Dr.　 MANNING,　 M.　 (ニ ュージーラ ン ド国立水 ・大気研 究所 ・科学計 画調整官)
Dr.　 LEHITENEN,　 M.　 (フ ィンラン ド地球物理観測所 ・研究員)
王 俊英(Prof.　 Wang　 Zunying　 中国科学院微生物研究所 ・研究員)
程 秀蘭(Mr.　 Cheng　 Xiulan中 国科学院微生物研 究所 ・副研究員)
崔 福綿(Ms.　 Cui　 Fumaing中 国科学 院微生物研究所 ・副研究員)
Prof.　 GONZALEZ,　 W.　 D.　 (ア メリカ宇宙科学研究所 ・教授)
Dr.　 TSURUTANI,　 B.　T.　(カ リフ ォルニア工科大学 ジェ ッ ト推進研究所 ・主任研 究 員)
Prof.　 PARSONS,　 T.　R.　 (ブ リテ ィッシュコロンビア大学海洋学部 ・教授)
韓 明津(Dr.　 Han　 Myungsoo　 漢陽大学理学部生物学科 ・助教授)
Prof.　 UPRETI,　 B.　N.　 (ト リブバ ン大学 地質学教室 ・助教授)
季 山　(Prof.　 Ji　Shan　 中国黒龍江水利専科 学校 ・教授)
王 喜栄(Dr.　 Wang　 Xirong　 中国黒龍江水利専 科学校 ・副教授)
鹿 国良　(Dr.　Pang　 Guoliang　 中国黒龍江水利専科学校 ・副教授)
趙 玉友　(Dr.　Zhao　 Yuyou　 中国黒龍江水利専科学校 ・副教授)
劉 永堂　(Dr.　Liu　Yongtang　 中国黒龍江省水利庁 ・副会長)
Prof.　 MACKAS,　 D.　 (カ ナダ水産海洋省海洋科学研 究所 ・部長)
Dr.　 FRASER,　 G.　 (オ ース トラ リア国立大学地球科学研 究所 ・学生)
Dr.　 SCHWARZ,　 G.　 (ア ルフ レッ ド・ウェゲナー極地海洋研 究所ポ ツダム支所 ・研 究員)
Dr.　 MENDBAYARUN,　B.　 (モ ンゴル自然環境省 ・研究調整官)
Dr.　 NEUBER,　 R.　 (ア ルフレッ ド ・ウェゲナー極地 海洋研究所 ・研究員)
Dr.　SIBECK,　 D.　G.　 (ジ ョンズ ・ホプキ ンス大学応用物理学研究室 ・研 究員)
Dr.　 LIN,　 R.　 (米 国航空宇宙局 ゴダー ド宇宙飛行 セ ンター ・研 究員)
Plof.　 WASSUMANN,　 P.　 (ト ロムソ大学水産海洋学部 ・教授)
Dr.　 NYSTROEM,　 A.　 (ス ウェーデ ン宇宙科学研究所 ・研究員)
Dr.　 HUNTLEY,　 M.　 (カ リフ ォルニア大学 スク リップス海洋研究所 ・研究員)
Prof.　 KOCHAROU,　 G.　 (ロ シア科学 アカデ ミー物理技術研究所 ・教授)
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12月9日 ～12月10日 Dr.　 GERNANDT,
研究 員)











Prof.　 LEE,　 M.　 (ソ ウル国立大学 ・教授)
Dr.　 LALLEMANT,　 S.　(エ コー ル ・ノルマル大学 院大学 ・助教授)
Dr.　 HENRY,　 P.　 (エ コール ・ノルマ ル大学院大学 ・助手)
Prof.KELLEY,　 J.　J.　(ア ラスカ大学 フェアバ ンクス校極地氷床掘削事務所 ・所長)
Prof.　 FRASER,　 B.　J.　(ニ ューキ ャッスル大学 ・教授)
Dr.　 COMISO,　 J.　(米国航 空宇宙局 ゴダー ド宇宙飛行 セ ンター ・主任研究員)
Dr.　 SAVATYUGIN,　 L.　M.　 (ロ シア北極 ・南極研究所 ・極域地理学研究部長)
王 良璋(Prof.　 Wang　 Liangwei　 中国科学 院蘭州氷 河凍土研究所 ・主任研究 員)






















































理博 平 澤 威 男
理博 小 野 延 雄
内 藤 靖 彦
理博 藤 井 理 行
理博 青 木 周 司
理修 古 川 晶 雄
理博 佐 藤 夏 雄
工博 山 岸 久 雄
理修 行 松 彰
理博 菊 池 雅 行
理博 巻 田 和 男
理博 小 野 高 幸
理博 上 田 豊




































































































































































召 田 成 美
召 田 成 美














































菊 池 雅 行



























白 石 和 行(地 学研究部門助教授)
本 吉 洋 一(地 学研究部門助手)
森 基 泰(事 業部長)
野 木 義 史(気 象庁気象研究所)
福 本 國太郎(長 崎大学庶務部庶務課長)
三 浦 英 樹
平 井 睦 浩(東 京大学施設部建築課建築第六掛長)













平 澤 威 男(教 授)
澁 谷 和 雄(地 学研究部門助教授)
小 野 延 雄(雪 氷学研究部門教授)
内 藤 靖 彦(教 授資料系)
小 野 延 雄
内 藤 靖 彦
小 野 延 雄
平 澤 威 男(企 画調整官)
小 野 延 雄(研 究主幹)
内 藤 靖 彦(資 料主幹)
平成7年3月31日
[定年退職]













































































































第29回評議員会(東 条インペ リアルパ レス)
教授打合せ会

































































































教官会議,教 授打合せ会,総 研大 評議会(霞 ケ関東京會舘)
総研大 極域科学専攻委員会,特 別研究談話会



















































研究談話会,総 研大 数物科学研究科教授会(霞 ヶ関東京會舘)






第30回評議員会(東 条インペ リアルパ レス)
教官会議,教 授打合せ会,大 学院教育協力委員会
特別研究談話会




総研大 評議会,学 位記授与式(葉 山キャンパス)
総研大 葉山キャンパス開校記念式典(葉 山キャンパス)
運営会議,名 誉教授称号授与式
教官系連絡会,第35次 越冬隊 ・第36次 夏隊帰国(成 田)
南極地域観測功労者表彰式,永 年勤続者表彰式,部 課長会議
第35次 越冬隊 ・第36次 夏隊帰国歓迎会
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